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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに






　自じ慢まんじゃないが、〝最終回〟が大好きである。




　すべての物語が終わりを迎えた時のカタルシス、もうこれで登場人物たちとお別れになるというさびしさ……人の感かん情じようの根こん幹かんをいろいろゆさぶってくれる〝最終回〟。

　アニメでもドラマでもコミックでも……気に入った作品であれば、途と中ちゆうがどんなにつまらなくなろうと、最終回の盛もり上がりを信じて見続ける。

　私はそんな人間でした。




　……と、前まえ振ふりが終わったところで。

「銀の輪の封ふう印いん」から続いたこのリプレイシリーズの、最さい終しゆう巻かんをお届とどけしましょう！




　こんにちは、きくたけです。

　まずは最終巻ともしらず、この本がなんであるかも知らずに手に取ってしまったあなたのために、お教えしましょう。




「この本は小説ではなく、いわゆるＴＲＰＧリプレイと呼よばれるものです」




　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Roleplaying Game）の略りやく称しようで、文字通りゲームの一種です。

『ラグナロクオンライン』や『ファイナルファンタジーXI』のような、大だい規き模ぼネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創つくって（これをＰＣ……プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操あやつり、仲間といっしょに冒ぼう険けんや物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機は必要なく、かわりに参加者のひとりがゲーマスター（ＧＭ）という立場になり、物語の進行を管理します。

　……今、ＰＣたちがどういうシチュエーションにあるか？

　……どんなイベントが発生したか？

　……出しゆつ現げんしたモンスターは、誰だれをどのように攻こう撃げきするか？

　ストーリーの途中、ＧＭはＰＣたちを助ける脇わき役やくキャラを演えんじ、また時にはモンスターを操り、ＰＣたちの行く手をふさぎます。敵てきも味方も、ＧＭの担たん当とうとなるわけです。

　戦せん闘とうの勝敗や、ＰＣの取った行動が成功するかどうかは、ＧＭの指し示じのもと、ダイスによって判はん定ていされます。

　強しいて言えば、このＧＭがゲーム機役をすると考えてもいいでしょう。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動にさせるかを決め、それをまたＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭは再ふたたびプレイヤーたちに返していく。

　この積み重ねにより、みんなでストーリーを進めていくのです。

　仲間同士で楽しむためにアドリブで演えん劇げきをするよーなもの、と言うと近いかもしれません。

　シミュレーションゲームのように勝ち負けはなく、参加者のみんながそのストーリーや扱あつかったキャラクターを楽しめれば〝勝ち〟と言えましょう（笑）。




　本書で使用されているルールは、富ふ士じ見み書しよ房ぼうから発売されている文庫型ＴＲＰＧ「アリアンロッド」および、ゲーム・フィールド社から発売されている「アリアンロッドＲＰＧ上級ルールブック」です。

　もし、本書を読んで興きよう味みを持った人がいたら、ぜひともルールブックの方も手にとってやってくださいませ。




　なにはともあれ、百聞は一見にしかず。

　そろそろ本ほん編ぺんの方に行ってみましょう!!



















前ぜん巻かんまでのあらすじ




　母なる大地エリンディルの一辺へん境きよう……クラン＝ベルに、エイジという名の少年がいた。

　彼の父親は、英えい雄ゆうガイア。しかし水の大だい精せい霊れいを封ふう印いんし、この地から水を干ひ上あがらせたことで重じゆう罪ざい人にんの烙らく印いんを捺おされ、行ゆく方え不明となっていた。故ゆえに、エイジは周囲から白はく眼がん視しされ続けたものの、素す直なおで正せい義ぎ感の強い少年として成長し……仲間たちとの冒ぼう険けんが始まった。

　エイジの幼おさななじみで銃じゆうを使うアルケミストの少女アム。かつて世界に名を馳はせた戦士だったが、膝ひざに傷きずを負ってアコライトに転てん職しよくした神官のシグ。エイジの父と同じギルドメンバーだったが、今は記き憶おくをなくしている魔ま術じゆつ師しのフェルシア―――。

　神官長ヴァンデルから受けた任にん務むをクリアし、封印されていた水の大精霊を解かい放ほうする一行。

　だが、水の大精霊は邪じや悪あくな瘴しよう気きに汚お染せんされており、暴ぼう走そうを開始。あふれ出た無む限げんの水が近きん隣りんの街や村を呑のみ込こみ始めた。やはり罪人の子は罪人と、追われる立場になるが……彼らを信じるアコライト……ヴァンデルの娘むすめ・ウェルチの助けで街を脱だつ出しゆつする。

　そして、彼らは知ってしまう。かつて、大精霊を瘴気で汚染したのはヴァンデル自身であり、ガイアはやむをえず、これを封印したという真実を。ヴァンデルの目的は、瘴気で汚染した水の大精霊を素そ質しつある人間に埋うめ込み、強力な魔族を創そう造ぞうすることにあった。その人間こそがウェルチであり、彼女はガイアの実の娘（つまりエイジの妹）だったのだ。

　激げき闘とうの末、ヴァンデルを撃げき破はしたエイジたちは水の大精霊を解放、世界に救きゆう済さいをもたらす、六つの欠かけ片らのひとつ〝水の鍵かぎ〟を手て渡わたされる。そしてウェルチに、父親のヴァンデルが魔族だということを明かすのを嫌きらい、エイジたちは真実を告げずに新たな冒険の旅に出る。

　旅の途と中ちゆう、ヴァーナ族の少女ベネットと出会った一行は、深い森の中でクラン＝ベルの神しん殿でんに所しよ属ぞくするというアコライト・トムに助けを求められる。街に残したウェルチが、魔族に連れ去られたというのだ。だが、彼女が捕とらわれている塔とうを突破した一行を待っていたのは、ウェルチ自身だった。彼女は、魔族に瘴気を撃うち込まれて〝邪悪化〟しかかっていたのだ。　戦いの末、彼女の身み柄がらを確かく保ほし、カナンの街へと到とう着ちやくするエイジたち。神殿での診しん断だんによれば、ウェルチの邪悪化が完かん了りようするまでに、あと四十八時間ほどしかないという。

　限かぎられた時間の中、人里離はなれた場所に隠かくれ住んでいた三さん賢けん者じやから、邪悪化を解かい除じよするアイテムを入手して、一路カナンに残したウェルチの元へと帰き還かんする。

　だがそこで魔族がカナンを襲しゆう撃げき。ウェルチ救出を依頼したトムこそ、ヴァンデルに地の鍵を埋め込まれた魔ま将しようギガンドルだったのだ。彼は人間のふりをして、エイジたちに魔族の研究をしていた三賢者の位置を探さぐらせ、これを殺すために行動していたのである。

　ギガンドルを撃破し、喜んだのも束の間……〝闇やみの鍵〟を体内に持つ魔将が出しゆつ現げん。彼は、ギガンドルから〝地の鍵〟を回かい収しゆうし、エイジとの再会を予言し、去ったのだった。















































PRE PLAY









◆Pre Play 01◆欲よく望ぼうを抑おさえきれない男たち




　　ある日、会社で仕事をしていた〝ベネット〟○畑が、私に向かって言いました。




「き、菊きく池ちさんっ！　このキャンペーンって、あと何回セッションありますか!!」




　なにやら、目をぎらぎら輝かがやかせている。

　なぜかと聞けば、この先、キャンペーンが続いてるうちに自分が、あといくつのスキルを取得できるか……いわば、キャラクターの人生設せつ計けいのために知りたいという。

　……なんか、同じことを前ぜん巻かんでクレバー矢や野のが言ってたぞ。




「ま、まあぶっちゃけて言おう。あと二セッション……六話目で終わる予定だよ」

「ふうむ……（なにやら考え込んでいる）」

「？」

「……足りません」

「へ？」

「いや、ほしいスキルを選んでいくと……かんじんなあのスキルがとれないんですよっ!?　最終回にふさわしい、あのスキルが!!」

「ほうっ!?　その最終回にふさわしいスキルとはなんだねっ!?」

「自じ爆ばくですっ!!」

「自爆かよっ!!」




　……と、こんなやりとりがあった次の瞬しゆん間かん。

　〝フェルシア〟久く保ぼ田た、〝シグ〟クレバー矢野が、ニコニコしながら私のもとにやってきて……おもむろに、言った。




「じゃあ、これまでイベントとかで稼かせいだ成長点、つぎ込んでもいいですか!?」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　では、ここで。

　例によって今回のセッションに参加する面々を紹しよう介かいしておこう！




きくたけ（ＧＭ）

　本名は菊池たけし。

　〝（笑）〟と〝世界滅めつ亡ぼうの危き機き〟をこよなく愛するゲームライター。

　ＴＲＰＧ『セブン＝フォートレス』と『ナイトウィザード』（いずれもエンターブレイン刊）、そしてこの『アリアンロッド』のデザイナーである。

　リプレイと誌し上じよう読者参加ゲームの記事を書き続けて書き続けて十五年。

　こんな局地戦用もの書きの明日はどっちだ。




かわたな（エイジ）

　本名は田た中なか信しん二じ。

　……なのだが、いつもかわいそうな目にあうので〝かわたな〟と呼よばれる。

　主人公属ぞく性せいの男で、首の横にはボタンがついており、これを押すとかっこいいセリフがサラサラと口から流れてくる妙みような男。

　会社の行き帰りの電車の中、主人公キャラとして使えるネタを思いついたらすかさずメモをとるという勤勉さが売りである。




こはまー（アム）

　本名は小こ浜はま智さとる。

　ＴＲＰＧ『ニルヴァーナ』（ゲーム・フィールド刊）のデザイナー。

　F.E.A.R.社の萌もえ担たん当とう。リプレイ用のＴＲＰＧを遊ぶと、必ず10～15歳さいの女キャラを担当し（おい）、主人公・ヒロインをからめた三角関係に持ち込こむ。

　ついたあだ名は〝ミスター・ヒロイン〟。

　人の感性にケチをつけるつもりはないが……人間としてどーなんだそれは。




クレバー矢や野の（シグ）

　本名は矢野俊しゆん策さく。

　ご存ぞんじ、ＴＲＰＧ『ダブルクロス』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊）のデザイナー。

　主食は薔ば薇らで、人々からは〝王子〟と呼ばれ親しまれる妙な男である。

　基き本ほん的なツッコミ体たい質しつで、人の吐はいたネタゼリフにはつっこまずにはいられない。そのうえ最近ではボケまで使いこなし、オールラウンダーへの道を歩んでいる。

　また、脳のうに詰つめ込んだ知ち識しきの97％がネタであると、その筋すじの専せん門もん家かは解かい析せきしている。




久く保ぼ田た悠ゆう羅ら（フェルシア）

　本名は秘ひ密みつ。

　ＴＲＰＧ『ドラゴンアームズ』（エンターブレイン刊）のデザイナーだ。

　ふだんは沈ちん着ちやく冷静・理知的で、我わが社でもっとも大人のはずだが……ひとたびＴＲＰＧを始めれば決まって女キャラを担当し、ＧＭを困こまらせることに努力を惜おしまない。それを大人の理り論ろんで正当化しようとする分、実にやっかいである。

　時おり口をついて〝うみゅ～……〟などと鳴く。

　……って、ほんとに大人か。それは。




Ｏはた（ベネット）

　本名は大おお畑はた顕あきら。

　F.E.A.R.社のアルバイトにして、社内でもっとも〝敗北するのが得意な男〟。

　現げん実じつ世界でもゲームの中でも、チャンスさえあれば自ら進んで敗北することを好む。人間としての尊そん厳げんをどこかに置き忘わすれた男だ。

　また、人生の97％がネタできていると、もっぱらの噂うわさである。

　なお、その噂を立てているのは、私きくたけである。







◆PrePlay 02◆レベルアップ攻こう防ぼう戦せん




　期待感を胸むねに。

　目をきくたけの前でらんらんと目を輝かがやかせている、三人の男たち。




「で、で……！　これまでコンベンションとかでＧＭやってため込んだこの成長点……！　つぎ込んでもいいんでしょうかっ!?」




　きくたけの心は、その圧あつ力りよくに呑のみ込まれようとしていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




『アリアンロッド』では、ＧＭを行なった者にも成長点が与あたえられる。

　これまで、イベントやらなんやらで、プレイヤーたちはしこたま成長点をため込んでいた。

「銀の輪の封ふう印いん」から続くキャンペーンも、終しゆう盤ばんである。

　プレイヤーたちが、最後にどんなスキルをもって、どんな戦いがしたいか。

　そのイメージも固まっていたよーである。




　ラストはハデな戦いをキメたい―――。




　これまで、暗あん黙もくの了りよう解かいでキャンペーン中に得た成せい長ちよう点てんしかつぎ込んでこなかったプレイヤーたちだったが……ここに来て欲よく望ぼうが一気にふくれあがったのである。

　だが誤ご解かいなきように言っておけば。

　ハデなことをしたいのは、なにもプレイヤーだけではなかった（笑）。




ＧＭ：……というわけで、考えました！

一同：うむ！

ＧＭ：キミらがもってる成長点……つぎ込んで、よしっ!!

一同：うっしゃ―――っ!!（笑）

ＧＭ：えっと、みんな何点くらい持ってる……？

クレバー矢野：口には出せないほどいっぱいあります（笑）。なにせ、コンベンション以外にも遊びでセッションを何度もやってますから！（どさっと、成長点の紙束を置く）

久保田：矢野くんほどじゃないけど、いっぱいあります（どさっ）。

Ｏはた：あっしもこれだけあるでやんす！（どさっ）

かわたな：お前ら、成長点持ちすぎだ！（笑）

こはまー：さすがに、矢野さんほどはありません!!

ＧＭ：（みんなの持っている成長点を見て……）ふむむ……好き勝手に使われると、レベルの格かく差さがひどいことになるな……（笑）。

クレバー矢野：たしかに！

ＧＭ：（ちょっと考えて……）ふむむ、今みんな３レベルだよね？　では、今回は５レベルに成長するまでの成長点を使っていいことにしよう。

Ｏはた：で、五話が終わってもう一回レベルアップできたとして……ぶつぶつ……（あれこれ考えて）……よしっ！　いけるっ!!

ＧＭ：しかしこの急きゆう激げきなパワーアップはいったい……（笑）。みっしょん04と05の間で、なんか猛もう特とつ訓くんでもしたのかね……いや、成長点使うのに理由はいらないんだが（笑）。

かわたな：きっと、前回のラストで闇やみの騎き士しの圧あつ倒とう的な力を目まの当たりにして、今のままじゃ勝てない……そう思ったんでしょう。

こはまー：で、どっかのダンジョンに潜もぐり込んで、修しゆ行ぎようをした？（笑）

ＧＭ：えっと、みんなはカナンの街にいたんだよな。きっとシルヴァご推すい薦せんの訓練用ダンジョンに放ほうり込まれたんだ。彼女に言われて。

クレバー矢野：あいつの推薦するダンジョンかよっ！　信用できねー！

ＧＭ：（ざーとらしい優やさしい声で）……なにを言ってるんだ。シルヴァは、キミとウマのあう友人じゃないか……。

クレバー矢野：それを言うなっ!?　なんであんな奴やつと俺おれが……。

久保田：……リプレイ読み返すと、けっこーいいコンビのように見える（笑）。

クレバー矢野：しかし、シルヴァご推薦のダンジョンが信用できないのは、真実っぽいわけで……。

ＧＭ：ふむ……では、今回のセッションのオープニングは、そのへんのエピソードにするか（かきかき、とシナリオをいじっている）。

かわたな：ウェルチも一いつ緒しよにいるのかな。

ＧＭ：いる、とゆーことで（かきかき）。

こはまー：……む（笑）。

ＧＭ：ほんじゃ、とにかくレベル５までアップしてくださーい。

一同：はーい（笑）。




　……なんのかんの小一時間ほどの時間がたったころ。

　そこには驚きよう異いのパワーアップを遂とげた五人の姿すがたがお目見えしたのであった。




エイジの場合（レベル５）




ＧＭ：では、レベルがあがってどう変わったか、ひとりずつ発表してもらおう！　最初はエイジからどうぞ！

エイジ：えー……今回の２レベルアップにより、スキルは新たに四つ取得！　具体的には、《レイジ》＋１で合計１レベル、《バーサーク》＋１で合計３レベル、《スピリット・オブ・サムライ》＋１合計２レベル、そして《カタナマスタリー》＋１で合計１レベルに！

ＧＭ：おお!?　《スピリット・オブ・サムライ》が２レベルになったとゆーことは、カタナが変わった？

エイジ：変わった！　これまでの虎こ徹てつから、菊きく一文字に！

アム：あ、しかも《カタナマスタリー》も取ったから……。

エイジ：ええ！　これで命中の判はん定てい時じに振ふれるダイスの数がとうとう３Ｄ６に！

ＧＭ：というか、なんで今まで《カタナマスタリー》もってなかったんだ。白兵戦のキャラならまっさきにとっておかしくはないような……。

エイジ：……。

ＧＭ：……。




アムの場合（レベル５）




アム：では、発表しまーす！　《ガンスミス》＋１で合計レベル２になったので、武ぶ器きがマスケット銃じゆうからなんとライフルに！

シグ：おお、ライフルになったのか！

アム：そう、軍人としてですね……。

一同：なんで軍人だっ!!（笑）

エイジ：きっと、僕ぼくらと別行動している時に、なにかあったにちがいない（笑）。

アム：あ、あと、装そう身しん具ぐをエメラルドアミュレットに変えました。

ＧＭ：今回予告を聞いて、対たい策さくしたのね。

アム：いや、軍人として……（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：アムがへんなキャラになっていく……。

アム：と、いいつつ、他ほかに取ったスキルは《ポーションピッチ》に《マグニフィケーション》、あと《シンセサイゼーション》。ポーションによる回かい復ふく能のう力りよくを上じよう昇しよう！

ベネット：回復役がアムになってきたなあ。

シグ：よし、ではポーションをしこたま買い込んで、アムにボトルキープしてもらおう（笑）。




シグの場合（レベル５）




シグ：えー……モンクになりました。ウォーリアはやっぱだめだと思いまして。

ＧＭ：だめっ!?　どこがだっ！

シグ：いや、一度、ヒザの故こ障しようで挫ざ折せつした道なので、ウォーリアはきっぱりあきらめ……。

ＧＭ：ああ、そーゆー意味か。

シグ：ほんとはダンサーになろうかとも考えたんだが……。

ＧＭ：なってどーする。

シグ：でもまあ、いろいろ考えてモンクに。【ＨＰ】がアホほど増えた！

アム：でも、ウォーリアを捨すててモンクって……さらにヒザに負ふ担たんをかけそうな……。

シグ：ヒザに負担をかけない武ぶ術じゆつを編あみ出します。

一同：どんなだ!!

シグ：で、スキルとしては《プロテクション》＋２で合計５レベル、そして《インデュア》を２レベルとりました。

ＧＭ：う、バッドステータス対策をとられたか……（笑）。

シグ：うい（笑）。みんなの盾たて役やくなので、バッドステータスにも強くなっておこうと！　で……みんなから金をかき集めて、セレスチャルシールド（『上級ルールブック』に掲載される、魔法防御力のある盾）と護まもりの指輪（基本ルールに掲載される、回避修正と防御力の上がる装身具）を購こう入にゆう！　防ぼう御ぎよ力りよくがかなりあがった！　だが、同時に借金まみれに！（笑）

ベネット：借金返さないまま、死なないよーに。

シグ：おまえには借りてねえっ!?

エイジ：まあ、借金まみれでも、シグの防御力が上がるのは意味あるね。

ベネット：……なにせこのパーティの守りの要かなめだからなあ。

シグ：ただし、攻撃力はびた一文あがってません。

ＧＭ：うへえ、攻撃を捨てて防御特化に走ったかあ。シグだけじゃないけど、すごい勢いきおいでみんな、ひとつの方向性に特化してきたなあ。役やく割わり分ぶん担たんがはっきりしてきた。

シグ：エイジは白兵攻撃に特化。

フェルシア：……わたしは、ひたすら火ひ属ぞく性せい魔ま法ほうに特化してます。

ＧＭ：で、シグは防御特化に……。

エイジ：アムは、回復特化だ。

ベネット：あっしはネタ特化で。

一同：ネタかよっ!!（大爆笑）




フェルシアの場合（レベル５）




フェルシア：……では、わたし。サポートのサモナーをやめて、ガンスリンガーになり……。

ＧＭ：やめておけ。

フェルシア：いや、なりたかったんだけど、やめまして（笑）。とにかくひたすら火属性の攻撃魔法の特化に走りました。

ＧＭ：とったスキルは？

フェルシア：《ファイアボルト》＋１で合計レベルはＭＡＸの５に。あと、《フレイムロード》を２レベルとって、《アースウェポン》を１レベル取った。

ＧＭ：最後のは火属性じゃないぞ（笑）。

フェルシア：いや、今回予告によれば、今回の敵てきは風属性っぽいのでいちおー（笑）。で、装そう備びは、帽ぼう子し以外一新！　アークスタッフ、メイジローブ、火精せい霊れいのオーブを装備です。

シグ：火属性魔法の消費ＭＰを２点減らせるのはでかい（笑）。

フェルシア：【ＭＰ】は[image: 100]を越こえ、なんと【ＨＰ】がようやく30を越えました。やったー。

ＧＭ：即そく死し圏けん内ないだろ、30は（笑）。

フェルシア：そうとも言う（笑）。あ、忘わすれられると困こまるので言っておくと、シグに[image: 600]Ｇ貸かしました！（笑）




ベネットの場合（レベル５）




ベネット：とゆーわけで拙せつ者しやはニンジャになったでゴザる（一同大爆笑）。

一同：口調かわってるぞっ!?


ベネット：いや、なんでニンジャかというと、《コンシールアタック》を取得したく！　そして、《サプライザル》も３レベルになったので、とにかく攻こう撃げき力りよくが上がった！　そしてきわめつけは自じ爆ばく！　《ブロウアップ》を取った！　これで自爆できるぜうぉー！（笑）

フェルシア：……でも、【ＨＰ】はそんなに高くないし、防具ないせいで、攻撃されると必要以上にダメージ受けるから、《ブロウアップ》は活かしにくいんじゃない？

ＧＭ：《ブロウアップ》のダメージはその段だん階かいの【ＨＰ】に依い存ぞんするからね。

ベネット：は、そう思ってＨＰポーションをしこたま腹はらにまいて持って行こうと！

ＧＭ：ＨＰポーションをダイナマイトのように巻きつけて！（笑）

ベネット：あと、武器はライトクロスボウを捨て、雷らい鳴めいの弓ゆみ（シナリオ集『ファーストクエスト』に掲載）に！　当たると敵は［放心］するというスグレモノ！　……まあ、そのおかげで所持金はすっからかんで、防ぼう具ぐはなしで。

一同：だからまずそっちをなんとかしろよ！（大爆笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……さて、これで準じゆん備びは整ったな。しっかし……さっきも言ったけど、役割分担がはっきりしてきたなあ。

フェルシア：誰かひとりでも倒れたら、戦せん闘とう力りよくはがた落ち。いろいろ機き能のうしなくなる（笑）。

アム：なんかベネットが崩くずれても平気ってオチは……（笑）。

ベネット：なにをおっしゃる！　拙者は雷鳴の弓で敵を［放心］させ、続くみんなの攻撃を命中しやすくするという、りっぱな役目が！（笑）

シグ：雷鳴の弓の効こう果かは、《連れん携けい攻撃》とも相あい性しよういいな。次に取ろう。

ＧＭ：……あ。ギルドスキルはなにもってくの？

エイジ：あ、そか。ええと、ギルドレベルが４になったので《限げん界かい突とつ破ぱ》を取りました。で、キャラクターレベルは５だから、今回持って行くスキルは……。

シグ：《陣じん形けい》!!

エイジ：……というか、キャラレベルはみんな５だから、持ってるスキルは全部もっていけるじゃん。《蘇そ生せい》、《目め利きき》、《限界突破》……いらないと思うけど《火の紋もん章しよう》（笑）。

ＧＭ：おっけー！　では、セッション本番を始めよっか!!















































今回予告






「また会おう、エイジよ。強く……なれよ」




　闇やみ色いろの魔ま将しようの声は、五人の脳のう裏りに灼やきつけられていた。

　これに対抗すべく、修しゆ行ぎようを続けるエイジたち―――。

　六つのカギをめぐり、今、戦いの火ぶたは切っておとされた。

　ライン、カナン、フェロウ……蜂ほう起きした魔将側の戦力は、各地の街を蹂じゆう躙りんしはじめていた。

　風の魔ま将しようと相対した時、少年たちは知る。




　六つの鍵かぎに秘ひめられた、真実を。




「アリアンロッド」リプレイ　みっしょん05

「世界に救いをもたらすもの」




　今、新たな冒ぼう険けんの幕まくがあがる！











OPENING PHASE









◆Opening 01◆夢ゆめうつつ




　それは、忘わすれ去っていた遠い記き憶おく。

　夢の中で、エイジは過か去こと邂かい逅こうしていた。




ＧＭ：というわけで、オープニング……最初のシーンはエイジからでーす。プリプレイでも言ったとおり、キミたちはシルヴァご推すい薦せんのダンジョンに修行に来ている。ここ一ヶ月ほど、ダンジョン入口でキャンプ生活をしている、と考えてくれ。

一同：ういー。

ＧＭ：―――山の明け方。起き床しようの時が近づき、エイジの意い識しきがゆっくりと覚かく醒せいに向かう中―――……君は、夢を見ていた。

エイジ：ゆめうつつー。

ＧＭ：ふと気がつけば、今、目の前にはひとりの大人が立っていて、君に微ほほ笑えみかけている。その男から感じられるのは、どこか懐なつかしい雰ふん囲い気き。子こ供どものころの、記憶―――。

エイジ：……なんか風景がいきなりセピア色に……。その大人って……父さん？

ＧＭ：そうだ。キミの父親であるところの、ガイアが語りかけている。

シグ：「マイ、サン……」（←「スター●ォーズ風」）

フェルシア：「アイム、ユア、ファーザー……」

エイジ：「……ダーイ」って殺してどーするっ!?





　自分のボケに自分でつっこんでどーする。




ＧＭ：……。ガイアはエイジの頭をなでながら、愛いとおしそうに言った。「……俺おれは、我わが使命のままに行かねばならん」

エイジ：使命、って……？

ＧＭ：「すべての〝鍵〟を集め、世界の救きゆう済さいを行なうが、我が一族の使命―――」　親おや父じは君の頭を撫でながら、まるで最後の別れを惜おしむかのような表ひよう情じようで話しかけてくる。

エイジ：……父さん、なんでそんなに悲しそうなの？　と聞いてみよう。

ＧＭ：「……悲しくなんかないさ」

エイジ：ど、どっちなんだよっ！

ＧＭ：いや、無理していってるような……そんな感覚。「……もし、俺がしくじった時は、使命はお前に引き継つがれよう―――だが、そんなことはさせん。この運命は、必ず俺の世代で断たち切ろう」

エイジ：しくじるってなに―――っ!?

ＧＭ：それは、どこか決意を秘めたそんな声で―――。

エイジ：その時の僕ぼくは、悲しげな父さんに対して、なんと答えていいかよくわからずに、ただ見てるしかできなかったわけで……。

シグ：なんか聞けよ（笑）。

エイジ：うむ。父さん……使命ってなんなの？

ＧＭ：「ははは……今、エイジが知る必要はないさ」

エイジ：ちょっとまてーっ、なにを引き継げばいいというのかっ！

ＧＭ：ふと気がつけば、ガイアの傍かたわらにひとりの女じよ性せいが立っている。ガイアはエイジに微笑みかけたあと―――ふとそっちの銀の髪の女性を見て。「エイジのことはよろしく頼たのむぞ」。

エイジ：銀の髪かみの女じよ性せい？

フェルシア：……私？

ＧＭ：だってフェルシアは、昔ガイアとパーティ組んでて、エイジを託たくされるとかって話になってたろっ!?　勝手なこというからこうなるんだ―――!!

フェルシア：しょうがないですよ、勝手に言っちゃったんですから。

一同：………………。

ＧＭ：その女性の方を見ると、妙みように神こう々ごうしい雰囲気を纏まとっているのが印象的だ。

エイジ：なんかちょっとイメージちがわないか。今と。

アム：きっと記憶を失った時に、いろいろと失ったんですよ、大事なものを。

ＧＭ：夢の中ではその女性と、今のフェルシアは結びついてない……そんな感じ。ただ、赤い瞳ひとみが妙に印象的だ。

ＧＭ：で、父親は、そのまま剣けんを担かついで家の扉とびらを開け、遠ざかっていく。

エイジ：父さーんっ……と追いかけなきゃ！

ＧＭ：しだいに遠ざかる親父の背せ中なかを……影かげを、君は追っていくが―――。

エイジ：……父さーん！

ＧＭ：だが追いつかない。微笑みを浮かべたまま歩いているだけのはずなのに、恐おそろしい速度で遠ざかっていく。

ベネット：悪あく夢むですな、もはや。

ＧＭ：「俺にもしもことがあれば水の大だい精せい霊れいの元へ行き、お前が使命を引き継ぐのだ―――」

エイジ：しまったーっ、知らぬ間に引き継いでいたっ！（笑）

ＧＭ：それだけ言って、ガイアは遙はるか彼かな方たへと消えていく。

フェルシア：気がつくと、周りが暗くなっていて……ひとりになっているエイジが。

エイジ：はっ、ここはどこ？　父さんは？

フェルシア：〝カンカンカンカン！〟という耳みみ障ざわりな音がエイジの意い識しきを覚かく醒せいさせる。

ＧＭ：そうなのか？

フェルシア：ええ。それはあえていうなら、まるで飯ごうの底を棒ぼうで叩たたいたかのような音。

シグ：ずいぶんと具体的だ。

フェルシア：（死にそうに暗い声で）……あさ。朝だよー……。

ＧＭ：なんでそんなに死にそうな声なんだ。

フェルシア：（無む機き質しつな声で）……あさ。朝だよ。朝ご飯食べて修しゆ行ぎようにいくよ。

ＧＭ：そっちかい!!（笑）

エイジ：今日も地じ獄ごくの特訓の始まりか……（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：地獄なのか、特訓は。―――まあ、ともあれ、このへんで一回シーンを切りまーす。

エイジ：じゃあ最後につぶやこう。




「……父さんは僕になにか大切なことを伝えようとしていたはずなのに、どうして忘わすれていたんだろう……？」







◆Opening 02◆過か去ことの邂かい逅こう




　眠ねむりの中で、フェルシアは封ふうじられた記き憶おくに触ふれる。

　その中に隠かくされた真実は―――。




ＧＭ：では、次はフェルシアのシーンにいこう。ここも、過去のシーンなんだけど……実は、フェルシアがなんか伏ふく線せんを張りまくるおかげでどうしようかと悩なやんでたりして……（笑）。

フェルシア：まいりましたね。

ＧＭ：…………。これまでさんざん好き勝手なことを言ってくれたよなあ……そこをだんだんと思い出していくシチュエーションを色々と用意するので、ちゃんと責せき任にんとるように。

フェルシア：まいりましたね。

ＧＭ：いいか、責任とれよっ!?　シチュエーションだけ与あたえるので、ちゃんといろんなものを解かい説せつするんだぞっ!?

フェルシア：（なぜか満面の笑え顔がお）。

ＧＭ：……では。君は追いつめられている。壁かべに背を置いて。目の前では歪ゆがんだ邪じや悪あくな笑みを浮うかべて、その男は言った。「お前は、我われ々われの計画にとって邪じや魔まなのだよ……」と。

フェルシア：誰だれ？

ＧＭ：ヴァンデル。

フェルシア：は？　な、なぜヴァンデルが私の過去に……。

ＧＭ：一巻かんでヴァンデルに記憶を消されたってことになってただろっ!?（笑）

フェルシア：では、そこで《ファイアボルト》を撃うとうとするけど……じりっとあとずさり。

ＧＭ：では、勝利を確かく信しんした表ひよう情じようで、ヴァンデルは言う。「……無む駄だなことは止やめろ。お前の攻こう撃げきが通用しないのは、もはやわかっているだろう？」

フェルシア：……通用しない？

ＧＭ：ヴァンデルの横に立つのは、二体の〝鍵かぎの魔ま将しよう〟。きっと、キミの攻撃を《インタラプト》とかで打ち消して、今の状じよう況きように追い込こんだんだろう。

フェルシア：ずいぶん具体的な。

シグ：（ひそひそ声で）おい、やつら《インタラプト》持ってるらしいぜ。

ベネット：（ひそひそ声で）持ってるでゴザるな。しかし、今使ったからこのシナリオ中はもう使えませんよ、シメシメ。

ＧＭ：そんなこというなよっ!!　じりじり、と狭せばめられる包囲。

フェルシア：じゃあ、じりっと退さがると壁かべにどすっと当たる。

ＧＭ：「鍵は、我々の手にあるべきもの。邪魔しないでいただこうか？　お目付役殿どの」　ヴァンデルはまちがいなく、そう言った。

フェルシア：……〝鍵〟は貴方あなたたちに渡わたさないわ。

ＧＭ：「鍵のことを人間どもに知られるわけにはいかないのだよ。君なら知っているだろう？　この鍵にどんな意味があるのかを」

フェルシア：だからこそ、貴方たちには渡すわけにはいかないっ！

ＧＭ：「フフフ、だが―――」

エイジ：……。

シグ：……。

アム：……フェルシア、意味わかってセリフ吐いてる？（笑）

ＧＭ：「すべての鍵が揃そろう時、そこに待っているのは……」　その言葉を聞きながら、ふいにキミの目がかすんでくる。

フェルシア：……これは……？

ＧＭ：「どうしたフェルシア。そろそろ私の薬が効きいてきたか？　意識が朦朧としてきただろう？」

フェルシア：では、ガクッと膝ひざをついてですね………いつの間に―――。

ＧＭ：「いつの間に？　気づかぬお前が阿あ呆ほうなのだ。もうすぐ、お前たちが選んだ人間の騎き士し、ガイアも我わが手中に落ちる」

フェルシア：まさが、ガイアをっ！　という感じでガイアに話をふってみると。

ＧＭ：「彼は、大事な大事な私の計画の手て駒ごまなのだよ」

シグ：あれ、ガイアにやられたんじゃなかったっけ？

ＧＭ：えっと、このあとガイアに敗北するけど、殺されたわけではない。その後どうなったか不明なんだよ。「銀の輪の封印」も参照（笑）。

シグ：うい（笑）。

ＧＭ：―――ヴァンデルの歪んだ笑みを見ながら視し界かいが遠のき……意い識しきは、闇やみに堕おちていく。

フェルシア：……。

ＧＭ：というところで、キミの意識は現げん実じつ世界へ。つまり、目がさめた。

フェルシア：では、テントの中でゆっくりと身から体だを起こしてつぶやく。……おかしな、夢ゆめ。

ＧＭ：てなとこで、シーンを切……。

フェルシア：……は！　もうこんな時間。特訓の時間ね。枕もとの飯ごうをお玉で〝カンカンカン〟と叩たたきながら……まずはエイジを起こしに。

エイジ：ぶ！

フェルシア：（無む機き質しつな声で）……あさ。朝だよ。朝ご飯食べて修しゆ行ぎようにいくよ。

ＧＭ：（笑）……というところで一回切ります（笑）。







◆Opening 03◆ヒロイン攻こう防ぼう戦せん




　目覚めは、そのふとした気配と共に訪おとずれた。

　近くにあると思いこんでいた気配はもはやそこになく、はるか遠ざかっていることに気づく。

　アムは、跳はねるように飛び起き、叫さけんだ。




「しまったっ!?」




ＧＭ：……では次は、アムのシーンだ。特訓キャンプの続く中、また朝がやってくる。

アム：むにゃむにゃ……あと五ふんー。

ＧＭ：夢うつつ……差し込む朝日から逃にげるようにシュラフの中に潜もぐり込みつつ、しかし無意識にキミは、その遠ざかる足音を聞いている。

アム：足音？

ＧＭ：そう。足音と言いつつ、なんというか気配を消した忍しのび足といった感じの……。

アム：？　…………ハッ、しまった!?　隣となりに寝ねていたはずのウェルチを確かく認にんっ!!

ＧＭ：もぬけの殻になっておりますな。こっそり抜ぬけだし、エイジを起こしにいったようだ。

シグ：なんでエイジを起こしにいくのに、忍び足になるんだ！（笑）

ＧＭ：いやいや、エイジをどっちが先に起こすか。抜け駆がけしようと、彼女の可かわ愛いい乙女おとめ心がそうさせたんだ。

アム：先を越こさせるわけにはいかないっ!?　枕まくら元もとのライフルをひっつかんで走る！

一同：なんでライフル持ってくんだっ!?

アム：え、あ、そのー……そう！　銃じゆう声せいで起こそうと!!

ＧＭ：目覚める前に永えい眠みんしかねんぞ。

シグ：銃声で起きない奴やつは素しろ人うとだー。銃声で起きる奴は、訓練された素人だー。




　意味不明である。




ＧＭ：アムががばっと跳ね起きると同時に、それまで忍び足だったキミのテントの前の気配が、あわてて駆け出す！

アム：〝ズキュ―――ンっ!?〟

一同：撃うつなよっ!?

アム：……と、撃とうとして弾だん丸がんが全部抜かれていることに気づくんです。……ちいっ、やるわねウェルチっ!?（一同爆ばく笑しよう）　とにかく銃をひっつかんだまま、テントを飛び出る！

ＧＭ：数メートル先に設せつ置ちされたエイジとシグのテント。キミが自分のテントを飛び出ると同時に、彼らのテント前でびくりっ、身体を震ふるわせて立ち止まる人ひと影かげをひとつ視し認にんする。

アム：おはよう、ウェルチ。

ＧＭ：ウェルチはくるり振り向き、サッ、と飯ごうをうしろ手に隠かくして―――「あ、おはようございます、アムさん。今日は、起きるの早いんですね」

アム：ここは笑え顔がおで……ウェルチこそ、ずいぶんと早いわねえ。

ＧＭ：「あたしは、いつもですから」（←笑顔）

アム：そうだった、かしら？（←笑顔）

ＧＭ：「―――ええ」（←笑顔）

シグ：なんだこの緊きん迫ぱく感かんは。

ＧＭ：ウェルチは笑顔を絶たやさずアムの方を向いたまま、じりじり、とエイジのテントに近づいていく。「あの、まだ時間も早いですから、もう少しお眠ねむりになってていいですよ？」

アム：いえいえ、たまにはウェルチこそ遅おそくまで寝ねてていいわよ？（←笑顔）　……こっちもじりじり、と距きよ離りを詰つめようと近づく。

ベネット：つまりこれは!?　主人公であるエイジを目覚めさせたやつが、このシナリオのヒロインとゆーことでゴザるなっ!?

ＧＭ：先に動いたのはウェルチだった。「……ブ、《ブリンク》」（一同大爆笑）

一同：こんなとこでスキル使うなあああああああああっ!?





《ブリンク》

　瞬しゆん時じに移い動どうを行なうスキル……と考えていただきたい。




アム：しまったっ!?　あたしも訓練された兵士の動きで、先回りします。

一同：訓練された兵士の動きってナニっ!?

アム：……さあ？（笑）　とにかくウェルチの真横に出しゆつ現げん！

ＧＭ：「ま、まさか!?　あたしの動きについてくるっ!?」

アム：だてに訓練は受けてないわっ!?

一同：だからどこでなんの訓練を受けて来たんだよっ!?

ＧＭ：「ア、アムさん知ってますか？　わたし、ベネットさんに聞いたんですっ……主人公の目を覚ましたものが、本ほん編ぺんのヒロインになれるってっ!?」

シグ：なんでそんなメタなこと話してるんだっ！（笑）

アム：だったらなおさら行かせるわけにはいかないじゃないっ!?

ＧＭ：では、ふたりは飯ごうを奪うばい合いながら、もつれるようにエイジのテントの中に転がり込むと……!!

ベネット：〝カーンカーン!!〟（←飯ごうを叩いている）（一同大爆笑）

ＧＭ＆アム：「なんでアンタが叩たたいてんの―――っ!?」

ベネット：こ、これでヒロインの座ざはいただきでゴザ……っ!!

ＧＭ：と、高笑いした瞬しゆん間かん、ベネットにたたき込まれたのはライフルの銃じゆう床しようと、拳の三連撃トリプルブロウだった。

ベネット：ぐはっ!?　…………〝どしゃっ〟。

ＧＭ：ちなみに、エイジは起きだしてきません。

エイジ：う、う……お……。

シグ：つか、エイジうなされてるぞ。

アム：あ、危ないトコだったわ……あやうくベネットに……。

ＧＭ：〝カ―――ンカ―――ン!!〟　おもむろにウェルチが飯ごうをおたまで叩き始める。

アム：ううっ!?　ライフルの銃床でウェルチの飯ごうをぶんなぐる!!　〝ガーンドガンゲゴン!?〟

エイジ：ぬ、う……うご……。

アム：エイジっ、はやく起きなさいっ!?　ええいっ、おもいっきり飯ごうを〝ゴグンッ!?　……ガランっ、ガン、カラララ……〟

一同：あ。

ＧＭ：アムが、飯ごうを破は砕さいした。ウェルチがジト目で言った。「アムさん、あなた……」

アム：あんたが素す直なおに飯ごう渡わたさないからでしょーがっ!?

ＧＭ：「そこで人のせいにしますかっ!?」

フェルシア：〝カ―――ンカ―――ン!!〟（←自前の飯ごう＆いきなり登場）（一同爆笑）

アム：……っ!?

フェルシア：あさーあさだよー、朝ごはん食べて特訓するよー。〝カ――ンカ――ン!!〟

エイジ：わ、わかった！　もう起きます！　うわーなんてさわやかな目覚めだ！　なんか耳と頭がガンガンするぞ。

アム：なんでそこで起きるのよ―――っ!?


フェルシア：……おはよう、エイジ。

エイジ：あ、おはよう、フェルシアさん。

シグ：……って、ここでさっきのフェルシアのオープニングにつながるのか（笑）。

ベネット：さすがはフェルシア様！　今回のヒロインはフェルシア様でゴザルっ!?

ＧＭ：で、女三人まとめて君に向かって「おはようございます」と。

エイジ：なにかの儀ぎ式しきですか？

フェルシア：起こしにきた。

エイジ：……。

フェルシア：今日は、耐たい魔ま法ほうの訓練。

エイジ：そ、それは止やめてほしい。魔法を直撃させるだけじゃないですか。

フェルシア：どこまで魔法に耐たえられるか、試す。
















ＧＭ：フェルシア軍ぐん曹そうが鬼おにのような形相で言った。どうも、今日も一日ひどい目に合いそうだ。エイジは……ふと、そんな気がした。

エイジ：ん、なんか焦こげ臭くさくないですか？　というとですね、あちらの方で火にかけられていた鍋なべから妙みような異い臭しゆうが漂ただよってくるのですが。

ＧＭ：誰だれがやったんだ？

ベネット：さあ？　拙せつ者しやは、屍しかばねとなって、やり遂とげた漢おとこの顔で倒たおれているので。

ＧＭ：女なのになんで男の顔だ！（笑）

フェルシア：というか、なにをやり遂げたの。

ＧＭ：「と、とりあえず朝食の準じゆん備びをしましょうか、あたしがやりますから」と、アムを押おしのけ、ウェルチが言った。

アム：……戦いの場は第二ステージへ。ウェルチとふたりでクッキング勝負が始まるわけで。

一同：始まるのか！（笑）

ＧＭ：では、修しゆ行ぎようの時間が始まる―――というところでシーンを一回切ろう！







◆Opening 04◆暗くら闇やみを抜ぬけて




　ふたりは、どこまでも続く暗闇の中を、そろりそろりと歩いていた。




ＧＭ：では、シグとベネットのオープングだ。シーンは、シルヴァご推すい薦せんの訓練用ダンジョンの地下二十七階の闇の中から始まる。

ベネット：二十七階っ!?

シグ：ずいぶん来ましたね。でも、地下の階数とダンジョンレベルは関係ないのであれですが。

ベネット：これで冒ぼう険けん者しや許きよ可か証しようも二十七個こ目め。

シグ：よし、三十枚まいの大台まであと三枚だ！

ＧＭ：……と、そんな感じで毎日のノルマをこなして、戦せん闘とう訓練やらなんやらをキミたちは繰くり返しているのだ。毎日。

ベネット：もう、ハゲンティ二匹ひきは飽あきたでやんすよ。

シグ：そうだなあ、もうちょっとなんかこう、ゴリっと、ゴリっとした強きよう敵てきを―――。

ＧＭ：ゴ、ゴリっと？　どんなものだ。

シグ：こう借金がぱーっと返せるような……。

ベネット：拙者らはビンボーでゴザる。

シグ：こうダンジョン潜もぐりながら、俺おれの頭の上では妖よう精せいが造ぞう花か作ってる。

ＧＭ：造花？

シグ：内ない職しよくで造花の薔ば薇らを。妖精サイズの小さいものは、人間が作ったものより高く売れるんですよ。

ＧＭ：そ、そーなのか（笑）。

シグ：で、その三Ｇをもらうと、もの凄すごい勢いきおいで妖精が三Ｇぶんの飯を食うので。

ベネット：プラマイゼロ。

フェルシア：自分の食いぶちだけ稼かせいで終わってる！（笑）

ベネット：問題は、シグの食いぶちまで稼げないことでやんすな。

フェルシア：……そんな時、シグの前にスクリーマーが現あらわれた。

シグ：では、ばっさり倒たおして……ドロップ品とかの勘かん定じようなんぞを……。

ＧＭ：このダンジョン、ドロップ品……ないんだ。

シグ：出ようこんな場所っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ベネット：拙者ら、まちがってるでやんすよ、入るところ!!

ＧＭ：今日のノルマはこの階かい層そうを突とつ破ぱすること。あと一部屋、ラストの小部屋を開けて、向こうへ行けば、今日の訓練はおしまい。

シグ：じゃあ、いいかげん疲つかれきってるので、なにも調べずに扉とびらを開ける俺。

ベネット：きっとなにもないでやんすっ！　大だい丈じよう夫ぶ!!

フェルシア：おざなりなっ。

ベネット：で、奥おくになにかあるんですか？

ＧＭ：すると、もちろん、出口があるわけですが。今回のノルマなんで。

シグ：じゃあしばらく悩なやんでから、おもむろにベネットの足を摑つかんで……罠わながあったら解かい除じよしてこいやー！　と、投げつける。

ベネット：じゃあ空中で三回転して、キャット空中三回転っ！　犬だがな―――っ！（一同爆笑）　で、華か麗れいにそれを雷らい鳴めいの弓ゆみで叩たたき潰つぶす。それが解除。

ＧＭ：そのトラップを解除して、すたっと床ゆかに立った。

ベネット：で、そうやってすたっと立って、うしろにびっとした瞬しゆん間かんに床がパカッと割われて……。

シグ：あ。

ベネット：あ―――っ!?　と、落ちていく拙せつ者しや。

シグ：あわてて駆かけ寄よってのぞき込むと！

ベネット：すると……穴あなの底に赤いシミが。

エイジ：死んでるじゃねぇかっ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：と、まあ適てき当とうなところで演えん出しゆつきりあげよう（笑）。

ベネット：ただの演出かい！　あっしのケガの意味はー。

シグ：おい、出るぞ。

シグ：じゃあ、俺たちはやり遂とげた漢おとこの顔で、ダンジョンから出てきます。

ベネット：はあ、さわやかな陽ひの輝かがやきでゴザる……。

ＧＭ：では、このままシーンを終しゆう了りようします（笑）。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆第二次ヒロイン攻こう防ぼう戦せん




　戦火は、着実にひろがっていた。

　その戦争を終わりに導みちびくのは―――。




ＧＭ：で、ここからミドルフェイズになります。……すてきな朝食が並ならべられてて、君たちは飯を食ってひと息といった、そんな時だ。「おいしかったですか？　エイジさん」

エイジ：うまうまでした。

ＧＭ：「アムさんが作ったのよりもおいしいでしょう？」

シグ：え、二種類あるのか。

ＧＭ：「この黒い変な塊かたまりがアムさんので、この美しい透とう明めいなスープがあたしのです」

エイジ：アム……この物体はなんなんだい？

アム：戦闘食よ。あたしは、もう軍隊で完かん璧ぺきな野外訓練を受けているので。

ＧＭ：いつそんな訓練受けたんだよっ!?

アム：一巻かんと二巻のあいだで、ひとりで行動してたじゃないですか？　あの間、入隊してたんで。

ＧＭ：どこにっ！

ベネット：外人部隊に。




　あくまでネタです。

　くれぐれも信じないよう、お願いいたします。




エイジ：どれどれぱくぱく……おおっ、ぐ、軍隊の味がする！

シグ：それって……うまいのか？

ＧＭ：レーションみたいな味か……？

エイジ：完璧な軍人の味だ。

ＧＭ：ええい、軍人ネタからはなれんかい（笑）。

アム：見た目は悪いかもしれないけど、栄養バランスは満点の、完璧な野外食。いや、意外と味もいけるの、これが。

一同：………………。

ＧＭ：ま、まあ……そんな楽しい食事の時間は過ぎて―――。

シグ：きっと食事の時間だけがこの特訓の中で唯一、楽しい時間で……。

エイジ：ほ、ほんとにそんな厳しい修行をしているのか、僕たちは。

ＧＭ：厳しいんだろう。主にフェルシアが。

フェルシア：……毎朝、最大火力の《ファイアボルト》をエイジにぶつけています。

エイジ：…………。

ＧＭ：だが、そのおかげか、さすがにこの一ヶ月で強くなったと実感する今日この頃だ。

シグ：……ところで。ドロップ品を全部かっさらわれるとは、このダンジョンってなにかおかしいんじゃないか？

ＧＭ：ああ。ここは、シルヴァご推薦のカナン神殿御用達の訓練用ダンジョンなんだよ。

一同：…………。

シグ：シ、シルヴァ……。

エイジ：ハメられた。

ベネット：やっぱり紹介した奴が問題でやんすでゴザる。

シグ：きっと、俺たちが得られるはずのドロップは、シルヴァが横取りしてるんだ……って、ベネット。どーでもいいが、口調まざってるぞ。

ＧＭ：―――と、そんなやりとりをしていた時だ。「……訓練の方は好調のようですね」

ベネット：は！　誰でゴザるか!?

ＧＭ：「シルヴァ様に言われ、お迎えにあがりました」カナン神殿のアコライトとおぼしき男は、そう言った。

シグ：シルヴァの使者か。

ＧＭ：「さすがですね、みなさん。シルヴァ様が見込んだ御方たちだけのことはある」

エイジ：？　どーゆー意味？

ＧＭ：「いや、今までこのダンジョン、三日と潜り続けられた人はいないのですよ」

一同：………………。

シグ：殺やっちゃって、いいか……？（笑顔）

ＧＭ：「シルヴァさんはいい人ですよ？」

シグ：やかましいっ!?（笑）お前は、シルヴァに仕えるおのれの人生を見つめ直した方がいいぞっ!?

ＧＭ：「ウマがあってしまったのでしょーがないですよ」（一同爆笑）

エイジ：あんたもかっ！（笑）

シグ：〝も〟ってゆーなよ〝も〟ってっ!?　でっ!?　用事はなんなの、いったいっ!?

ＧＭ：男は、そこできりっ、と顔を引き締めて話し始める。「……かの魔将―――〝鍵〟の魔将たちが動き始めました」

エイジ：え……。

ＧＭ：「〝風〟〝闇〟〝光〟……残る三人の魔将が、魔物の軍勢を率いてカナン、ライン、フェロウ……周辺の街や村への襲撃を開始。一刻も早く、カナンの街へお戻りください」

シグ：残った三人同時にかよ!?

フェルシア：……で、一刻も早く？　状況は、どうなってるの？

ＧＭ：「は。三日前に、敵の軍勢と我が神殿兵力がカナン防衛圏の最外郭で衝突。我々の軍勢は士気も高く善戦するも、昨日、敵は街の外壁まで侵攻。しかし精鋭なる一般冒険者も戦力に加わりこれに応戦！　やはり善戦するも街の門が突破される可能性は比較的高いものと……」

一同：それを先に言え―――っ!?

エイジ：とゆーか素直に負けそうだと言えっ!!（笑）

シグ：前巻で神殿の兵士たち……ボスに一蹴されてたしなあ……。

エイジ：というか、今から戻ってまにあうのか？

ＧＭ：「は、そこでシルヴァ様からこのようなものを預かっております」と、書簡のようなものを差し出す。

シグ：シルヴァから？　……おい、誰かトラップ感知しろ！（笑）

ベネット：は、では拙者が探知をしまちゅど―――んっ!?　ほげぼぅあ―――っ!?（一同爆笑）やはり罠が―――っ!?

エイジ：なにしにきたんだこの使者はっ!?

ＧＭ：罠なんかかかってねえっ！（笑）素直に内容を読めよっ!?

エイジ：う、うん。ぱらり。……で、なんて？

ＧＭ：書簡には、たったひと言こう書いてあった。

シグ：ふむ。

ＧＭ：『はやく帰ってきなさいよっ!?』

一同：……………………。

シグ：それだけかよっ!?（笑）気を利かせて、神殿への転送石でもつけるとかしてないのかよっ!?

ＧＭ：お、それだっ!!　見れば書簡と一緒に、小さな石が入った布袋が！

エイジ：これでカナンの神殿に直接もどれるんだなっ!?　じゃあ……。




　エイジが、号令をかけるように声をあげた。




「カナンの街に……行こう、みんな！」
















◆Middle 02◆カナンの戦い




　戦いは、すでに終しゆう盤ばんにさしかかっていた。

　圧あつ倒とう的な魔ま物ものの軍ぐん勢ぜいに対し、神殿の兵士たちは撤てつ退たいに撤退を繰くり返す。

　指揮を取るシルヴァは、そこにいない誰かに悪あく態たいをつくように言った。




「早く戻もどってきなさいよねっ、ったく!?」




ＧＭ：では、このシーンの舞ぶ台たいはカナンの街だ！　外から侵しん入にゆうしてきた魔物たちがすでに市街になだれ込み、神殿を目指している。その中でシルヴァ指揮のもと、数人の部下が……「ここを突とつ破ぱされればあとはないぞ！」と、実に指揮官らしい負けセリフを吐はきながら戦っている!!

エイジ：もう負けそうじゃないかっ!?（笑）

ＧＭ：うむ、軍ぐん団だんの長おさとおぼしき巨きよ人じんに、兵士たちは次々となぎ倒たおされている。

シグ：きょ、巨人？

ベネット：グ、グレンデ……？（笑）

グレンデル

　戦いを愛する、巨人族……レベル９のエネミーである。

　基き本ほんルールブックに掲けい載さいされる中では、最高ランクに近い攻こう撃げき能のう力りよくを誇ほこる。




ＧＭ：「うわははははは！　噂うわさに聞く、カナン神殿の防ぼう衛えい軍ぐん、この程てい度どのものかあ!?」

ベネット：「シルヴァ様！　アルケミスト錬れん金きん射しや撃げき部隊……全ぜん滅めつしました！」（←いきなり伝令兵）（笑）

ＧＭ：シルヴァがガタンと立ち上がり、叫さけぶ。「なんですって!?」……その叫びを合図とするかのように……轟ごう音おんと共に神殿の正面門はグレンデルに破やぶられ、魔物たちは中庭へと流れ込む。

シグ：……死んだな、シルヴァ。

ＧＭ：シルヴァは、剣けんを構かまえたまま不ふ敵てきに笑えんで……「ただでは死なないわよ」そう言……。

ベネット：その時！　その戦い、この拙せつ者しやが預あずかったでゴザる―――っ！　と、かっこよく空から降ふってくるでゴザ……っ!!

シグ：どちゅ。

アム：着地失敗。

ベネット：そして再ふたたび赤いシミに。

一同：死ぬなああああぁあああああっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：では、シルヴァはグレンデルをにらみつけたまま、口元に力強い笑みを浮うかべて……言う！「……遅おそいっ!!」

エイジ：シルヴァさん！　ここは、僕ぼくたちが引き受けます！　と、シーンに登場！

アム：同じくー！

ＧＭ：「ちぃっとは……腕うでを上げてきたんでしょーね？」

シグ：では、それには、笑顔でぐっ、と親指を突つき立てて無む言ごんで応えよう。

ＧＭ：「ふん……」　悪態つきつつも、笑顔のシルヴァ。それは、キミたちを信しん頼らいしていないと、できない笑顔だ。

シグ：シルヴァ、あいかわらず、素直じゃねーな。

ＧＭ：グレンデルは、新たに出しゆつ現げんしたキミたちを無む視しして、シルヴァをみつけてほくそ笑み―――「……はあん？　貴き様さまが指し揮き官かんだなあ……？　さあ、指揮官同士、戦おうじゃないかあ、あー？」

エイジ：では、そこにずい、と割わり込ん……。

ＧＭ：シルヴァは手を大きく広げ、強気に言った。「……ふっ、そうしてあげたいとこだけどね……あなたの相手は、この五人がするわっ!!」（一同爆笑）

一同：おいっ!?（爆笑）

シグ：（死ぬほど悲しげな声で）……ほ、本当にお前って奴やつは……お前がそんなんだから俺おれたち、苦労しているような気がしてならないんだけどなあ……（遠い目）。

エイジ：いや、シグさん。これに関しては言わせてもらうが、あなたとシルヴァさんのウマがあったことも重要なポイントだと思う（一同爆笑）。

シグ：しょうがないだろう!?　ハンドアウトに書いてあったんだからっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「そうそう、ウマがあったんだから、あきらめなさい」

シグ：お前が言うなよっ!?

ＧＭ：というわけで、ここから戦せん闘とうだ！（と、コマを並ならべ始める）。

エイジ：（コマの配置を見て）……グレンデルに、モブが３グループか！

ＧＭ：「じゃ、あとは頼たのんだわよ……！」シルヴァは、エイジにぐっ、と親指で合図を送り、ぴゅーっと走り去っていく。

一同：はやっ!?（一同大爆笑）

エイジ：あ、ちなみにウェルチは？　カナンにいるよね？

ＧＭ：あ、彼女は負傷兵ふいしょうへいの看かん護ごとかに手て一いつ杯ぱいで、この戦闘には参加しない。

エイジ：ＯＫ！　じゃあ、戦闘を開始しよう！




　カタナを引き抜ぬいたエイジの声を合図に、戦いは始まった!!




ＧＭ：……配置は、こんな感じ（と、コマを指さす）。グレンデルは、キミたちを見下ろし、にま～りと笑みを浮うかべ―――言った。「（死ぬほど甲かん高だかい裏うら声ごえで）お前たち雑ざ魚こがこの俺にかなうと思うたかあ!?」
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シグ：さっきと口調変わった―――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「（甲高い裏返った声で）お前らがかの英えい雄ゆうとそのご一行だなあ？　お前たちは運がいい！　〝風の軍〟最強と言われたこの俺に相手をしてもらえるんだからなあ？」

ベネット：声、高たかっ！（笑）

シグ：なんだその富とみ井い副部長みたいなしゃべり方はっ!?

ＧＭ：「（甲高い声で）さあ、貴様らを倒たおし……ゆっくり〝火の鍵かぎ〟を探さがさせてもらうぞお？」……とゆーわけで、グレンデルの行動値は12、モブは７だ。まずはグレンデルの行動！　こいつはぶん殴なぐるしか脳のうがないからマイナーアクションで移い動どうするんだが……いいや、ターゲットはランダムに決めよう。（ダイスを振ふって）……グレンデルは地じ響きをあげてシグとアム、エイジのいるエンゲージに突っ込む！（と、言いながらずい、とコマを移動する）　で、アムを攻こう撃げき。

アム：な、なんでこっち来んのよっ!?

ＧＭ：「お前はキケンな女と聞いているっ!!」

アム：こ、こんなにおしとやかなのにっ!?

エイジ：（ぽそっと）……どこがだ。

ＧＭ：命中は６＋……（ダイスを振る）……クリティカルっ!?

一同：いきなりか―――っ!?

アム：クリティカルの命中はクリティカルでしか回かい避ひできないんだよね……（ダイスを振る）……だめ、よけらんないっ!!

シグ：……アムを《カバーリング》!!

ＧＭ：では、アムの脳天を割ろうかという一いち撃げきがその鋼はがねのように……。

シグ：……待てよ。アムを見み捨すてれば借金一二五〇が帳消しに……？（一同爆ばく笑しよう）

アム：こら―――っ!?


シグ：冗じよう談だんだ。

ＧＭ：では……グレンデルの刃やいばが、アムをかばったシグの、鋼のような筋きん肉にくに振ふり降おろされた！（と、ざらざらダイスを集め始める）。

エイジ：うわ、なにその数っ!?（笑）

シグ：クリティカルしたからな……！

ＧＭ：10＋９Ｄ６（ダイス振る）……ぶ、低っ!?　27点ダメージ!!

シグ：27点？　防ぼう御ぎよで15引けるから12点？《プロテクション》いらんな……（一同爆笑）。

ＧＭ：「カーッカッカ!!　どうよ？　今までこの剣けんを受けて立ち上がった者は……いなあああああい!?」（一同爆笑）

シグ：その剣をはらいのけて……おい、〝風の軍〟最強の巨きよ人じんよ。……その程てい度どか？

ＧＭ：「（超ちよう甲高い声で）……わ、わ、我わが軍さ、さい、さい、最強の一撃がっ!?」（一同爆笑）

シグ：ダ、ダメだ！　あわれすぎて、こいつ攻こう撃げきしたくなくなってきたっ!?

ベネット：シグ、見た目にダマされないで、心の目を開くでゴザるっ!?

シグ：おおっ!?

ベネット：あれは、哀あわれな巨人などではなく……ただのドロップ品だと思うがいい！




　思うな。




フェルシア：たしかグレンデルが落とす〝巨人の心しん臓ぞう〟は……三〇〇〇Ｇとか……？

シグ：俺の目が、輝かがやいた。戦う気力が湧わいてきた―――っ!?（笑）

ベネット：そう、その目でゴザる……ハッ！　シルヴァはきっとこのコトが言いたかったのでは!!

ＧＭ：「ふっ、そのとおりよ！」強気の笑えみを浮かべたシルヴァが言っ……。

一同：出てくんなよっ!?（笑）

フェルシア：……と、ここで私とベネットの番。私は、移動して離はなれる（……と、自分のコマを移動）。

ベネット：拙せつ者しやはメジャーアクションでまるで風のように……!!

一同：風のようにっ!?

ベネット：（無言でずいっと力強く、自分のコマを敵てきから遠くに動かす）。

シグ：……逃にげた。

ベネット：ニンジャだし！（笑）

エイジ：お前の〝なんちゃってニンジャ〟っぷりもたいしたものだっ!!（笑）

ＧＭ：……（笑）。

アム：あたしはここでエンゲージから離り脱だつ！　退さがります。

シグ：これでいつもの陣じん形けいになったな。俺とエイジは行こう動どう値ち６だが……モブは？

ＧＭ：７だから、モブの行動が先だ！　グレンデルは、配下の人型のモブに号令をかける！　「な、なあに見てやがる！　お前らもかかれ。かからんかあっ!!」

一同：雑ざ魚こっぽいぞグレンデル!!

ＧＭ：号令を受けて、その人型のモブ（データは、基き本ほんルールブックに掲けい載さいされている〝傭よう兵へい〟のデータを使用している）は、キミたちに一いつ斉せいに突つっ込んでいく！　……距きよ離り的に移動だけしておしまいだな。２グループはフェルシアに、もう１グループはアムに向かって移動！　でも、うしろに退がったふたりと、エンゲージすることはできないか。

シグ：うわ、でもめんどくさい動きを！　……で、エイジ。ここで順番が回ってくるが……どっちのモブを倒しに行く？

ＧＭ：ああ、エイジは《トルネードブラスト》でモブを一いつ掃そうできるからな。

ベネット：さあ、エイジはアムとフェルシア様、どっちを取るでゴザるか！（笑）

エイジ：え、え……？

シグ：キミの彼女らへの好感度は、どっちが高いと聞いてるんだ（一同爆笑）。

アム：いや、いまなんかすごい勢いきおいで負けそう……（笑）。

シグ：マジメな話、防ぼう御ぎよの低いフェルシアか、近きん接せつされると攻撃できないアムか……どっちを守りにいく？

エイジ：……あ、アムならきっと大だい丈じよう夫ぶだ！　と、フェルシアさんの方に走っていくっ!!　……こそこそと。

アム：あとでおぼえてらっしゃいよ―――っ!?

エイジ：では、マイナーアクションで《バーサーク》だけして……メジャーアクションでエンゲージ離脱、フェルシアさんの元に！　こそこそ。

シグ：そしてここで俺の番！　おい、グレンデル。お前はまあ……俺と遊んでいけ（ダイスを振る）……14。

ＧＭ：こっちの回かい避ひ５しかないぞ。（ダイスを振って）……当たるわい。

シグ：うわ、しまった！　どうせ当たらないと思って《スマッシュ》の宣せん言げんもしなかった！（笑）（と、ダメージロールをする）




　だが結果として、この攻撃はグレンデルに９点のダメージを与える。

　そして戦いは、第二ラウンドに突とつ入にゆうした。
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　行動順番のトップは、グレンデル。

　エイジがエンゲージから離脱したため、攻撃対象は必然的にシグとなる。

　その攻撃は命中した……のだが―――。




シグ：……ダメージは31か！　防御を引くと……16ダメージ。んー……《プロテクション》、使うかどうか……!!

ＧＭ：「くはは！　使え使え！【ＭＰ】の尽きた時が、貴き様さまの最期よ!!」

シグ：……いや。《プロテクション》使わずに《ヒール》とかで回かい復ふくしたほうが【ＭＰ】の効こう率りつはいいな。使わない。

ベネット：そこで冷静になるなよ山やま岡おかっ!?

シグ：俺が山岡かよっ!?　なら、なにかというと……「出よう、こんな店！」「出よう、こんなダンジョン！」（一同爆笑）まあ、それはともかく残り【ＨＰ】は51で！

ベネット：では、ここで拙せつ者しやの番でゴザるなっ!?　では、見ようじゃないか、我わが新兵器!!　〝雷らい鳴めいの弓ゆみ〟をぐっと構かまえた瞬しゆん間かん、空から落ちた雷かみなりがまず拙者を直撃！　ぎゃあああっ!?　……その落雷のパワーは拙者の腕うでを通して弓に伝わり……!!

ＧＭ：ら、雷鳴の弓って、そんなのだっけ？

ベネット：いや、演えん出しゆつですが（一同爆ばく笑しよう）。では《ディスアペア》から《サプライザル》でアムに向かったモブを……（ダイスを振ふる）あぎゃ―――っ、目が低いっ!!　14っ!!

ＧＭ：落雷のごとき音と共に放たれた弓は……（ダイスを振る）……だめ、よけられない！

ベネット：まず《コンシールアタック》で……。はっ、命中＋２だったでゴザる！　で、ダメージが＋５されて14！　これに《サプライザル》の３Ｄ６が追加で……５Ｄ６＋14！（ダイスを振って）……30っ!!

ＧＭ：うおっ!?　ずいぶんと攻こう撃げき力りよくが上がったなっ!?　モブのダメージは25かっ!!　その、まさしく轟ごう雷らいとなった一撃は、同時に数人の兵士を吹き飛ばしていく!!

ベネット：しかも、［放心］するでゴザるっ!!

フェルシア：……では、自分にとりついたもうひとつのモブに……《ファイアボルト》＆《フレイムロード》。えい！（ダイスを振る）……22。当たればダメージは９Ｄ６。

ＧＭ：うげっ!?　いちおー……回避っ!!（ダイスを振る）




　言うまでもなく。

　この一撃で、モブ１グループは壊かい滅めつした。

　続けて……。




アム：じゃ、フェルシアに向かったもうひとつのモブを射しや撃げき♪




　当然、ベネットの攻撃で戦力半はん減げんしていたモブも……




ＧＭ：……ぜ、全滅かっ!?　雷、炎ほのお、そして銃じゆう声せい―――。その音や光、煙けむりが……すべてが消えた時。フェルシアに向かった２グループのモブは壊滅した。

ベネット：アム……せ、正せい確かくな射撃でゴザる……すべて額ひたいを撃うち抜ぬいてやがる……（笑）。




　ここで、残った最後のモブはマイナーアクションでアムとエンゲージ、攻撃を繰くり出すも与あたえたダメージは、わずかに四点。

　そこでエイジの順番がまわってくる。




エイジ：……って！　フェルシアさん側のモブは全滅してる！　では……（シリアスな声で）……アムっ、助けに来たぞっ!!　と、進路変へん更こうっ！（笑）で、《トルネードブラスト》!!

ＧＭ：ぐ、これでアムにとりついたモブも全滅！

エイジ：……アムっ、あぶなかったな！（笑）

ＧＭ：この光景を見て、グレンデルが叫さけんだ。「（裏うら返がえった声で）い、いかんっ！　思いのほか……強いっ!!　は、話し合おうじゃないかっ!?」（一同大爆笑）

シグ：（渋しぶい声で）……俺は、お前の心しん臓ぞうに用がある―――（一同大爆笑）。

ＧＭ：「（裏返った声で）お、お前たち……それでも人間か！　生きとし生ける者を慈いつくしむという心は、ないのかっ!?」（笑）

シグ：やかましいっ!?　問答無用―――っ!!




　怒ど号ごうと共に放たれたシグの攻撃は、大方の予想どおりハズれ、戦いは第三ラウンドへともつれ込こむ。

　グレンデルは、その巨きよ大だいな剣をシグめがけて振り下ろすが……こっちもハズれ。

　剣は、大地を叩き、その巨大なパワーがもうもうと砂さ塵じんを舞まい上げる。その砂塵が晴れ、シグの姿すがたが現あらわれた時……グレンデルは、言った。




ＧＭ：「（裏返った声で）……は、話し合おうっ!?」

一同：ふざけんなっ!?（大爆笑）




　続くベネットの攻撃が外れたのちに。

　フェルシア、アム、シグ、エイジ……四人の攻撃が立て続けに命中するも、さすがは９レベルクリーチャーである。この集中攻撃の前にも、なかなか倒れる気配はなかった（ちなみにダメージの合計は78、グレンデルの【ＨＰ】は[image: 120]である）。

　そして続く第四ラウンド。
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　根性を見せたグレンデルは、渾身の力でエイジを攻撃！　38点ものダメージを与える。




ＧＭ：「（裏返った声で）フ、フハハハハ!?　泣いてわびを入れるなら今のうちだ！」

エイジ：ええい、お前なんぞ早くドロップ品になってしまえっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「（裏返った声で）お、お前！　その言い方はないだろうっ!?」

ベネット：うるさいっ!!　負けが確定しているお前なんぞ、もはやただのドロップ品にしか……〝心臓〟にしか見えてないでゴザるっ!!（一同大爆笑）




　その宣言どおり。

　ベネットとフェルシア……炎と雷の集中砲火の前に、グレンデルは撃沈されたのだった。




　こののち、リーダーを失った魔物の軍勢が撤退したのは、言うまでもない。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ベネット：ふう……やっとドロップ品になったでゴザる。

アム：し、心臓～。

シグ：あ、あわてるな。モブの分もあるんだ！　順番に振ろう、順番に！




　ドロップ品の結果は―――




傭兵Ａ：なにもなし

傭兵Ｂ：現金五〇Ｇ

傭兵Ｃ：現金四〇Ｇ




　そして気になるグレンデルのドロップ品は、〝巨人の首（一〇〇〇Ｇ）〟であったことを伝えておこう。







◆Middle 03◆新たな依い頼らい




「思った以上に強くなったわねー、あたしの見込んだとおりだわ。やっぱあのダンジョンに放ほうり込んだ意味はあったわね」

　シルヴァが、五人を見回しながら満足げにそう言った。

　その言葉に、シグがひくついた笑えみを浮うかべて聞き返した。




「それについて、お前に聞きたいことがある」




ＧＭ：では、ここから新しいシーンに移うつろう。舞ぶ台たいは、カナンの街の神しん殿でん……そこにあるシルヴァの執しつ務む室から始ま……。

シグ：シルヴァ、お前に聞きたいことがある。

ＧＭ：「（無む視しして）やっぱ、あのダンジョンはレベルアップにはいいわね～」

ベネット：具体的に言うとレベルアップにしか意味がないでゴザル。

フェルシア：……ぜんぜん、お金にならなかった。

シグ：ドロップ品が出ないってどーゆーことだ。

ＧＭ：あんたらが成長点をツッコんでレベルアップしたいってゆーたからだろがっ!?

シグ：いや、それはそれとゆーことで（笑）。

フェルシア：きっとあのダンジョン、すべてのエネミーのドロップ品欄らんが、〝２～：なにもなし〟となってるにちがいない（笑）。

ＧＭ：「まあ、たしかにそーゆー設せつ定ていになってんだけどね」

一同：なってんのかよっ!?（笑）

シグ：なんでわざわざそんな設定にするんだ。

ＧＭ：「（シリアスな口調で）……そう、そうね―――たかが練習用ダンジョンでお気楽にお金を儲もうけて……それで強い武ぶ器きや防ぼう具ぐがそろっちゃえば、そこに甘あまえが生じる。冒ぼう険けん者しやに、もっとも必要なもの―――それがなんだかわかる？」

アム：お金？

ＧＭ：「いいえ」

エイジ：武器。

ＧＭ：「ちがうわ」

ベネット：防具でゴザる。

ＧＭ：「あんたがゆーな」

シグ：……じゃあ、なんなんだ。

ＧＭ：シルヴァは、ひと呼こ吸きゆうの間をおいて、言った。

シグ：うむ。

ＧＭ：「ハングリー精せい神しんよ」

一同：ハングリー精神っ!?


ＧＭ：「だからあたしは、あえてドロップ品の設定を〝なし〟にしたわけで……」

一同：ふざけんなっ!!（笑）

エイジ：とゆーか、あのダンジョンはシルヴァさんの管理なのか（笑）。

シグ：シルヴァ、お前はまちがっている！　一定以上の強さを持つ敵てきと戦うには、それに見合った武具が必要になるものだ！　見ろ、この盾たてを！

ＧＭ：「立りつ派ぱな盾ね」

シグ：これは俺おれたちのパーティに必要だから、ない金を集めて、買ったのだ。一見するとこの盾、俺のものように見えるだろう。

ＧＭ：「ちがうの？」

シグ：ああ。この盾の半分以上は……みんなの優しさみんなからの借金でできているんだ（一同爆ばく笑しよう）。

エイジ：と、ところでシルヴァさん。そろそろ本題に入ってください（笑）。今、いったいどーゆー状じよう況きようになってるんですか？

ＧＭ：「そ、そーだったわね。これまで、あなたたちが戦ってきた魔ま将しようのグループが動き始めたわ。敵の目的は、どうやら未いまだ発見されていない〝鍵かぎ〟を探さがし出すこと」

フェルシア：……そういえば、戦った敵の巨きよ人じんが言っていた。〝火の鍵〟を探しているって。

ＧＭ：「……ええ。〝鍵〟を求め、三体の魔将がそれぞれ軍勢を率ひきいて、この近辺の街や村襲い始めているの。カナン、ライン、フェロウ……クラン＝ベルに向かった軍ぐん勢ぜいもいるという情じよう報ほうも届とどいている」




[image: ]




シグ：その三体の魔将って……やはり、〝鍵〟を埋うめ込こまれた奴やつらなのか？

ＧＭ：「ええ、まちがいなく。敵の魔将の数は三体。ひとりはその身に風をまとい、ひとりは〝闇やみ〟をまとい、そしてさらなるひとりは〝光〟をまとっていた―――そんな報ほう告こくを受けているわ」

フェルシア：……〝風の鍵の魔将〟〝闇の鍵の魔将〟〝光の鍵の魔将〟、ね。

エイジ：わかりやすいぞ。

ＧＭ：「その戦せん闘とう力りよくは高く、剣けんのひと振ふりで一軍をなぎ倒たおすほどだと」

シグ：闇の魔将って前ぜん巻かんのラストに出てきたアレ？

ベネット：たしかに強そうでゴザったなあ。

フェルシア：で？　……なぜ、この近きん隣りんの街を襲おそう？　鍵は、この付近にある？

ＧＭ：「そうね。〝火の鍵〟については、ちょっとした噂うわさが流れていてね」

シグ：噂？

ＧＭ：「ええ。六つの鍵のうち、この〝火の鍵〟だけは、ずっと所しよ在ざい不明だったのよ。でもごく最近、これが数人の冒ぼう険けん者しやに発見されて……この近辺の、どこかの街の神しん殿でんに収められたって―――」

一同：ほー。

ＧＭ：「そこで、あなたたちに……あらためて依い頼らいをしたい」

シグ：敵が〝鍵〟を集めるのを阻そ止ししろ、か？

ＧＭ：「そのとーり。よくわかったわね、さすがはわたしとウマがあった友人だわ」

シグ：それを言うなっ!?

ＧＭ：「単たん純じゆんに考えて……〝鍵〟が向こうの手に落ちるたびに、新しい強力な魔将が敵側にに生まれる―――これを看かん過かすることはできない」

シグ：ああ。それにいずれ、奴らとはぶつかるコトになる。依頼を引き受けない理由はない。

ベネット：いずれぶつかる？

エイジ：ああ、僕が〝鍵〟のひとつを持ってるからね。

ベネット：特訓中に襲しゆう撃げきされなくてらっきー？　でも、魔将といえど六人でかかれば……。

シグ：六人？

フェルシア：……ああ、ウェルチもいるからね。

ベネット：我われ々われ五人と互ご角かくにわたりあったあの戦闘力！　ある意味仲間内で最強でゴザる。

エイジ：……いや、ウェルチはクラン＝ベルに戻もどってもらおう。

ベネット：な、なんだって―――っ!?

ＧＭ：「え……」その言葉に、ウェルチが悲しげな、でもほっとしたような複ふく雑ざつな表ひよう情じようで声を上げた。「あの、あたし……足手まといですか？」

アム：あんた、ばかね。エイジはそんなコト、言ってないでしょーが。

ＧＭ：「でも……」

エイジ：いや、キミがいっしょに来てくれるなら心強いよ。でも、キミはもっと為すべきことがあるはずだ。

ＧＭ：「為すべき、こと？」

エイジ：そうだ。クラン＝ベルを守れるのは……キミだけだ。

シグ：たしかにあの街、信用できるやついねえからなあ。神殿にすら、ヴァンデルだのギガンドルだの、魔ま族ぞくが入り込んでたわけで。

ＧＭ：ウェルチはちょっと考えたあと。「―――わかりました。あたしは、クラン＝ベルに戻りますね」

エイジ：こっちをかたづけたら、応おう援えんに駆かけつける。だから……。

ＧＭ：「―――はい。それまでは、あたしがクラン＝ベルを守ります」

エイジ：頼たのむよ、ウェルチ。

ＧＭ：……ほんと言うと、キミらがウェルチを連れて行こうとしたら、ウェルチだけクラン＝ベルに行くって言い出すはずだったんだけどね（笑）。

エイジ：……じゃあ、僕ぼくらはウェルチと別れて五人で行動するとして……ちょっと状じよう況きようを整理しよう。えっと、〝鍵〟は属ぞく性せいの数だけあるんだよね？　いま、うちわけは……。

ＧＭ：うむ、ちょっと書き出してみよう。




地の鍵：魔将側が所有（みっしょん04で倒たおされたボス）

水の鍵：エイジ側が所有

火の鍵：所在不明

風の鍵：魔将側が所有（〝風の魔将〟となっている）

光の鍵：魔将側が所有（〝光の魔将〟となっている）

闇の鍵：魔将側が所有（〝闇の魔将〟となっている）




シグ：なるほど、〝火の鍵〟だけが所在不明なんだな。

ベネット：てゆーか、圧あつ倒とう的てきに敵てき側がわが押おさえてるでゴザるな（笑）。

アム：で？　アタシらはどこに向かえばいいの？

エイジ：んー……敵はとりあえず所在不明になっている〝火の鍵かぎ〟を探しているんだよね？　これを先に押さえちゃうってのはどう？

ＧＭ：「今、あたしも同じこと提てい案あんしようと思ったとこよ」

シグ：とりあえず、シルヴァが握にぎっている情じよう報ほうを持ってるだけよこせ。

ＧＭ：「そうね……〝鍵〟は、魔族が手出しできないよう、ある高名な騎き士しによってどこかの洞どう窟くつに封ふうじられていたって」

シグ：ふむふむ。

ＧＭ：「最近、どこかの冒ぼう険けん者しやに発見・開封されて、この近きん隣りんの街の神しん殿でんにおさめられた。これはさっき話したとおりね」

エイジ：ふむふむ。

ＧＭ：「そして〝火の鍵〟は、紅あかい宝ほう石せきの中に埋うめ込こまれているらしいわ」

ベネット：紅い、宝石……？

フェルシア：騎士に封じられていて、冒険者に開封された？

エイジ：どこかで聞いた話だな。

一同：……。

シグ：って…………それ……。

一同：ドラマガ版ばんリプレイのアレか――――――っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）




ドラマガ版リプレイ

　これは、ドラゴンマガジンの二〇〇四年九月号、十月号に掲けい載さいされた『アリアンロッド』リプレイ「死者の花はな嫁よめ」のことである。

　ある村で毎年、花嫁と称しようして生け贄にえを魔物に捧ささげねばならない風習があり、それをどうにかしよう……というよくある話から一転、その裏うらにあった真実は―――というストーリー。

　真の目的である〝紅い宝石〟の奪だつ取しゆをめぐり、エイジたち、山さん賊ぞく、魔族がお互たがいを利用しようと動いていた。

　最終的に、紅い宝石はエイジたちがもぎとり、ストーリーのエンディングで、近くの村の神殿に預あずけられている。

　文庫版リプレイの一巻かんと二巻の間のエピソードであり、また、ベネット初登場となるリプレイである。

　これに関しては、いずれ本に収録されることを期待していただきたい（笑）。




ＧＭ：キミらが一いつ斉せいに叫さけぶと同時に。「な、なになに!?　なんなのっ!?」シルヴァが身から体だをびくりと震わせ、後ずさる。

シグ：まかせろシルヴァ！　〝火の鍵〟は、俺たちが必ず見つけ出してやろう!!

ＧＭ：「ああっ!?　頼たのもしいわ、シグっ!?」

エイジ：で、ＧＭっ!!　僕らが〝紅い宝石〟を預けた村って、なんて名前だっけ！

ＧＭ：フェロウ、という名の村だ。

エイジ：よし、じゃあさっそくその村に先回り……。

フェルシア：……ちょっと待って。

エイジ：あう？

フェルシア：さっき、シルヴァの説明で敵の軍ぐん勢ぜいが向かった街の中に、そんな名前の場所が……なかった？




一同：げ――――――っ!?

エイジ：なおさら今すぐ出発しようっ!!

シグ：うむっ!!　が、その前にシルヴァっ!!

ＧＭ：「なあに!?」（←反はん射しや的に耳をふさぐ）

シグ：なぜ耳をふさぐ。

ＧＭ：「いえ、なんとなく」

シグ：これは正式な依い頼らいってことだし報ほう酬しゆうはでるんだろうなっ!?

ＧＭ：「この非ひ常じよう時じに金の無心っ!?」

シグ：冒ぼう険けん者しやとしての当然の権けん利りを請せい求きゆうしてるまでだ。

ＧＭ：「考えてもいなかったわ」

フェルシア：……シグ。いい、友人を持ってるわね。

ＧＭ：「じゃあ……二〇〇〇Ｇでどう？」

シグ：それじゃひとり四〇〇だ。四〇〇〇はいただきたい！　借金が、あるのだ！　報酬は前まえ払ばらいで!!

ＧＭ：「前払いにしてあげるけど、二一〇〇!!」

シグ：せめて三九〇〇!!

ＧＭ：「たかっ!?　じゃあ、じゃあせめて……っ……！」




　……そんな言い争いの末に。

　今回の依頼について、〝報酬は三〇〇〇の前払い＋必要アイテムの購こう入にゆうは二割わり引びき〟という条じよう件けんを引き出し……しこたまポーション類を買い込んだのちに―――。




　一行は、フェロウの村へと向かったのであった。




　なお、シグは前払いで受け取った報酬のすべてを即そく、フェルシアへの返へん済さいにまわしたことを付け加えておこう。







◆Middle 04◆火の鍵かぎ




　黒い絵の具を水に溶とかしたように、夕ゆう闇やみせまる紅あかい空にゆっくりと広がっていく幾いく条じようもの黒こく煙えん。

　立ちのぼる煙けむりのふもとに、フェロウの村はあった。




ＧＭ：……と、ここでシーンは始まる。キミたちはカナンを出て数日、フェロウの村の近くにある森の中を急いでいた。

ベネット：では拙せつ者しやは、森の木々を枝えだから枝へとヒュンヒュン飛び移うつっているでゴザる。

エイジ：忍にん者じや演えん出しゆつ（笑）。

ＧＭ：キミは木から木へと、茂しげった木々の合間を疾しつ風ぷうのように駆かけ抜ぬける。……最初に森を抜けて、その光景を見たのは、ベネットだった。

ベネット：その光景？

ＧＭ：うん。森を抜けると、目指すフェロウの村をすぐ先に見えるんだけど……。

エイジ：見えるんだけど？

ＧＭ：なにやら、村の方々から黒煙が立ち上っている。

ベネット：……。

ＧＭ：燃もええさかる村から、ぞろぞろと出てくる怪かい物ぶつの軍ぐん団だん。その先頭、我わが物顔で肩かたで風を切って歩く、ふたつの巨きよ体たい。

シグ：つ、つまり……？

ベネット：襲しゆう撃げき終わってる――――――っ!?（一同爆ばく笑しよう）

シグ：村から出てきたってことは……引き上げてる最中!?　目的を達したってコトかっ!?　それってやばいんじゃないか!?

ベネット：ではそのやばい状じよう況きようを、森の中のみんなに鏑かぶら矢やで……いや、雷らい鳴めいの弓ゆみで知らせるでゴザる！

ＧＭ：〝ゴォオォォオオン……!?　ゴロゴロゴロ……〟〝雷鳴の弓〟より撃うち放たれた矢は、夕焼けの空の彼かな方たにまで雷かみなりの轟ごう音おんを轟とどろかせた。

フェルシア：……そして、魔ま物ものの親玉がそれに気づく（←よけいなコトを言うやつ）。

ＧＭ：「あぁ～ん？」（←野太い声）魔物たちが一いつ斉せいに、木の上のベネットを見上げた。

ベネット：あわわわわわわわわわわっ!?

ＧＭ：ガタイのいい二体を先頭に、魔物たちがベネットのほうにズンズンと歩いてくる。口もとにいやらしい笑えみを浮うかべ、手に持った肉切り包丁の刃やいばをぺろーりとなめ……。

ベネット：ヒっ、ひぃッ!?　ピンチ！　マジピンチ!?


エイジ：ところで敵てきは、〝火の鍵〟を持ってる気配とかある？　僕の持ってる〝水の鍵〟に反はん応のうするとか……ない？

ＧＭ：うむ、反応は感じられないが……そうだな、ベネットはあわてふためきながらも見る。先頭を歩く怪物のうちの一体が、その手に紅く輝かがやく宝ほう石せきを握にぎっているのが見える。

ベネット：その瞬しゆん間かん、拙者の目は宝石になります。〝キュピィ―――んっ!?〟（←目が輝いた音らしい）

一同：またかよっ!?




　前にそーゆーことがあったのである。




フェルシア：では、宝石に突とつ撃げきしそうになっているベネットの前に立ちふさがる。

ベネット：では突とつ然ぜん現あらわれたフェルシアの背せ中なかにがんと鼻をぶつけます。どこに目をつけてんじゃコラー―――っ……はは―――っ、これはこれはフェルシア様！

フェルシア：前と同じ過あやまちを繰くり返さないように。

シグ：では、俺らもその場に現われて……で、そのボスっぽいのってどんな奴やつ？

ＧＭ：一見すると、巨きよ大だいな甲かつ冑ちゆうをまとった大男。骸がい骨こつを模もした仮か面めんの向こうに見える瞳ひとみは、狂きよう気きにぎらついている。その身から体だから見れば小さな肉切り包丁を両手に握にぎりしめ……。

シグ：……ブラッディマーダー!!　それが、二体!?

ベネット：知ってるのか、シグ!?

シグ：プレイヤーは知っている！　キャラクターは知らない！（笑）

フェルシア：では、エネミー識しき別べつするとゆーことで（笑）（ダイスを振ふる）。




ブラッディマーダー

『アリアンロッド 上級ルールブック』に掲けい載さいされている、レベル13の強力なエネミー。

　人を殺した犯はん罪ざい者しやの魂たましいが死したのちにプレートメイルに宿ったもの。

　白兵戦等において、高い攻こう撃げき力りよく・防ぼう御ぎよ力りよくを誇る。




ＧＭ：魔物どもは、ふいに現われたキミらをなめるように見回して……「はあ～ん？　なんだあ、お前たちはぁ？」

フェルシア：エイジをぐい、と前に押おしやって……さ、ギルドマスターとして前まえ口こう上じよう前口上。

エイジ：では……コホン、我われらはギルド〝のっとぎるてぃ〟！　お前たちの持っている〝火の鍵かぎ〟、返してもらう！

ベネット：ではそのうしろで〝無む罪ざい〟と書かれたギルドの旗はたを振ふっています。

エイジ：そんな旗なのか―――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「くんかくんか……なぁんか〝水〟の匂においがするぞぅ？　そうかぁ……貴き様さまがエイジ……〝水の鍵〟の所有者かぁ？」「俺たちは、運がいぃ～い」二体は、野太い声で下品な笑みを浮かべながら、代わる代わる言った。

エイジ：な、なんか前にもいなかったか、こんな兄弟。

シグ：いたな。「闇やみ色いろの血の騎き士し」に出てきたワイト兄弟。きっと役者が同じなんだ（笑）。

ＧＭ：彼らは、エイジたちをぐるり見回すと……「なあるほど、〝鍵の子こ供ども〟たちは、お互たがいの存そん在ざいに引かれ合うということかあ……？」

エイジ：鍵の子供たち？

シグ：今、伏ふく線せんめいたことを言ったっ!!

エイジ：それは……なんのことだ、お前ら！

ＧＭ：「んん～……それはぁ……」得意げに話そうとする、弟とおぼしきブラッディマーダーに兄が突つっ込こむ。「まぁてまて、それをわざわざ教えてやる必要は、なぁい。やがて、わかるコトだしなぁ～あ？」

エイジ：くそ～、三下のクセに意味ありげなことを～～～～!!

ＧＭ：「三下とは……」「失礼な」

一同：だからそのしゃべり方がうっとーしいんだよっ!!（笑）

ＧＭ：「三分後、お前たちは我われらを三下扱あつかいしたことを後こう悔かい、するぅ～う！」「なぜならば、我らこそ風の軍最強と言われた男だからだ～ぁ？」（一同大だい爆ばく笑しよう）

シグ：お前らも最強かよっ!!（笑）

エイジ：そう言われてコキ使われてるだけだっ！（笑）

アム：やっぱ三下じゃないのっ!?

ＧＭ：「なぁんとでも言え～ぃ。我らの目的はこの〝火の鍵〟をヴェルデュール様にお届とどけること」「ついでに、〝水の鍵〟もいただけるとは、運がいぃいぃ！」

ベネット：ヴェルデュール？

シグ：誰だれだ。

フェルシア：ヴェルデュール、と聞いて、なにか思い出し……そうになって思い出せない（笑）。

ＧＭ：ああ、フェルシアはその名前に、どことなく聞き覚えがあるな。

フェルシア：どこかで聞いたような、気が……うう、思い出せない。

ＧＭ：「ヴェルデュール様……我ら風の軍の魔ま将しようよお！」

エイジ：……お前たち、その目的を達成するためにいったい、どれだけの街を焼いてきた！

ＧＭ：「なぁに、ほんの七つほどよ」そう言いながら。弟のほうが、アムと視し線せんをあわせて、にんまりと笑む。「ほう……」

アム：え、なに!?　なんでこっち!?

シグ：待て、アムも狙ねらいなのか？　……おい、なんかやったのか。アム。

アム：知らないわよっ!?

ＧＭ：そう叫さけぶアムの視界にふと、ブラッディマーダーが握にぎる宝石……〝火の鍵〟が入る。その瞬しゆん間かん、〝どくん！〟……キミの心の奥おく底そこからえもしれぬ恐きよう怖ふ感が、わき起こる。

アム：恐怖感!?

ＧＭ：一瞬、記き憶おくがフラッシュバックする。ガタガタと震ふるえるキミの眼がん前ぜんに、手ににぎられた紅い光が迫ってくるイメージ。その光越しに見える、薄うす笑わらいを浮かべる口元。だがその顔はシルエットになって、誰かはわからない。

アム：!?　だ、誰っ!?

ＧＭ：……時間にして、一秒にも満たない過か去ことの邂かい逅こう。意い識しきが現げん在ざいに戻もどる。抑おさえようのない恐怖に、キミは無意識に、身から体だを震わせていた。

アム：ガタガタガタガタ……な、なんだってのよ、これ！

エイジ：ど、どうしたんだ？　気の強いアムが震え始めるなんて!!

ＧＭ：で、そのうちのひとりが、アムの方を見てにやにやと。

アム：……その〝火の鍵〟が怖こわいんだけど目が離はなせないという感じ？

ＧＭ：「どぉおしたあ？　震えているなあ？　ああ～？」

アム：う、う……。

エイジ：アム、怖がることはない！　こんな三下に負ける僕ぼくたちじゃ……ない！

ＧＭ：よし、ではここから戦せん闘とうだ！（と、テーブルの上にコマを配置しながら……）では、この戦闘のルールを先に言っておこう。

一同：ルール？

ＧＭ：（テーブルの上のコマを指さしながら）この赤いコマが兄、青いコマが弟。兄は〝火の鍵〟を持っている。４ラウンド以内に〝鍵〟を持つ兄を倒たおさないと、こいつらは撤てつ退たいする。もちろん、鍵を持ったままね。

シグ：なるほど。捨すてぜりふをはいて、風の騎き士しのもとに逃にげるわけだな。

ＧＭ：そのとおり！　兄を倒せば、〝鍵〟は手に入る、ということだ！「ゆくぞお！　風の軍、最強を誇ほこる我わが力をみせよう！　我らを三下扱いしたこと、後悔するがいぃ―――っ！」

シグ：たしかにお前らは強い！　だが、そんな三下口調のやつに負ける我々では、ない！




　戦いは、




　シグの言ったとおりとなった。




　こうして。

ブラッディマーダー（弟）を取り逃がしたものの、一行は〝火の鍵かぎ〟を入手し―――カナンの街へと帰ったのであった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　なお、ドロップ品の結果は次のとおりだった。




　ブラッディマーダー（兄）：現げん金きん（一二〇〇Ｇ）







◆Middle 05◆アムと鍵かぎ




〝火の鍵〟を奪だつ取しゆし、フェロウよりカナンへと向かうエイジたちは、その道どう程ていで―――。




ＧＭ：では、ここでシーンはおもむろに切り替かわる。舞ぶ台たいは、フェロウからカナンへと戻もどるその途中……どかの宿屋だ。

エイジ：アムの様子は？

ＧＭ：あれ、今〝火の鍵〟は誰がもってる？

エイジ：あ、ではテーブルの上に置いてあるということで。

アム：お、落ち着かない様子でそれにチラチラ視し線せんを送る。……見たくない、でも気になる！　って（笑）。

シグ：ん？　どうしたアムよ？（と、石をつまんでアムに近づけるジェスチャー）。

アム：ギャ――――――っ!?




　ぎゃー、ってあんた……。




シグ：（シリアスな口調で）お、面白いな、これ。

エイジ：面白くしてどうするんだ。

シグ：いや、面白くするつもりではないんだが。いったい、この〝鍵〟とアムにどんな秘ひ密みつがあるというのだ？　……アム、持ってみるか？（と、近づける）

ＧＭ：近づけるたびに、彼女の顔が青くなる。

アム：ギャ――――――っ!?

シグ：（遠ざける）。

アム：ふう……。……シグっ!?　あんたやっていいことと悪いことの区別がつかな……っ。

シグ：（近づける）。

アム：いのギャ――――――っ!?

シグ：（わなわな震ふるえる声で）ア、アムの顔が青くなったり、怒って赤くなったり……。

アム：遊ぶな―――っ!?（笑）

エイジ：とりあえず、シグの妖よう精せいにこの〝火の鍵〟について、なにか知らないか聞いてみよう。

フェルシア：彼女らも、水の大だい精せい霊れいに仕えていた妖精たちだから、ね。なにか知ってるかも。……妖精さん、どう？

シグ：「さあな」「わかるか」「わかるか、ぼけー」（シリアスな声で）……だ、そうだ（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：いやいやいや。聞かれれば、妖精はちゃんと答えます。

シグ：お。そうなのか。妖精、答えろ。

ＧＭ：三人の妖精は、シグの指につままれた赤い宝ほう石せきを見て、わなわな震える声で―――言った。

一同：……ふむ。

ＧＭ：「こ、これは……まちがいなく〝火の鍵〟ですっ」

シグ：そんなことは俺おれたちだってわかってるっ!!（笑）

ＧＭ：「……これ以上、なにを言えとっ!?」

シグ：まあ、お前らじゃそんなもんか……。鍵について調べるには？

ＧＭ：では、知力で判はん定ていしてくれ。

シグ：（シリアスな声で）知力か…………（フェルシアに）……お願いします、先生。

フェルシア：……。（ダイスを振ふる）……16。

ＧＭ：すると……。

フェルシア：―――痛いたい。頭が割われるように痛い。

ＧＭ：まだなにも言ってねえっ!?（一同爆笑）

シグ：じゃあまた、近づけたり遠ざけたり（笑）。

ＧＭ：やめいっ!!（笑）えー……たいしたことはわかりませんが―――宝石の部分はあくまで〝殻から〟でしかない。本体の〝鍵〟を守しゆ護ごする、殻だ。

フェルシア：……そう。真の力が解かい放ほうされる時、この殻ははじけるの。

ＧＭ：勝手なことを。

フェルシア：……で？　他ほかには？

ＧＭ：んー……そうだな、〝鍵〟そのものについてではないが、ふたつ目の〝鍵〟を入手した事実に、依い頼らいをクリアしている……という事実以上のなにか、充じゆう足そく感―――喜ばしい、感かん情じようがわき起こっている。

フェルシア：にぱ。

シグ：わ、笑ったっ!?（笑）

ベネット：フェ、フェルシア様が笑った！　がくがくがく……（笑）

フェルシア：あと四つ……それを集めなければ―――その時こそ……。

シグ：なにが起こるんだ、フェルシア！

フェルシア：あ、頭が痛い。

一同：………………。

フェルシア：……あと四つって、全部敵てき側がわじゃない（笑）。

ＧＭ：フェルシアも、この鍵を集めなければならない、という感情はあるがね。

フェルシア：集めますよ、集めますとも。（「銀の輪の封ふう印いん」で）大精霊の言葉にも「六つの鍵を集めれば世界を救える」というものがあったし。

シグ：そ、そーいえばあった！　そんな話が！

ＧＭ：忘わすれるなよっ!?　……では、腹はらをたてた妖精がシグの頭をちくちくと刺さす。

シグ：う、うるさい！　つつくなよっ！

ＧＭ：〝ちゃく、ちゃく、ちゃく〟（←スコップで掘ほり起こすジェスチャー）。

シグ：俺の頭を掘るなっ!?（笑）

アム：話がそれてるそれてる（笑）。

エイジ：……とりあえずさ、〝火の鍵〟はシグさんが持っていてくれないか？　僕がふたつとも持っているより、いいと思う。

フェルシア：……万が一のことを考えて、ね。

シグ：わかった。あずかろう（と、宝石を頭の妖精に渡わたすジェスチャー）。

ベネット：〝がりがりがりがりがり……〟（←妖精がかじっているらしい）

一同：かじるな――――――っ!?（一同爆笑）

アム：だからなんで話がすぐ妖精のほうにいくのっ!?（笑）

エイジ：と、とにかく!!　ここで話していてもしょうがない。フェロウの街の人助けをするか、シルヴァさんのところに帰って相談……相談……相談……シルヴァさんに？（笑）

ベネット：なんで表情が微び妙みように。

エイジ：いや、なんか……（笑）。

シグ：いつもいつも裏うらがありそうだからなあ、あいつ。……すまん、あいつとウマが合う友達で、本当にすまん（笑）。

エイジ：ま、まあ助かってる部分もあるんで。

フェルシア：いずれにせよ、たった五人じゃなにもできないから。それならカナンに戻もどって、シルヴァさんに救助隊を出してもらった方がいい。

エイジ：う、うん。

ベネット：さすがフェルシア様！　まっこともってそのとうりであるでゴザる！

ＧＭ：おい、口調がだんだんわけわからないことになってきたぞ。

シグ：フェルシアに頭があがらないって設せつ定ていを急に思い出したな？　忘わすれてたろ（笑）。

ベネット：なにを言うんですか。私はちゃんとフェルシアさまに忠ちゆう誠せいを誓ちかい、世界がフェルシアさまのものになるように日夜……あれ？（一同爆笑）

フェルシア：なにか……ちがう（笑）。

エイジ：じゃあ、とにかくシルヴァさんのところに帰ろう！







◆Middle 06◆ 鍵かぎ に秘ひめられし―――




　〝火の鍵〟を奪だつ取しゆし、カナンに凱がい旋せんしたエイジたち。

　彼らを待っていたのは、深しん刻こくな表情を浮うかべる、シルヴァだった。

　シルヴァは、もうしわけなさそうに言った。




「―――神しん殿でんから救きゆう援えんを出す余よ裕ゆうはない。だめね」




ＧＭ：……と、シーンはそんなシルヴァのセリフから始まる。

一同：だめなのかっ!?

ＧＭ：舞ぶ台たいは、カナンの神殿……シルヴァの執しつ務む室しつ。任にん務むを終えて戻ったキミたちと会話するシーンだ。

フェルシア：じゃあ、他の街に要よう請せいするのは？

ＧＭ：「今、ラインも手て一いつ杯ぱいらしいのよ。……なんか、〝風の軍最強〟を名のる敵てきがたくさんやってきて、ね」（一同大だい爆ばく笑しよう）

フェルシア：今いま現げん在ざい、交戦中？

ＧＭ：「そのようね、数日にわたって魔ま物ものたちとの間に、激はげしい攻こう防ぼう戦せんが展てん開かいされているようよ。……まあ、あそこは冒ぼう険けん者しやがたくさん集まっていることもあって、なんとかなってるみたい」

一同：ひ―――。

ＧＭ：「このカナンにも、いつ再ふたたび敵の襲しゆう撃げきがないとも限かぎらない。だから……」

アム：だからフェロウの村に救助は派は遣けんできないってわけ!?　あんたそれでも神官なの!?　だいたい、あんた……っ！

ＧＭ：「……ええいっ、最後まで話を聞きなさい!!　たしかに神殿所しよ属ぞくの兵を派遣はできない！　だから目下、冒険者をやとって救助隊を編へん制せい中ちゆうよっ!!　二十四時間以内には派遣するから安心なさいっ!?」

アム：だったら最初からそう言いなさいよっ!?


ＧＭ：「なに言っても怒おこる子ね、あんたはっ!?」

エイジ：なんかいい勝負だ。

シグ：……で、シルヴァよ。かんじんの〝鍵の魔将〟はどこにいるんだ？　風の魔将も、部下をあちこち派遣してるだけで、ボス本人がいないぞ。あれから目撃情じよう報ほうはないのか？

ＧＭ：「風の魔将の情報はなし。光と闇やみは、いくつかあるんだけど、いくつかの目撃地点を時間順に線で結ぶと、どうやら東へと向かっているみたいね」

アム：東？

シグ：……クラン＝ベルか！　奴やつら、〝火の鍵〟を探さがしてるんだろう？　なんでクラン＝ベルを襲おそおうとしてるんだ。俺たちが〝鍵〟を手に入れたことは知って……。

フェルシア：……いや、クラン＝ベルに先行した敵の部隊が、ブラッディマーダー（弟）から、その情報を入手してない可か能のう性せいは高い。

ＧＭ：ああ、キミらが〝火の鍵〟を手に入れた時、すでに魔将はクラン＝ベルに向かってるからね。逃とう走そうしたブラッディマーダー（弟）の報ほう告こくがまにあうとも、思えない。

シグ：今からクラン＝ベルに向かって……まにあうか!?

エイジ：……でも、行かないわけにはいかない！　クラン＝ベルに向かおう！

ＧＭ：キミがそう宣せん言げんした時だ。「行ってはならぬ……！」

エイジ：だ、誰だれっ!?

ＧＭ：かけられた声に振ふり向けば。そこに、立っているのはウィザードハットをかぶったひとりの老人。

シグ：ウィザードハットの老人？

ベネット：それって……。

フェルシア：……ク・バルカン？

ＧＭ：そう。この地の〝三さん賢けん者じや〟と呼よばれた人物のひとり……ク・バルカンだ。

シグ：ま、また出てきた!!　前ぜん巻かんのみのゲストキャラだとばかり思ってた!!（笑）




魔法使いク・バルカン。

　魔族にまつわる研究を進める〝三賢者〟のひとり。

　主に〝邪じや悪あく化か〟の研究を担たん当とうしており、魔族からも目をつけられている。

『アリアンロッド』リプレイ「闇やみ色いろの血の騎き士し」参照である。




ＧＭ：「わざわざ〝素材〟を持って、敵のもとに行くというのかね……エイジ君」

エイジ：……素材？〝鍵〟のことですか？

フェルシア：……というか、いつ来たのあなた。

ＧＭ：「いや、今回の騒ぎを聞いてな……」

シグ：メシの時間はまだだぞ。

ＧＭ：「……おうおう、そうだったかのう」（一同爆笑）

エイジ：ク・バルカンさん。……とにかくボクは、もう決めたんだ。

ＧＭ：ク・バルカンは、どこか悟ったような表情でエイジをしげしげと見つめ―――ポツリ、つぶやく。「やはり……〝鍵〟同士は、呼び合うということか」

エイジ：？　鍵の宿命とかそういうこともあるかもしれないけど……助けなきゃいけない人がいるんだ。

アム：む。

ＧＭ：「……ウェルチか。次々と〝鍵〟の関係者がひとつに集まっていく」

フェルシア：ク・バルカン…………なにか知ってるなら、早く言いなさい。まわりもった言い方はもういいから。

エイジ：アンタが言うのはどーかと思うっ!!（一同超爆笑）

フェルシア：しょーがないじゃない!!　記憶がないんだから!!

ＧＭ：「エイジくん―――決意があるのならば、行くのは止めぬ。やはり、お前も父と同じ使命を果たすというのか……」

エイジ：父さんがかつてなにを考えていたのかは、僕にはわからない。けど、今は自分の意志に……やりたいことに従いたいんだ。

ＧＭ：「それを止めるすべは、ワシにはない、か」

エイジ：………なにしに来たんだ、じーさん（笑）。

シグ：で？　なぜ行ってはならんのだ？

ＧＭ：「このことは、世界でもほんのわずかの者しか知らん。今、ここで話すのは危険な賭けとしか言えんのだが……」

シグ：急に話が大きくなったっ!!

アム：それは、〝鍵〟にまつわる話？

ＧＭ：「……そうじゃ。六つの〝鍵〟とは、神がこの地上に残した、いわば世せ界かい救きゆう済さい装そう置ち」

シグ：せ、世界救済装置っ!?　ものすごく端的な言い方だっ！

ベネット：……発動するとどうなるでゴザるか？

シグ：は、世界が救済されます（一同爆笑）。

ＧＭ：ちゃちゃを入れるな（笑）。ク・バルカンは話を続ける。「〝鍵〟は、世界の動向を常に監視し、地上が神の意にそぐわぬものとなった時、お互いを呼び合い、ひとつに集う」

シグ：そして世界を救済すると。

ＧＭ：「そうじゃ。そして―――すべての〝鍵〟が動き始めた時、その集合を手助けするべく、神に見込まれた者がこの地上に現われる。それこそが……」

フェルシア：……ガイア。

エイジ：父さん!?

ＧＭ：「そのとおりじゃ。ガイアは幼きころ、神の御み使いよりの啓けい示じを受け、英雄になるべくしてなった男よ」

フェルシア：しかし、ヴァンデルの奸かん計けいにより、その目的を果たさず、消えてしまった。

シグ：なるほど。なんとなく見えてきたぞ、敵の目的が。

ベネット：な、なんだって!?　ほんとかフェルシアっ!?

アム：……わからない方がどーかと思う（笑）。

エイジ：つまり、動き始めた〝鍵〟がそろってしまうと、魔族にとって都合が悪い。だから父さんは、魔族につけねらわれていた。

シグ：で、〝鍵〟自体が強い魔力を持っており、魔族側はそれを使って自分たちの仲間を造り出せることに気づいた、と。

アム：神さまの世界救済を止めたうえに、強力な魔将を造れる。一石二鳥ってこと？

ＧＭ：「そう、神がこの地上に残した〝鍵〟が持つ魔力は、すさまじいものじゃ。これを宿した〝魔将〟の力も、推して知るべし。……失敗作のトム―――ギガンドルすら、あれだけの力を誇ったのじゃからな」

エイジ：失敗作なのかっ！（笑）




　ギガンドル―――。

　〝地の鍵〟をその身に宿した、魔族。

　前巻「闇色の血の騎士」における、ボスキャラである。

　人間の姿に化けている時、トムと名のっていた。




シグ：（しみじみとした口調で）まあ、そうだよなあ……あんまり人格安定してなかったし……（一同爆笑）。

エイジ：話がつながってきたぞ。すると、ヴァンデルが父さんに近づいたり、ウェルチをさらったりしたのも、計画のうちの一環だったのか。

フェルシア：……つまり、かつてガイアは魔族に〝水の鍵〟を渡すことを嫌い、水の大精霊ごと封印した。そういうこと。

ＧＭ：そのあと、逃げたヴァンデルを追い……ふたりの魔将と交戦し、ガイアはこの地上より姿を消した。

アム：あれ？　でも、ヴァンデルが死んで、計画はつぶれたってことにならないの？

ＧＭ：その問いに、シルヴァが推測を述べる。「ならないでしょうね。今なお、敵が統制の取れた動きをしていることを考えれば、ヴァンデルは計画を進める何者かの部下でしかないと推測できる」

エイジ：残る三人の魔将のうちのひとり……か。

シグ：しかしあれだ、ヴァンデル、ガイア、エイジ、ウェルチ、トム……もしかするとアムもだが……全員、クラン＝ベルの人間だ。やっぱあの街、なんかよくないんじゃないか（笑）。

ＧＭ：「……それが偶ぐう然ぜんだと、思うのか？」ク・バルカンが、重々しい口調で言葉を紡ぐ。

一同：……へ？

ＧＭ：「ウェルチの一件からもわかるとおり、〝鍵〟を取り込み、魔将（邪悪）化できるのはその素養を持った人間のみ。はっきりしたことは言えぬが、数万、数十万にひとりくらいくらいの割合じゃな」

アム：それがなんでクラン＝ベルに関係者がいっぱい……。

ＧＭ：「探し出すのがたいへんであれば、養よう殖しよくすればいい―――そうは、思わんかね？」

一同：………………へ？

ＧＭ：「神がこの世界に残した〝鍵〟の存在を知ったある魔族は、これに関する研究を進めた。結果、最初から〝鍵〟を受け継ぐ素質を持った人間を育成する計画を立てたのじゃな。その産物こそが―――ウェルチ、トム、アム」

一同：なに――――――っ!?

アム：あ、あたしもっ!?

シグ：あ、あ……〝火の鍵〟を怖がるってのは、そのへんになんか関係あるのか!?

ＧＭ：「……アムくん。おぼえてなかろうが……お前は過去に一度、邪悪化しかかったことがあったのじゃよ」

アム：ぶっ!?

シグ：そ、そうなのか！

ＧＭ：「とらえられ、魔族にされかかったことがあったのじゃ。……それを解除したのが、我々三人―――三賢者じゃった」

ベネット：おお！

シグ：そうだったのか!!（笑）

ＧＭ：「いや、正確に言えば我々が邪悪化や魔族の研究に乗り出し始めた原因が、アムくんじゃよ―――」

アム：そんなことが……。

ＧＭ：「キミが幼いころより、何度もロクサールが遊びに行っていた記憶はないかね？」

アム：そ、そーいえば……二巻（「闇色の血の騎士」）でそんな話になってた……。

ＧＭ：「ロクサールは、遊びに行っていたわけではない。たびたび家を訪れ、アムくんの経過を見守っていた―――そういうことじゃ」

アム：二巻のエピソードがつながっているとは思わなかった……（笑）。

ＧＭ：ク・バルカンは遠い目をしながら、ノドの奥から振り絞るような声で語る。「……いやぁ……手がつけられんかったあ……邪悪化した君は……」

エイジ：変わってない、変わってない！（一同爆笑）

アム：（わなわな震えるような声で）こ、この攻撃的な性格はそのせいだったのね……。

エイジ：（シリアスな声で）いや、地だと思うぞ。

アム：あ、じゃあオープニングで見たシーンは……。

ＧＭ：そう。キミを邪悪化しようとした光景が、無意識に夢の中に現われたんだろう。〝火の鍵〟に恐怖を感じるのも、一度それを埋め込まれかけたからだ。

シグ：その計画はいつから……。

ＧＭ：少なくとも、十年以上……十三歳のアムが生まれる前から、計画は始まっていると考えるのが妥当だろう。彼らは、資質のありそうな子を見つけては、長い時間をかけて瘴しよう気きを擦すり込み、邪悪な魔法で人体改造を行なっていたのだろう。〝鍵〟を埋め込まれた時、邪悪化になじめるように、ね。

アム：うえええ……!?

ＧＭ：「……安心するがよい。邪悪化されぬ限り、キミは普通の人間となんらかわりはない」

アム：……ふう。

シグ：しかしよ、それだけ知っていながらなんで今まで手を打たなかったんだ？　敵の計画には、に気づいてたんだろう？

ＧＭ：「……気づいては、いた。が、それを実際に進行していた人物が、わからなかったのじゃ」

エイジ：ヴァンデルのこと？

ＧＭ：「うむ。まさか、クラン＝ベルの神官長が魔族だったとは、このわしの目を持ってしても見抜けなかったわ。奴らは、十年以上の歳月をかけて人間の世界に潜り込んでいたのだろう。その拠点となった街が、クラン＝ベル。ヴァンデルが魔族でキミたちに打ち倒された、という話を聞いた時、はじめてすべての線が一本につながった……そういうことじゃ」

シグ：……なるほどな。まあ、話はだいたいわかった。つまり、魔将の素材であるアムや、その関係者であるエイジをみすみすクラン＝ベルにやりたくないってわけだな、あんたは」

ＧＭ：「……。……まあ、そう思ってくれてかまわぬ」

と……ここで、【感知】の判定を。

シグ：（ダイスを振る）……11。

エイジ：（ダイスを振る）……12。

フェルシア：えっと……（ダイスを振る）12。

ベネット：11でゴザる。

アム：（ダイスを振る）……お、15。

ＧＭ：では、アムだけが気づいた。シグの話を聞いたク・バルカンが一瞬、悩んだような表情を見せたことに。

アム：……う？

フェルシア：……ク・バルカン。なにか、私に隠していない？

ＧＭ：「このわたくしめが？　とおんでもない!!」

一同：うわ、あやしいっ!?


アム：その一瞬のためらいは、どう考えてもまだなにか秘密がありそうな……。

ＧＭ：だね。シグの質問を肯こう定ていするのにためらったのはまちがいない。実は、シグの質問はまちがってはいないが、本質をズバリついてはいない。ただ、そこは訂正するより、スルーしたほうが、ク・バルカンは自分にとって都合がいいと考えたのだ。

ベネット：まだまだ、真実は隠されている。

ＧＭ：この世界の数人だけが知っている真実。たぶんガイアもそれに含まれる。たぶん過去のフェルシアも知っている。

シグ：……なんか、引っかかるが……まあ、行かないって選択肢しはないのだろう、エイジ？

エイジ：そうだね。少なくともクラン＝ベルに戻したウェルチが危ないのはたしかだ。

ＧＭ：「クラン＝ベルに行くのは止めぬ。だが、その〝鍵〟のひとつは、ここに置いていくのが賢明じゃろう」

ベネット：……なんででゴザるか？

ＧＭ：「敵は〝鍵〟をあつめている。〝鍵〟を継承する子供たちもクラン＝ベルに集めている。これはとても危険なことじゃ、エイジ君………（あやしい口調で）わしを、信じなさい」

一同：ダメだっ!!（大爆笑）

ＧＭ：え、え……？（←善人っぽい口調でしゃべったつもりだった）

ベネット：あやしいでゴザる！　お前、本当にク・バルカンなのか!?

ＧＭ：………えーと……では……ク・バルカンは穏おん和わな瞳ひとみでそう言った（一同超爆笑）。

ベネット：お、穏和な瞳かあ……（笑）。

シグ：穏和な瞳ならしょーがねえな（笑）。

フェルシア：うーん。もし〝鍵〟を残していったとして、ここが襲われないという保証は？

ＧＭ：「ない。……が、ふたつの鍵を持ったままクラン＝ベルに向かうのも、じゅうぶんリスキーだとは思わないかね？　鍵をひとつ残していけば、リスクは分散される」

フェルシア：……どうする？　エイジ。

エイジ：一理あるような気がする。分割して持ち歩くのは悪くない、うん、火の鍵は置いてクラン＝ベルに行こう！

ＧＭ：「行くのなら、これだけは憶えておくのじゃ。かつて、あのガイアでさえ、魔将を相手に勝利を得ることはできなかったのじゃ。もし、三人の魔将がクラン＝ベルにそろっていたなら、やはり君が勝てる可能性は……ない」

エイジ：（シリアスに）……僕ひとりだったら、たしかに勝てないかもしれない。でも……。

ＧＭ：「今は、こんなに立派な仲間がいる、か？」

エイジ：……って、僕のセリフを取るなよっ!?（笑）

ＧＭ：「青臭いセリフじゃ」

シグ：……お前、ホントに俺らの味方なのか？（一同爆笑）

ＧＭ：「……だが、そーゆー考え、わしはキライじゃないぞ！」（一同超爆笑）

ベネット：認めてるんだか、認めてないんだか、ハッキリするでゴザるっ!!（爆笑）

エイジ：なんか、その年にして……。

シグ：少年のような心を（笑）。

ＧＭ：ここでおもむろにク・バルカンは表情を引き締め、言った。「さあ、一刻も早く行きたまえ!!　クラン＝ベルはすでに襲撃を受けている」

一同：先に言ええええええぇえ―――っ!?（笑）

ＧＭ：「聞いた話では、戦いは常にクラン＝ベル側が裏をかかれて、魔族側の有利に進んでるらしいぞ？」

ベネット：内通者がいるっ!?

シグ：おいシルヴァっ!?　転送石かなんかで直接クラン＝ベルに行くことはできんのか!?

ＧＭ：（ちょっと考えて）「……採さい用よう!!　その作戦、面白いっ!!」

シグ：……お前、面白ればなんだってイイと思ってるだろうっ!?（笑）

ＧＭ：「いいえ？　ヘタをするとすでにクラン＝ベルは陥かん落らくしていて敵のど真ん中に放り出されることになるけど……逆に言えば最高の奇き襲しゆう攻撃になるかもしれないわ！」

シグ：い、いらんこと言ったか……俺……？

ＧＭ：「準備は五分で完了させる。……健闘を祈る！」シルヴァは力強い笑みでそう言った。

アム：ザッ、と敬礼します！（一同爆笑）

ＧＭ：だから軍隊ネタはやめろって！（笑）




　……シルヴァの言ったとおり、転送石の準備は五分で完了した。

　その五分の間に、一行はポーションをしこたま買い込み―――転送室へとおもむく。




ＧＭ：すでに準備は完了している。淡い光が部屋を満たし、君たちの転送が始まった―――。……とゆーとこで、キミたちは転送石の光に包まれ、敵陣に乗り込んでいく。と、ここでシーンを切り、クライマックスに突入しよう!!











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆急きゆう襲しゆう！




　クラン＝ベルの神しん殿でん中央の間に―――ふいに光が、噴ふき上がる。

　光の中から、もつれるように転がり出てきたのは……。




　五つの人ひと影かげだった。




ＧＭ：では、クライマックスに突入だ！　ふいに、キミたちの視し界かいが、開ける！　異い空くう間かんの、白い光の世界から現げん実じつ空間に……君たちは飛び出た！

アム：……おおっ、はやっ!!（笑）

ＧＭ：そこは石いし造づくりの円形の大きな部屋。壁かべなどに刻きざまれた文様などが、そこが神殿の中であることを理り解かいさせる。床ゆかに描えがかれた魔ま方ほう陣じん。その中央に突つき立つ、転送ゲート用と思われる光の柱―――。

シグ：どうやら、うまくいったようだな。

ＧＭ：周囲を見回せば、「……お？」という顔で立つひとりの男。なにが起こったんだか認にん識しきできていない番兵の、まぬけな顔とご対面するが……。

シグ：よ！

ＧＭ：「はぁぁぁぁぁああああ……っ!!」（一同爆笑）

アム：〝ゴィン!?〟

ＧＭ：……〝どさっ〟。

アム：ふう、危ないとこだったわ……。

エイジ：ア、アム……。

シグ：ふう、ここで侵しん入にゆうに気づかれるわけにいかないからな。

ＧＭ：…………。妖よう精せいが言った。「シ、シグさんシグさん。これ……犯はん罪ざいじゃないですか？　人道的にどうなんですか？」

シグ：お前たちはこの〝のっとぎるてぃ〟というギルド名をどう思う？

ＧＭ：「…………なんて言うかこう……実にいいわけくさいとゆーか……」

シグ：（シリアスな口調で）ならば、それがすべてさ……（一同大爆笑）。

ＧＭ：「は、はわわわ……なんか、よくわかったです。あなたたちとゆーものが」

エイジ：ま、すべてが終われば、すべてが変わるさ。

シグ：ま、無罪にはなるだろ。

フェルシア：……魔ま族ぞくの計画をくだければ、ね。

ＧＭ：……キミたちは部屋を出て廊ろう下かへと出る。そこにある窓まどから、クラン＝ベルの街が一望できる。

アム：どんな様子？

ＧＭ：うむ、街を囲む壁の向こうに、無数の篝かがり火びが見て取れる。神殿の中にまで届とどく、破はじ城よう槌ついが門を押おし破やぶろうとする音―――地じ響ひびき。

フェルシア：……やはりもう攻せめられてる!?

エイジ：でも、滅ほろぼされたわけじゃない！　まにあった！

ＧＭ：〝ドッ……ズドォォン……パラパラパラ……〟「ダメだ――っ、外がい壁へきが突破されたぁぁああっ!!」

一同：うおっ!!

ＧＭ：錯さく綜そうする兵士たちの声。「……なぜ、北側から敵てきが攻めてくる。情じよう報ほうでは、南側からではなかったのか？」「情報が混乱している模様です！」

シグ：状じよう況きようは悪いようだな。

エイジ：では、窓から突破されたところをよく見てみる。

ＧＭ：街を囲む外壁の一画……門がある場所から、無数の篝火が街の中に流れ込んでくるのが見える。目をこらせば、オーガやフォモールなど……あきらかに人外の軍ぐん団だんが見て取れる。次々と、街のあちこちであがる火の手。

ベネット：たーまや―――っ!?（笑）

フェルシア：……なんで外壁を突破されたばかりなのに、街のあちこちに火の手があがるの。

エイジ：……なんか、すっごい負けそう。

シグ：内通者がいて、敵を手引きしてるのか？　情報を混乱させた上に、城門を破るタイミングに合わせて内部からは反乱。きわめてまずい。

フェルシア：……とりあえず、今の神官長かウェルチを探さがしましょう。

シグ：神官長……大だい丈じよう夫ぶか？　俺おれたち、この街のおたずねものだぞ？（笑）

エイジ：いや、この状況だし、手助けするといえば……いやとは言わないだろう。……行こう！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　戦況は、きわめてクラン＝ベル側に不ふ利りな状況で進みつつあった。

　流れ込んだ魔物たちの雄お叫たけびと怒ど号ごう。

　民みん衆しゆうの悲鳴。

　そんな声にならない声が渦うず巻まく中―――エイジたちは、神しん殿でんの廊下を駆かけ抜ぬける。




ＧＭ：―――では、君たちは勝手知ったるなんとやら、その数ヶ月ぶりに戻もどってきた神官長の部屋のドアに立った。

シグ：では、〝キイッ……〟とドアを開けて、ひょいっと妖よう精せいを投げてみる。

ＧＭ：〝……コロコロコロ（←転がっている）……ヒタッ！（←立ち上がった）〟トコトコと妖精は歩いていく。

一同：…………。

アム：（いきなり妖精になって）「……ぎゃああああっ!!」

シグ：パタ（扉とびらを閉とじる）。（シリアスな声で）………やられたか（一同爆ばく笑しよう）。

エイジ：なにやってんだっ！（笑）

シグ：……って、ホントにやられたのか!?

ＧＭ：い、いや……（笑）。えーと、部屋の中から……「なんだこれは？」という、男の声。「これは妖精――こんなところに妖精がいるというのか？」

シグ：……という声がするんですか？

ＧＭ：うん、男の若わかい声がする。

シグ：…………………（しばし考えて）……やめよう。二匹ひき目めは送り込こむのはやめよう。

ＧＭ：「……そこに誰だれかいるのかね？」

エイジ：「誰の声？　聞いたことはある？」

ＧＭ：現げん在ざいの神殿のトップの人だろうが……聞き覚えはない。「……さあ、入ってきたまえ」

シグ：なんだこの高飛車な口調は。いやな予感がするぞ。

エイジ：いや、入らねば話が進まない。入ろう。

ＧＭ：執しつ務む室しつにはどこか余よ裕ゆうを感じさせる笑えみをうかべ、足を組んで座すわっている男がいる。もちろん神官服を着ている。

シグ：妖精は？

ＧＭ：妖精は、神官の手にしているワイングラスの中にぽちょんと（一同爆笑）。

シグ：ど、どこに入れられとるんだ！（爆笑）

ＧＭ：きゅーくつに押し込められとるぞ。

シグ：……なんてひどい（笑）。

ＧＭ：「……ガボガボガボっ!!」ワインの中でおぼれている妖精。

シグ：だからなんで水の妖精が溺おぼれるんだよっ!?


ＧＭ：（ワイングラスをあおり妖精ごと飲み干ほすジェスチャー）

シグ：飲むなあああああああああああああっっ!!（笑）

エイジ：その神官の人に言うぞ。あ、あの……僕ぼくたちはこの街を救……。

ＧＭ：「ふむ、人の部屋に入った時は、まず自分から名乗るのが礼れい儀ぎではないかね？」

エイジ：あ、僕の名はエイ……！

ＧＭ：「―――エイジ君」

エイジ：あ、ご存ぞんじでしたか（笑）。

ＧＭ：男は、視し線せんをひとりずつ移しながら―――「キミは、アム君。キミはヴァンデルに雇やとわれていた、シグ君。君は、フェルシア君か。そして…………（ベネットに視線を移うつす）」

ベネット：……。

ＧＭ：「……」

ベネット：はろー（一同大爆笑）。

ＧＭ：「…………」

ベネット：…………拙せつ者しやが誰か当ててごらん。当たったら、賞品としてこの〝鍵かぎ〟をさしあげるでゴザる（笑）。

エイジ：あげるなああああっ！

ＧＭ：「……ほう、〝鍵〟？　……わざわざ、持ってきてくれたのかね？」

ベネット：しまった―――っ!!

ＧＭ：「では、渡わたしてもらおうか？」

ベネット：あ、いや、ほら……当てないと賞品はあげないから。……あと三秒。

ＧＭ：「残念ながら、キミの名前はわからない」

ベネット：はははははっ！　拙者の勝ちのようでっ!?

シグ：……なに勝ち誇ほこってるんだ。お前は。

ＧＭ：「―――さて。キミたちは、このクラン＝ベルでお尋たずね者に、なっていたはずだが？」

エイジ：あの、それはその……今はこの緊きん急きゆう事じ態たいですし……その話はひとつ、今は忘わすれていただけると!!

ＧＭ：「つまり、キミたちは魔ま族ぞくを撃げき退たいしようと、この街にやってきた。だから、お尋ね者になっている件けんは、今は忘れろ―――そういうわけか？」

エイジ：ええ、今は人間同士で争っている場合じゃない……そうは思いませんか？

ＧＭ：「なるほど―――一理ある」

エイジ：……ふう。

ＧＭ：「―――では、聞こう。キミたちに具体的に策さくはあるのかね？」

エイジ：この攻こう撃げきをしている指し揮き官かんの居い場ば所しよを知りたい。そいつを直撃して倒たおす！

ＧＭ：「……なるほど？」

フェルシア：……で？　ウェルチはどこに？　それに貴男あなたの名前、うかがっていませんが？

ＧＭ：「ウェルチ君は大事な仲間だから、ね？　他の場所に移うつってもらったよ」

エイジ：では、ウェルチの元に案内していただけ……。

フェルシア：大事な仲間、ね。とゆーことよ、エイジ。もう、わかったでしょ？

エイジ：え……。

ＧＭ：「……さて。あらためて名のらねば、ならないな。私は―――」というところで全員、感知で判はん定ていして。

シグ：う？

一同：（ダイスを振ふる）。

ＧＭ：（出目を見て）……ベネットとアムが成功か。では、ふたりは気づく。男から少し視線をずらした視界の隅すみ―――執しつ務む机づくえの陰かげに転がっている……二本の足に。

アム：……あ、足？

ベネット：……………ヒっ、ヒぃィッ!?　ああああああししっしいしししいいっ!?

エイジ：……うあっ!?

ＧＭ：「……私は、神官長の補ほ佐さを務つとめる、ヴェルデュールだ。以後、お見知りおきを」

アム：ヴェルデュールっ!?　それって……。

エイジ：〝風の鍵の魔将〟か！

ＧＭ：言った瞬しゆん間かん、男の身から体だは稲いな光びかりのような青白い光を放ち、風をまとい始める。

シグ：ほ、ほんとにヒドイなこの街……魔族に占せん拠きよされてるよ。

ＧＭ：「……ずいぶんと長い時間が、かかったよ。しかしこの街を根城にする意味も、そろそろなくなってきたので、ね」

アム：じゃあ、そこに倒たおれてるのは……。

ＧＭ：「ヴァンデルくんにかわって、神官長になられたクルストさまだ。私の言うことに素す直なおに賛さん同どうしていただけなかったのでね、さきほどご引いん退たいしていただいた」

シグ：人生からご引退ってわけか。

ＧＭ：「―――さて、エイジ君。キミは私に、ウェルチ君の元に案内してほしいと言った。敵てきの親玉をたたく、とも。―――どちらを優ゆう先せんするかね？」

エイジ：それはもちろん……こうだっ!!　と、剣けんを抜ぬいて斬きりかかるっ！

ＧＭ：だが、その剣はあっさり空を切った!!「……はーっはっは！」美しいブロンドの髪かみをなびかせ、残ざん像ぞうを残しながらバックステップする神官長補佐!!（一同爆ばく笑しよう）

エイジ：ぶっ!!

ＧＭ：彼は、キミを見下しながら、言う。「（シリアスかつニヒルな口調で）フ……遅おそい、あまりに遅すぎる。キミの剣では、この私をとらえることはできない」

エイジ：ぐ……！

ＧＭ：エイジを小こ馬ば鹿かにするように首をかしげ、瞳ひとみを閉とじて自分に陶とう酔すいした口調で……言う。「―――私は、風だ」（一同大爆笑）「風を剣で斬ることはかなわぬ」

エイジ：そりゃそーだいやそーじゃなくて！　だが、お前を倒たおさないわけには、いかない！　と、再ふたたび剣を……！

ＧＭ：「……ウェルチ君が大事なら、追ってくるがいい!!　キミたちにも、来ていただかないと困こまるので、ね」そう言って、ヴェルデュールは……。

エイジ：逃にげるっ!?　待て……っ！

ＧＭ：ヴェルデュールは背せ中なかで壁かべを押おして……〝ぐるんっ！〟壁はくるっと回転し、彼は奥おくにあった通路の闇やみへと消えた（一同大爆笑）。

一同：おおっ!?（一同大爆笑）

ベネット：どっ、どんでん返しっ!?（大爆笑）

フェルシア：し、神しん殿でんにこんな仕し掛かけが……!?

一同：……………………。

エイジ：……は！　ぼーっとしてる場合じゃないので、追いかけよう！　そのどんでん返しの壁を押し開……。

ベネット：いやっ、これがどんでん返しなら、一度ひっくり返ると、中からどうにかしないと二度と開かないでゴザる!!　ニンジャ、ウソつかないっ!!

エイジ：他の抜け道を探さがそう!!

フェルシア：……そうね、そうしましょう！

アム：あ、いちおーその壁を押してみよう。

ＧＭ：〝ぐるんっ〟。開いた。

アム：開いたわよ。

一同：……………………。

シグ：……よ、よし行こう！　……の前に、ワインの中から妖よう精せいを救出（笑）。

フェルシア：赤くなってる（笑）。

ＧＭ：「……ひっく」

シグ：よ、酔よってるっ!?

ＧＭ：「……うぷっ、えろえろえろ」（一同爆笑）

シグ：頭の上で吐はくなあああああああああっ!?

ＧＭ：……どんでん返しをの向こうには、地下へと続く螺ら旋せん階かい段だんが現あらわれる。

ベネット：では、ゴロゴロ転がりながら進むでゴザる！　ごろごろごろっ……止まらなぁああああいっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：……（笑）。どこまでも続くかのような螺旋を、キミたちは足元を注意しながら降おりていく。ややあって……そうだな、十五分ほどもくだると―――。

シグ：長っ!!

アム：よ、酔いそ～！

ＧＭ：（突とつ然ぜん妖精）「えろえろえろえろ～！」

シグ：だから吐くなああああっ!?




　　　　＊　　　＊　　　＊




　螺旋階段をおりた先。

　そこで、エイジたちの行く手にそびえ立ったのは、巨きよ大だいな鉄の扉とびらだった。




エイジ：……なんだ、この大きい扉は。

ベネット：ま、まるで、人が通るためのものじゃないみたいでゴザる。

ＧＭ：巨人が通ってもおかしくないぐらいの大きさはあるね。

エイジ：この先に、奴やつはいるんだろ。行かないわけにはいかない。と、扉を押します。トラップとかないよね。ないよね？（笑）

ＧＭ：ここにはトラップはない（笑）。ついでに言えば、扉は少し、開いている。

エイジ：……お？　では、ちょっと中をのぞいてみると……。

ＧＭ：キミは、扉の隙すき間まから部屋の中をのぞく。―――そこは、広いドーム状じようの空間になっていた。部屋中に刻きざまれた不思議な文様。床ゆか一面に描えがかれた魔ま方ほう陣じん。……なにか呪じゆ術じゆつ的な儀ぎ式しきを執とり行なう場所であろうことは、感覚的に理り解かいできた。部屋の奥には、さらに扉がひとつ見える。

エイジ：他ほかには？

ＧＭ：部屋の中に、人ひと影かげがふたつ。奥の扉のすぐ手前には、青白い光を放つ者。

シグ：ヴェルデュール？

ＧＭ：いやちがう。それは、雷らい光こうをまとった女じよ性せいのようなシルエットだ。まあ、人影というよりは、……精せい霊れいっぽい雰ふん囲い気きだね。

エイジ：もうひとりは？

ＧＭ：もうひとりは部屋の中央、やや手前。奥の人物と向かい合わせ……対たい峙じするように立つ、華きや奢しやな人影だ。おそらく、傷きずついているんだろう。左手で右の横よこ腹ばらをおさえ、肩かたで大きく息をしている。

一同：お？

ＧＭ：奥の女性のシルエットが、手前の人物に語りかける。「……さ、お嬢じようちゃあん？　そこまでぇ？　そろそろ観念しちゃったほうが、いいんじゃな～い？」

シグ：すると、手前にいるのは……。

エイジ：ウェルチ！

ＧＭ：そう、彼女だ！　ウェルチの周囲には、幾いく体たいもの異い形ぎようの怪かい物ぶつ・巨きよ人じん・魔族が倒れているのが見て取れる。

エイジ：ひとりでやったのか!?　ど、どーやって！

ＧＭ：拳こぶしで！　ヴァンデル譲ゆずりの！（笑）

シグ：なんて、男らしいっ!?

エイジ：扉とびらを開け放って……叫さけぶ！　ウェルチ！　助けに来たっ！

ＧＭ：すると彼女は、くるりとうしろを振ふり向いて……。

シグ：バカっ！　こーゆーシーンで声をかけると、演えん出しゆつ的には……！

ＧＭ：エイジたちのほうを振り向いた彼女は、次の瞬しゆん間かん―――〝どんっ!!〟奥おくの女性から放たれた衝撃波に吹ふき飛ばされて、キミたちの方へと転がってくる。

エイジ：ああっ！　ボクが声をかけたばっかりにっ！（一同爆ばく笑しよう）あわてて駆かけ寄よって抱だき起こす!!

ＧＭ：では、エイジの腕うでの中で―――ウェルチは必死に笑え顔がおを作って……震ふるえる声で言う。「……エイジさん、わたしがんばりましたよ」

エイジ：ああ、キミはすごくがんばった。あとは、僕たちにまかせて……休むんだ。

ＧＭ：「―――はい」ウェルチは、そのまま眠ねむるように意い識しきを失った。

エイジ：では、ウェルチを壁かべ際ぎわに寝ねかせて―――奥の精霊をキッ、とにらむ！

ＧＭ：それは、人をかたどった光。その表ひよう情じようは、妙みように冷たく無む機き質しつだ。「……やっとお客様が全員、そろったようねえ？　ウェルチちゃんもろとも、あとでまとめて〝調教〟してさしあげますわ」

一同：調教っ!?

ＧＭ：まちがえたっ、〝調整〟だっ！

シグ：調整……？　どーゆー意味だ？

ＧＭ：その声に、女性は答える。「……あら？　……用事があるのは、エイジ、アム、ウェルチ様の三人。（シグに視し線せんを送って）……お前は、いらない」（一同爆笑）「（ベネットに視線を送って）……というかお前は、誰だれ？」（一同大爆笑）

ベネット：おまえもかぁっ!?　お前も拙せつ者しやの存そん在ざいを無む視しするのかあっ!?（笑）

シグ：安心しろ、ベネット。さっきから、俺おれの方がどーでもいい扱あつかいを受けている気がするからな！

ＧＭ：「そんなコトないですよ」と、妖よう精せいが言った（一同爆笑）。

シグ：お前が言うなっ!!（笑）

ベネット：だいたいお前ら、あの精霊がなんだかわかるでゴザるか？

シグ：三妖精は答える。「わかりません」「わかるわけねえだろ」「……ヒック」（一同大爆笑）

ＧＭ：そんなオチかよ!!（笑）つか、妖精の性せい格かく……なんか変わってないか（笑）。いちおー、妖精の長女はなにかに気づき答えることにしよう。「……推すい測そくでしかないが、あれの存在を聞いたことがある」

シグ：おお！

ＧＭ：「おそらくあれは、フューリーにきわめて近い存在だな」




フューリー

『アリアンロッド』上級ルールブックに掲けい載さいされる、火属ぞく性せい、15レベルのエネミーである。

　この世界に強い憎にくしみを持った女じよ性せいが死後、アンデッドとなった存在だ。




フェルシア：……………………。

シグ：（フェルシアを見て）………悲しいんだな、フェルシア。わかる、わかるぞ。

フェルシア：…………。

シグ：フェルシア、火属性の魔ま法ほうばっかりだからな（笑）。火属性の敵てきに、火属性の攻こう撃げきは効きにくい（笑）。

ＧＭ：あ、正確に言うとそのエネミーはフューリーじゃない。フューリーの属性が〈風〉＋〈光〉になったエネミーと考えてくれ。

アム：ああ、雷らい光こうをまとってる……とか言ってたもんね。

ＧＭ：うい。神奈川県の井い川がわ祐ゆう介すけくんによると、フューリーと属性ちがいのアンデッドは、何種類かいるらしい。

シグ：らしいってなんだよっ！（笑）

ＧＭ：いや、読者投とう稿こうなので（笑）。エネミー名は〝ヴァイオレント〟という。
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シグ：ふむ。〝風の魔将〟の部下だから、属性に風がはいっているというところか。

ＧＭ：「さあて、始めましょうか僕たち？　楽しませてちょうだい？　反はん抗こうする気力すら起きないほど痛いためつけて、そののちに……うっふっふ？」

一同：うっふっふじゃねえええっ!!（笑）

エイジ：……お前たちの好きにはさせない！　ヴァンデルの残した邪じや悪あくな遺い産さんは、僕ぼくたちがすべて吹き飛ばす!!

ＧＭ：〝……パチパチパチ〟エイジの言葉を受けるように、部屋の奥から拍はく手しゆが鳴った。「素す晴ばららしい意き気き込ごみだ、エイジくん。せいぜいはりきって戦ってくれたまえ」

エイジ：う？

ＧＭ：気がつけば、部屋の奥にもうひとりの人ひと影かげがいつのまにか立っている。

エイジ：ヴェルデュール！

ＧＭ：そのとおりだ！　しかし、それは先ほど見た彼とはちがい……魔族としての姿すがたを現あらわしている！「ヴァンデルの遺産をどうするんだって？　それを受け入れるために、キミたちをここにお呼よびしたというのにねえ？」
















アム：受け入れる？

ＧＭ：「そうさ。わからないのかね？　キミたちをわざわざここにお呼びした理由が。痛めつける前に、一いち応おう聞いておこう？　素す直なおに、私の仲間になるつもりはないかね？」

エイジ：……断ことわる!!　僕たちは、お前を倒たおし……〝鍵かぎ〟を取り戻もどす！

ＧＭ：「ふむ、それは残念だ。では、キミたちを戦せん闘とう不ふ能のうに追い込んでから、ゆっくり魔将化するとしよう」そう言うと同時に、床ゆかの魔ま方ほう陣じんが一いつ斉せいに、どこか禍まが々まがしい光を放ち始める。

一同：……う？

ＧＭ：「ここは、ヴァンデルが造つくった研究室にして……儀ぎ式しきの間さ。キミたちを身動きひとつできなくしたあと、ゆっくりと邪悪化……そして〝鍵〟を埋うめ込み、魔将へと〝調整〟してあげよう」

一同：げげ！

シグ：そーゆー話なのか!!

ＧＭ：「気づかなかったのかね？　魔将がクラン＝ベルに向かっているらしい、とカナンの情じよう報ほう網もうにリークしたのは我われ々われ自身さ。正せい義ぎ漢を気取った、魔将の素そ材ざいたるキミたちがのこのことやってくると思ってね」

アム：ちょ、ちょっとあとずさりします。火の鍵、おいてきてよかった……。

ＧＭ：「なに問題ない。キミを邪悪化したのちに、キミ自身に〝鍵〟をとりにいかせるさ」

アム：ひ―――っ!!

フェルシア：……わたしがついていて、そんなことを許ゆるすと、思う？

ＧＭ：「……〝銀の髪かみの〟フェルシア、か。フン、ヴァンデルに記き憶おくと力を封ふう印いんされたお前に、なにができる。〝監かん視し者しや〟としての力を持たぬ貴き様さまなぞ、そこらの冒ぼう険けん者しやとなんらかわらぬ。ひねりつぶしてくれよう!!」

シグ：〝銀の髪の〟……？

フェルシア：〝監視者〟……？

シグ：ふ、伏ふく線せんめいたことを……（笑）。

フェルシア：その言葉を聞いて、頭が痛み始めます。う、うう。

エイジ：ヴェルデュール！　そんなことは僕がさせない！　お前たちの野望が、僕たちが……ギルド〝のっとぎるてぃ〟が打ち砕くだくっ!!

ＧＭ：「……やってみたまえ！　では、戦いを始めよう！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、戦闘を始める……っ、……前に。

一同：お？

ＧＭ：「……キミたちは五人で、こちらはふたりか。少々不公平だな」そう言って〝パチン！〟、指を鳴らす。すると、奥おくで固まっていた水すい晶しようでできた彫ちよう像ぞうが〝ゴゴゴ……〟と動き出す!!

フェルシア：……クリスタルゴーレム!?

ＧＭ：「そのとおりだっ!!」




クリスタルゴーレム

『アリアンロッド』上級ルールブックに掲けい載さいされる、13レベルのエネミーである。

　錬れん金きん術じゆつと魔術、両方の技ぎ術じゆつで造つくり出された水すい晶しよう性せいでできたゴーレム。

　魔法防ぼう御ぎよ力りよくはないが、高たかい防ぼう御ぎよ力りよく、範はん囲い攻こう撃げき、飛行能力まで備そなえた強力なエネミーである。




シグ：全部で……三体か！　こっちの戦術に、引き込むぞ！

エイジ：……《陣じん形けい》使用！

ＧＭ：ヴェルデュールの行こう動どう値ちは16、クリスタルゴーレムが15、ヴァイオレントが11!!

シグ：うむ、敵てきは全員、俺たちより速い（笑）。

エイジ：《陣形》で接せつ敵てきする！

シグ：俺も接敵!!

ベネット：拙せつ者しやは退がるでゴザる。弓ゆみをギリリと引き絞しぼりながら。

エイジ：で、ばらける！　範囲攻撃くらうわけにはいかんからな！

シグ：とにかく、ボスから20メートル以内にいてくれ。でないと《プロテクション》をとばせない！
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ＧＭ：く、ばらけやがった……《陣形》やだな……。

ベネット：このパーティの戦術のキモだ。

シグ：防御は俺ひとりが担たん当とうしているから、範囲攻撃を撃うたれたら壊かい滅めつする。このパーティ。

ＧＭ：では……キミたちが《陣形》を使ったのと同じセットアッププロセスで、ヴェルデュールは自分に対して《イメージボディ》を使用!!

ベネット：うわ！　こっちからの命中判はん定ていにダイスが１個こマイナスされる！　一回攻撃すればとけるんだっけ？

ＧＭ：うい、そのとおり。……では、ヴェルデュールの行動！　マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ヴァイオレントウィンド》!!

シグ：《マジックブラスト》!?　こいつメイジ／ニンジャかっ!!




《ヴァイオレントウィンド》

　衝しよう撃げき波はで対象を切り裂さく、ニンジャの特とく殊しゆ能のう力りよく。




ＧＭ：対象はエイジ、シグ、アムのエンゲージだな。〝シュッ……〟ヴェルデュールが、指で空を切ると、そこで巻き起こった真空の刃が《マジックブラスト》で拡大され……風の刃の嵐となって三人を切り裂く！　10＋３Ｄ６で（ダイスを振って）……15！

シグ：フェイトを使ってよけた方がいいか!?　全員はかばいきれんから誰かよけてくれ!!

アム：ええい、フェイトをふたつ使っちゃえ！（ダイスを振る）……よけっ！

エイジ：じゃあ、僕もフェイトを一点使ってよけ……。

シグ：いや待てエイジ！　ヴェルデュールの回避能力が高いこと考えると、フェイトは命中に回したほうがいい！

エイジ：あ、なるほど！　さすが作戦参さん謀ぼう！（笑）取っておこう。素でいく……（ダイスを振る）……失敗！

シグ：俺は、んー……（いろいろ考えて）……一点だけ使用！（ダイスを振る）……失敗!!

ＧＭ：ダメージいくぞ！（ダイスを振る）……34点！

フェルシア：……でかっ！

シグ：エイジに《プロテクション》!!（ダイスを振る）えーっと、19点軽けい減げん!!

エイジ：さらに防御力で４点止めて……11点ダメージ！

シグ：で、俺は魔法防御で10点軽減できるんで、24点ダメージか。セレスチャルシールドのおかげでだいぶ防げる！

ＧＭ：ではクリスタルゴーレムの行動！　マイナーアクションで移動するんだが目標は……ダイスでランダムに決めよう（と、ダイスを振る）。

一同：あ。

ＧＭ：（無言でベネットのプレイヤーを見る）。

ベネット：……に、にこり（一同爆笑）。

ＧＭ：クリスタルゴーレムは、ゆっくりと動きだし……ダンダンダン！　と豪快な足音をたててベネットの元に走り込む!!

シグ：は、はやい！（笑）

ＧＭ：ベネットの眼前、腕を振り上げ……なぐる!!　命中判定は10＋３Ｄ６で……（ダイスを振る）……19!!

ベネット：フェイトを一点使用するでゴザる！　奴の攻撃があたったら、拙者は……死ぬ!!（ダイスを振る）……ぎゃわ――――――っ!?（←あたった）（一同爆笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは38点っ!!

ベネット：ぼぅはあっ!?

シグ：ベネットに《プーロテークショーン》!!（ダイスを振る）……18点防御!!

ベネット：でも20点抜けてきたでゴザーる!!　うお、死ぬ死ぬ―――っ!?（笑）

ＧＭ：ここでヴァイオレントの行動！　シグに《エアリアルスラッシュ》!!　スキルレベルは５なので、命中が＋５されてダメージが６Ｄ６！　17＋３Ｄ６で……（ダイスを振る）……28っ!!

シグ：そんなのよけられるか！（ダイスを振る）……だめ!!

ＧＭ：ヴァイオレントの放ったカマイタチ……目に見えない風の刃が、シグをとらえた！　ダメージは（ダイスを振る）……28点!!

シグ：……自分に《プロテクション》!!（ダイスを振る）16点軽減、ダメージは２！

ＧＭ：そんだけっ!?

シグ：セレスチャルシールド、強い！　魔法防御力が４点上がってるからな！　借金ありがとう！

ＧＭ：とりあえずこっちの攻撃、終わり！

フェルシア：……ここでわたし。エイジに《アースウェポン》。（ダイスを振る）……成功。

ＧＭ：《アースウェポン》、とってたんだっけ（笑）。

フェルシア：今回予告、ありがとう（笑）。

ＧＭ：ここでベネットの順番！

ベネット：ここで拙者の順番だけど……ど、どうする。どうするどうする！　力強く《バーストブレイク》を目の前のヤツにたたき込むか!?（笑）




《バーストブレイク》

　大爆発を巻き起こし、周囲の敵のＨＰに直接ダメージを与える攻撃スキル。

　一シナリオに、一回しか使用できない。




シグ：悪くはないと思う。ここでエンゲージから逃げても、次のラウンド近づいて殴られるだけだ！　最優先でクリスタルゴーレム倒さなきゃいけなくなってきた。

ベネット：クリスタルゴーレムに《バーストブレイク》!!　フェイトを三点、使用！　おもむろに姿が消えると、矢が雨あられと降ってくるって演出で！　ダメージが……おお、すげえ。15＋５Ｄ６！（ダイスを振る）おお、目もいい！　36点!!

ＧＭ：ぐは！

ベネット：ではニヤリと笑みを浮かべて……〝カチリ〟（スイッチを押す仕草）。大爆発が起こります。

シグ：消えてから矢がどうこうってのはどこいったんだ！　なんだよ、スイッチって！（笑）

ＧＭ：……ベネットが術を使用した瞬間！　大爆発と共にクリスタルゴーレムの継ぎ目に、次々と矢が刺さっていく！

ベネット：ではそこに雷が〝ガガッ〟と落ちるという演出もぷりーず！　おお、拙者がかっこいい！　たまにはかっこいいもんだ!?

ＧＭ：が、次の瞬間。ささった矢をなぎ払って、ゴーレムは首をクキクキ、と（笑）。

ベネット：……バカな！　拙者の一撃を受けてまだ立っているなんて……（笑）。ヒ、ヒぃっ！　ま、待ってくれ!?

シグ：待ってくれじゃねーだろっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「キキキ、コノ風ノ軍、最強デアルくりすたるごーれむ、コノ程度ノ技デ破壊サレルトオモウナ」

シグ：しゃべった―――！（一同爆笑）って、また最強かよ！　ボスが部下全員に「お前が最強だから」って言っているとしか思えない！（笑）

ＧＭ：次はアムの行動だ。

アム：うーん……（行動を考えている）。

シグ：……少なくとも、アムは俺より攻撃力高い！　素直にクリスタルゴーレムを攻撃すればいい！

アム：では、攻撃をクリスタルゴーレムに！《フェイント》を入れて……（ダイスを振る）えーと、19と16だね。

ＧＭ：ってことは、19の方が有効か。（ダイスを振る）……回避失敗！

アム：ダメージは……（ダイスを振って）16点！

ＧＭ：キミの放った銃弾は、〝チュイーン〟と火花を散らして跳ちよう弾だんした。ダメージは０！

シグ：ぐ、物理攻撃はだめか！

フェルシア：……じゃあ次のラウンドで、アムに《アースウェポン》をかける。ベネット、もう１ラウンド、耐えて。

ベネット：ヒッ、ひぃっ!?

シグ：次は俺とエイジか。エイジ、先にいけ！

エイジ：わかった！　マイナーアクションで《バーサーク》、メジャーアクションで《バッシュ》!!（ダイスを振る）……15！

ＧＭ：ヴァイオレントの回避は７。８以上で回避（ダイスを振る）……よけた！

シグ：よけたか！　それじゃ、俺は当たらんか……？　とりあえず殴……。

ベネット：あの、拙者に《ヒール》はないんですか（爆笑）。ここで《ヒール》されないと、拙者は死ぬ！

シグ：おおお、すまんすまんすまん！（笑）忘れてた！《ヒール》するよ……（ダイスを振る）えーと、普通に成功なので、25点。

ベネット：全快！　ふう、危ないところであった。感謝するでゴザるよ！

ＧＭ：では、ここで次のラウンドだ！




　　　　＊　　　＊　　　＊
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ＧＭ：じゃ、次のラウンドのトップに回って、セットアップ！「ほう、ひとりも倒れないとは。ちょっと予定外だ」と、ヴェルデュールは面白げに、言う。

エイジ：お前の予想はこれから先、ひとつもあたらないさ！

ＧＭ：「面白い！　ならばその力、見せてみろ！」（戦場の配置を見ながら）……状況変わってないんで、同じように《マジックブラスト》と《ヴァイオレントウィンド》をエイジたちのエンゲージに！（ダイスを振る）……16！




　この攻撃の展開も、最初のラウンドと同じだった。

　シグはもともと回避能力は低く、エイジは《バーサーク》を使用しているため、回避で振れるダイスは一個。

　回避にフェイトを二個使用したアムのみが、回避に成功する。




シグ：さあ、ダメージこい！

ＧＭ：（ダイスを振る）……ぐ、さっきより低い！

シグ：その程度の攻撃ならば、どうとでもなる！《プロテク……!!

ＧＭ：待った！「ふん……ならば少しだけ実力を見せてやろう！」ここで《ソアスポット》を使用!!　ダメージで振ったダイスを二個、振り直す！　この、２と３の出目ね。

ベネット：きたきたきた―――っ!!

シグ：《ソアスポット》か！　ってことはこの先、低い出目がなくなるってことかよ！

ＧＭ：「（ニヒルな声で）……そういうことさ！」どりゃ!!（と、ダイスを二個振りなおし）………………ピンゾロ!!（一同大爆笑）

ベネット：す、すげえ、菊池さん！（笑）

シグ：（ゲラゲラ笑いながら）……奴め、手加減してやがるな!!（笑）

ＧＭ：「か、風の魔将ともあろう私がこの程度の余裕を見せないでどうする!!」ダメージは……28!!

シグ：エイジに《プロテクション》！（ダイスを振る）ええと、17点防御!!

エイジ：魔法防御力４だから、７点ダメージですんだ！

シグ：俺は18点減るから……残り【ＨＰ】が35か！　厳しい……！　ゴリゴリ削れてる!!




　続くクリスタルゴーレムとヴァイオレントの攻撃が、それぞれベネットとシグを襲う!!

　ベネットに《プロテクション》がとぶものの、彼女の【ＨＰ】はごっそり半分ほど削り取られる。

　だが、シグに対するヴァイオレントの攻撃が与えたダメージはたったの２点だった―――。




ベネット：シグ、防御力高たかっ!!

シグ：お前が低すぎるんだっ!!（笑）でも俺の【ＨＰ】も半分を切ってる！　自分にきた攻撃は《プロテクション》はってないから！

フェルシア：……とにかくクリスタルゴーレムを倒さないと、押し切られそう。全力で、いく。《ファイアボルト》、《フレイムロード》、《マジックサークル》で11Ｄ６。さらに……《マジックフォージ》!!




　フェルシアの全力の一撃が、クリスタルゴーレムを撃ち抜く!!

　魔法防御力０のクリスタルゴーレムは、この一撃で53ものダメージを受けるが……これで破壊されるほど柔ではない。

　続くシグは《ヒール》、アムは《マグニフィケーション》で仲間の回復に行動を消費する。

　特に、《シンセサイゼーション》を駆使したアムの回復能力は、もはやシグを越えていた。




《マグニフィケーション》

　ポーションをひとつ使用し、その対象を範囲（選択）に拡大する、アルケミストのスキル。




《シンセサイゼーション》

　ふたつのポーションをひとつのものとして使用する、アルケミストのスキル。




　また、最後に行動したエイジは、《アースウェポン》をかけられたことで、風属性のヴァイオレントの【ＨＰ】を着実にけずっていった。

　そして続く第三ラウンド―――。
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　ヴェルデュールが放つ《ヴァイオレントウィンド》に対し、シグはアムを《カバーリング》、自分に対して《プロテクション》を使用！

　クリスタルゴーレムとヴァイオレントの攻撃ののち、アムは再び回復役にまわり、残る四人は全員攻撃へと参加した。

　この攻撃の前に、最初に力尽きたのはクリスタルゴーレム。フェルシアのファイアボルトの前に耐えきれず、そのまま四散したのである。

　残る三人の攻撃はヴァイオレントに集中するも……【ＨＰ】を三点だけ残し、生き残る。




シグ：くうううう、残したかあああああ！

ＧＭ：次のラウンド！　セットアップで《イメージボディ》!!　そしてそのままヴェルデュールの行動だ！　《エンハンススペル》＆《ヴァイオレトウィンド》をシグに！
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シグ：やっぱり、俺か!!

ＧＭ：シグを倒さんと、戦況がかわらん!!「雑ざ魚こだと思っていたが……考えを変えざるえんな。倒すべきは、貴様だ！」10＋３Ｄ６……（ダイスを振る）―――22!!




　ヴェルデュールの攻撃は命中し、《ソアスポット》で低いダイス目を三つ振り直したにもかかわらず、ダメージはふるわない。

　続くヴァイオレントは、エイジに《魔光》を放つが……これまたシグの《プロテクション》に阻まれてダメージは０！

　この直後、フェルシアの《ファイアボルト》が、ヴァイオレントを捉え―――




ＧＭ：「ご主人さまあああああああ！」そんな悲鳴と共に、ヴァイオレントが四散した!!　あっというまにヴェルデュールのみか！「―――ほう？　噂以上の実力を持っている！」　だが、その口調は余裕たっぷりの笑みと共に吐き出されている！

ベネット：その余裕はすぐに打ち砕かれるでゴザるっ！《ディスアピア》《サプライズ》《コンシールアタック》で雷鳴の弓を撃つ!!　くくく、苦労した恨みを貴様の身体で血であがなってもらおうか。

シグ：だが、奴は《イメージボディ》を使ってるぞ？　ダイス一個減って当たるかっ!?

ベネット：けっけっけ！　それでも３Ｄ６振れるでゴザるっ！（ダイス振る）……15!!

ＧＭ：では回避！　11＋３Ｄ６で……（ダイス振る）。

シグ：11＋３Ｄ６ぅっ!?

ベネット：回避高ぇ―――っ!?　だめだよけられたでゴザるっ!?

ＧＭ：〝ヴンっ……〟ベネットの放った弓は、かき消えたヴェルデュールの残像を撃ち抜いただけだ。「どこを狙っている！　私は……風！　剣や弓で風をとらえることはできん！」

シグ：雷鳴の弓が当たらないとなると、［放心］もしない。となると、俺じゃ当たらん！　《インヴィジブルアタック》まで使って、エイジがやっと当てられるくらいか!?




　続くアムとシグは、ポーションを使用し自分の【ＭＰ】を回復するにとどまる。

　そして、エイジ。彼はマイナーアクションでヴェルデュールに接敵したため、《インヴィジブルアタック》を使用することができなかったものの……ベネットの攻撃により《イメージボディ》は効果を失っている。

　さらには、フェルシアにかけられた《アースウェポン》のおかげで、エイジの攻撃は風属性のヴェルデュールの防御力を０としてダメージロールを行なうことになる。

　このラウンドは、大ダメージを与えるチャンスでもあった。

　そして、ダイスの女神は、エイジに微笑んだ。




エイジ：命中は……（ダイスを振る）……クリティカルっ!!

一同：よっしゃ―――っ!!（笑）

ＧＭ：ぐはっ!?（ダイスを振る）クリティカルは……でない！　その一撃は、ヴェルデュールの身体を横よこ薙なぎにとらえたっ!!

エイジ：ダメージは（ダイスを振る）……47だ！

ＧＭ：47が……素通しかっ！　こいつ、回避は高いが、【ＨＰ】は多くないのに！

シグ：その回避能力の上に【ＨＰ】も高かったらずるすぎだ（笑）。




　戦いは、さらなる戦闘ラウンドに持ち込まれた。
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ＧＭ：「エイジ、キミは危険な男だ―――」そう言いつつ、セットアップで《イメージボディ》!!〝ブンッ……〟彼の身体が再び残像をまとい、ゆらぐ。

シグ：こいつ、ほんとにやっかいだな！

ＧＭ：さっき単体の攻撃力を上げてもシグに通じなかったから、再び《マジックブラスト》＆《ヴァイオレントウィンド》でエイジとシグのエンゲージに攻撃！　命中判定は10＋３Ｄ６……（ダイスを振る）18!!

エイジ：（ダイスを振る）避けられない！

シグ：（ダイスを振る）同じく!!

ＧＭ：では、ダメージに《マジックフォージ》使用！　攻撃は15Ｄ６!!

ベネット：15Ｄ６……平均すると50ちょいのくらいのダメージでゴザるな。でもこいつ、たぶん《バーストブレイク》もってるよなあ……。拙者の《インタラプト》で打ち消すとしたら、《マジックフォージ》か《バーストブレイク》か……（ちょっと考えて）……やはりダメージがダイレクトにくる《バーストブレイク》の方がこわいでゴザる！　ここは、《マジックフォージ》は通し!!

シグ：これで《バーストブレイク》持っていないといったら、こっちが拍子抜けだ！

ＧＭ：ではダメージいくぞ……（ダイスを振る）……うおっ！　すげっ！

一同：ぎゃ――――っ!?（笑）

ＧＭ：で、しかも低いダイス目を三個振り直し。（ダイスを振る）うりゃ！　……62点!!

シグ：62点!?　エイジの【ＨＰ】は今、38。まずこれが０になったところで《蘇生》を使って最大値の55まで回復させて……そのあとに《プロテクション》か……？

ベネット：迷ってる場合じゃないでゴザろう！《蘇生》をここで使わずいつ使う!?

シグ：では【ＨＰ】全快！《プロテクション》をエイジに！（ダイスを振る）……23点!!

エイジ：魔法防御力の４も含めてダメージを27点減少！　35点ダメージ！

シグ：こっちは62点をまともにくらうから……52ダメージ受けて残り27点!!

フェルシア：ではすかさずヴェルデュールに攻撃!!（ダイスを振る）




　だが、フェルシアと続くベネットの攻撃を、ヴェルデュールはいともたやすく回避する。

　しかし、余裕の笑みを浮かべた直後、アムの放った弾丸がヴェルデュールを直撃!!




ＧＭ：「なに……っ!?」

アム：そんな余裕みせてるから、当たるのよっ!?　もうここでフェイトをダメージに使う！　使えるだけ使っちゃえ、もう!!




　この一撃により、ウェルデュールへのダメージは合計78点となった。

　続いて攻撃に移ったシグだが、その攻撃があたる可能性が極きよく端たんに低いであろうことから、《ヒール》を使って自らを回復する。

　ここが勝負どころと、エイジは《レイジ》＋《バッシュ》……さらに命中にフェイトをつぎ込んで攻撃を当てにいくが……命中しない。

　戦いは、さらに次のラウンドへと持ち越した。
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エイジ：ここでギルドスキル使用！《限げん界かい突とつ破ぱ》!!

フェルシア：このラウンドのすべての判定値の達成値に＋５、ダメージに＋５。

ＧＭ：「……フン、こしゃくな！　ならば、問答無用で消し飛びたまえ！」《バーストブレイク》、ここで使う!!　でも……！

シグ：ベネット……よろしく！

ベネット：では、《インタラプト》―――っ！

ＧＭ：く―――っ。ヴェルデュールの巻き起こした暴ぼう風ふう……その中心点を……。

ベネット：拙者の矢が撃ち抜き、風をかき消したという演出で！

ＧＭ：「おのれ……！」風をかき消されたヴェルデュールが、ぎりっと奥歯を嚙かみしめ……ベネットをにらみつける！「こんな雑魚が……っ」

フェルシア：……私の、番。《ファイアボルト》!!（ダイスを振る）……25。

ＧＭ：え？　25もでるの!?

シグ：わはは、《限界突破》で＋５されからな！

ＧＭ：だ、だが、回避は11＋３Ｄ６だ！　よけるかもし（ダイスを振る）……ダメ、22！

フェルシア：11個で（ダイスを振る）……44。

ＧＭ：防御が５点で39ダメージ！　ダメージ合計[image: 112]！　あと【ＨＰ】が８点か！

シグ：ってことは……。

アム：ベネットがトドメをさすかもっ!?（一同爆笑）

ベネット：ご安心めされい！　それは絶対にありえない！　こーゆー場面で絶対ミスするのが拙者というキャラクターっ!!　それがお約束でゴザるっ！

エイジ：いいや……行け、ベネットっ!!　当てれば消し飛ぶっ!!

ＧＭ：「この私が……あのような雑魚に殺される!?　いや、それはありえぬ！」まるで自分を納得させようとするかのようにヴェルデュールは高笑いを始め……！

ベネット：（シリアスに）その耳障りな笑いを止めるでゴザるっ……と、奴の口を狙って撃つ!!《ディスアピア》《サプライザル》《コンシールアタック》（ダイスを振る）ダイス目が12の22の……24！

ＧＭ：13以上……（ダイスを振る）だめ、よけられない!!　雷光をまとった矢は、高笑いを続けるヴェルデュールをとらえ……っ！

ベネット：では、フェイト一点使って《ブルズアイ》の封印を解いて使用！（ダイスを振る）……44でゴザる―――っ!?

ＧＭ：―――それはさすがに落ちる!!　回避は高いが、防御スキル持っていないから……どうしよもない!!　矢に撃ち抜かれたヴェルデュールは……なにか信じられない出来事に直面したような表情を浮かべ……その場に崩れ落ちた。

ベネット：やったあああああああっ！　信じられないのはこっちでゴザる―――っ!?　拙者がボスキャラを倒すだなんて、あっていいのか『アリアンロッド』リプレイ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：うおお、なんかくやしいのはなぜだっ!?「―――ばかな、お前のような雑魚に……この私が……っ!?」床にはいつくばったまま、口から青黒い血を噴き出し……。

ベネット：それはこの一撃を受けてなお、立ち上がれてから言う言葉でゴザるな？




　そんなベネットのセリフが……。




　〝風の魔将〟ヴェルデュールが耳にする、最後の言葉となった。











ENDING PHASE









◆Ending 01◆〝鍵かぎ〟に秘ひめられた真実




　クラン＝ベル神しん殿でんの地下室に、風の魔将と名のった男の骸むくろが転がっていた。

　それを取り囲み、エイジたちは勝利の確かく信しんを得ていた。

　身から体だから、力が抜ぬけていくのがわかる。

　弛し緩かんしていく、緊きん張ちよう感かん。




　それは、五人の心の間かん隙げきをついた、一撃だった。




ＧＭ：……では、ここからみっしょん05のエンディングに入りまーす。

一同：ほーい！

ＧＭ：キミたちはヴェルデュールの屍しかばねを前に、その場にへたりこむ。傷きずが痛いたみはするものの、どこか心ここ地ちよい疲ひ労ろう感……達成感を感じていた。

ベネット：達成感ばりばりでゴザる！　ま、まさか拙せつ者しやがボスを倒たおすとは―――っ!?（笑）

フェルシア：……まだ言ってる（笑）。

シグ：結局、決め手はベネットの弓ゆみだったな。

エイジ：いや、シグさんの防ぼう御ぎよがなかったら、やっぱり生き残れなかったよ。

ＧＭ：結局、ヴェルデュールは〝鍵〟にまつわる者以外の存そん在ざいを甘あまく見すぎていた。そーゆーことだな（笑）。

ベネット：拙者をなめたのが敗はい因いんでげ……。

アム：……あっ!!

エイジ：ど、どーしたアムっ!?

アム：〝風の鍵〟はどーなったの！

ベネット：おどかすんじゃないでゴザるっ!!　また前回みたいにボスが立ち上がって拙者の背はい後ごに立っていたのかとっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）




「闇やみ色いろの血の騎き士し」、みっしょん04、Ending01参照である。




ＧＭ：ヴェルデュールは目の前で倒れてるだろが。どーやってうしろに立つんだ（笑）。

ベネット：ふう……脅おどかしやがって。けーっけっけっ、とボスを踏ふみつけるでゴザるっ！

シグ：なんでお前はそんなに雑ざ魚こっぽいんだよ！（笑）

エイジ：で、〝風の鍵〟は……？

シグ：あ、それもあるが、残る魔ま将しようはどこにいるんだ？　奴やつらも、クラン＝ベルに向かっていたは……。

ＧＭ：……と、シグがそう言いかけた時。えーと……そうだな、ヴェルデュールを蹴けっているベネット以外の四人は、気づく。

一同：お？

ＧＭ：ゆらり―――ふいに、現あらわれた気配……ベネットの背後に立つ、その人ひと影かげに。

一同：………………。

フェルシア：……ベネット……う、うしろ……。

ベネット：はーん？　うしろ？　うしろがどうかしたで……（と、背後を振ふり向くジェスチャー）……。

一同：……。

ベネット：（ざーとらしい口調で）……なーんだ、なにもないでゴザるよお！（一同爆笑）

シグ：いかんっ、現げん実じつを認にん識しきできてないっ!!（大爆笑）

ＧＭ：ベネットの背後に立つのは、闇色の鎧よろいをまとった騎士。〝ゴリ…ゴリリリ……〟騎士は、ゆっくりと腰こしにぶらさがった剣けんを引き抜ぬき、それを片かた手てで掲かかげ……。

シグ：ベネットっ、よけろ―――っ!!

エイジ：うしろうしろっ!!

ベネット：だからうしろがなんでゴザ………………ヒッ、ひイぃッ!?　横っ飛びに逃にげようとするが一いつ瞬しゆん遅おそく、剣は振り下ろされてそのまま拙者は地面に埋うめ込こまれます（一同大爆笑）。

一同：埋め込まれんのかっ!?

ベネット：てゆーのは冗じよう談だんで!!　ひらり、騎士の剣の振り下ろした剣の上に立って……（渋しぶい声で）……遅いでゴザる―――（一同爆笑）。

シグ：なんでお前はそんなにアップダウン激はげしいんだよっ!?

ＧＭ：……まあ、それも冗談にしとけ（笑）。ベネットは、寸すん前ぜんで剣をかわしてはねるように、横に飛んだ。振り下ろされた剣は、もともとベネットを狙ねらったものでなく―――。

一同：お？

ＧＭ：〝どんっ!!〟地じ響ひびきを伴ともなった一いち撃げきは、ヴェルデュールの身体をふたつに分ぶん断だんし、その下の大理石でできた床ゆかを陥かん没ぼつさせる！

ベネット：ヒ―――っ!?　その衝しよう撃げき波はで吹ふき飛ばされて壁かべにめり込みますっ!?　……ガクリ（一同大爆笑）。

ＧＭ：……ふたつに断たち切られた風の魔ま将しようから、白く輝かがやく光が、飛び出て空中に浮うかびあがる。それは―――。

エイジ：風の鍵かぎ……っ!!

ＧＭ：そうだ！　中空に浮かび、漂ただよう〝風の鍵〟をはさんで闇の騎士とキミたちは対たい峙じする。

エイジ：考えるよりも速く、鍵をつかもうと身から体だが動く！

シグ：……待てエイジ！　危あぶないっ!!

ＧＭ：いや―――エイジは、なんの障しよう害がいもなく〝鍵〟を握にぎりしめた。闇の騎士は微び動どうだにせず、それを見ているだけだ。

エイジ：……う？

ＧＭ：「そうだ、その鍵を取れ。ヴェルデュールに勝利したお前には、その権けん利りがある」

エイジ：え……？　ギガンドルの時も思ったけど……お前たちは、〝鍵〟を集めているんじゃないのか!?

ＧＭ：「……これで、光・闇・地は我われ々われに。水・火・風は人間の手に―――このバランスが、俺おれにとってのぞましい」

シグ：ちょっと待て。前回は、地の鍵をお前たち持って行ったじゃねえか！（笑）

ＧＭ：「―――だが、お前たちは〝火の鍵〟に続き、ヴェルデュールを倒たおして〝風の鍵〟をも手に入れた。俺の計画どおり、三対三になったというわけだ。あの時、お前たちに〝地の鍵〟を渡わたしていれば、四対二になっていた。これでは、困こまるのだよ」

シグ：……う。じゃあ、なにか？　お前は今回のことまで見み越こして……ヴェルデュールが死ぬことも……。

ＧＭ：「……そうだ」一いつ拍ぱくの間をおいて―――どこか優やさしげな声で、騎き士しは言葉を紡つむいだ。




「……これが、この世界を滅ほろぼさないための、唯ゆい一いつの方法であると―――俺は信じている」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：………………は!?

アム：な、なに!?　なに言ってるの!?

エイジ：どーゆーことだっ!?

ＧＭ：「……世界を滅ぼす選せん択たくを、お前に取らせたくはないのだ―――エイジ」

一同：……!?

エイジ：……なに、なんだそれは!?　どーゆーことだっ!?　思わせぶりなことを言うなっ!?

ＧＭ：「エイジ……」騎士はなにか言いかけて、言葉を止める。

エイジ：……―――父…さん？
















ＧＭ：「…………」騎士は、その言葉になにも応こたえない。そしてフェルシアの方を向いて。「……では、今こそ語ろう。〝鍵〟にまつわる、真実を―――」

フェルシア：……とうとう、それを語る時がきてしまったのね（一同大だい爆ばく笑しよう）……ガイア。

一同：フェルシア、なんか知ってる―――っ!?（爆笑）

エイジ：てゆーか……ガイア!?　父さんっ!?

フェルシア：……は！　今、わたしは、なにを……!?（←ざーとらしく）

ＧＭ：「……フェルシア様、貴女あなたの言うことに背そむいた俺を、お許ゆるし願いたい。俺も人の子の親だ。鍵の真実を知った時、貴女の言うがままに行動することは、できなかった」

フェルシア：……過か去こになにか言ったらしい（笑）。

シグ：あ、オープニングで言ってたあれか？

フェルシア：あ。ガイアに〝鍵〟を集めろ、と言ってたっけ。……コホン。無む意い識しきに言葉が口をついて出ます。……ガイア。あなたを〝鍵〟集めの使徒に選んだのは、わたしの見込みちがいということでしたか？

エイジ：どういうこと？

ＧＭ：「この六つの鍵の意味を知れば、お前にもわかる」

シグ：……意味？

アム：たしか、一巻かんで水の大だい精せい霊れいに言われたよね？　すべての鍵かぎを集めれば、銀の輪の精霊―――アリアンロッドが召しよう喚かんされて、この世界に救きゆう済さいがもたらされる……とかなんとか。

ＧＭ：「そうだ。たしかに〝救済〟はこの世界にもたらされるだろう。ただし、神にとっての救済がな」

一同：へ？

フェルシア：……あ（←わかったらしい）。―――そう。人と魔まが相争うこのエリンディル―――世界は……すでに穢けがれてしまったのよ（一同大爆笑）。

シグ：ちょっと待て!!　なんだその真のラスボスみたいな口調はよ―――っ!?（一同大爆笑）

ベネット：ラスボスか!?　ラスボスなのかっ!?（笑）

フェルシア：世界が穢れた時のために、神がこの地に残した〝世界救済の法〟―――それが六つの〝鍵〟……そうなのでしょう？

エイジ：それってつまり……。

フェルシア：そう、神はかつて、三み度たびこの世界に〝救済〟をもたらした。……〝粛しゆく正せい〟という名の、救済を。

一同：…………。

シグ：ちょっと待て―――いっ!?　つまりなにか!?　六つの鍵がすべてそろうと、この世界に大だい破は壊かいが起こるってことか!?　魔族も死し滅めつするけど……人間も全滅じゃねえかっ!?

ＧＭ：「そうだ。〝風の粛正〟〝水の粛正〟〝地の粛正〟―――エリンディルは神の手により、三度の滅めつ亡ぼうと再さい生せいを繰くり返してきた。六つの鍵は、世界が〝神にとって不ふ適てき切せつ〟と判はん断だんした時、集結する運命を与あたえられている。そして、世界に粛正を与える〝七つ目の鍵〟が現あらわれるのだという」

アム：七つ目の鍵っ!?

シグ：そんなものがあるのかっ!?

エイジ：……あ、そういうことか！　さっきの父さんの言葉の意味がわかってきた！　そんな滅亡を引き起こさないために、父さんは人と魔族が同じ割わり合あいで〝鍵〟を持ち合う……これがベストと判断した！　そうなんだね、父さんっ!?

ＧＭ：「―――そうだ。だが、〝鍵〟の存そん在ざいに気づいた魔族は、これを手にしようと動き始めた。魔族の持つ力は大きい。だから俺はそれに対たい抗こうすべく、自ら進んで〝邪じや悪あく化か〟を受け入れ、魔族に与くみしたのだ。〝鍵〟のうちの三つを魔族側で俺が、残る三つを人の側でエイジが確かく保ほする―――これが、最さい善ぜん策さくだと俺は考えたのだ」

シグ：……待て。その話にはおかしいところがあるぞ。

ＧＭ：う？　なんだ？

シグ：〝鍵〟はすべて集まると〝粛正〟が起こるとしよう。なぜ、魔族がそれを集めようとする。全部そろえちまったら自滅じゃないか。

ＧＭ：ああ、なるほど。「……魔族は、〝鍵〟の存在を知り、研究をした。そして、鍵が持つ力をコントロールする方法を見つけ出したのだ」

アム：コントロールする方法？

ＧＭ：「―――つまり、〝鍵〟の力を操あやつり、自分たちに都合のいい粛正を行なうこと―――これだ。彼らが人だけが滅ぶように、〝粛正〟のルールを書き替えたらどうなると、思う？」

ベネット：……う。

ＧＭ：「鍵を埋うめ込み、強力な魔将を造つくるというのは、その計画の副産物にすぎん」

シグ：なるほど。だから、ガイアは魔族の側に立って三対三の割わり合あいを保たもつように行動している……か。

アム：ああ、そっか。ギガンドル、ヴェルデュール……魔族側の強力な魔将を排はい除じよしながら〝鍵〟を一定の比ひ率りつで持ち合う……なるほど。

ベネット：いかん、いい人だっ!!

エイジ：……わかったよ、父さん！　だったら、僕ぼくたちと一いつ緒しよに行こう！　そんな黒い鎧よろいは脱ぬいで、僕たちと一緒に……！

ＧＭ：「……」ガイアは、少し悲しげなニュアンスの沈ちん黙もくを作り……語る。「……エイジ。俺はもう魔族なのだ。人と共に暮くらすことはできぬ。それにこの黒い甲かつ冑ちゆうは俺の身から体だであり、甲冑の鋼はがねは俺の肌はだだ。もはや、人の姿すがたに戻もどることは……できん」

エイジ：う……。

シグ：えぐい！　えぐい話だっ!?

エイジ：いや、大だい丈じよう夫ぶだ！　僕たちの知り合いに邪悪化を研究している賢けん者じやがいるんだ！　その人たちに言えば……きっと元に戻れる！

フェルシア：……いいえ。ウェルチは邪悪化が完全に完かん了りようする前だったから助かったけど―――今のガイアを元に戻すことは、不ふ可か能のうよ（きっぱり）。

エイジ：よけいな設せつ定ていつけるなフェルシア―――っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「そういうことだ。行け、エイジ！　〝鍵〟を魔族の手に渡わたしては、ならぬ！　俺は、この施し設せつを破壊してから行く───！」〝ゴッ……〟ガイアの……いや、〝闇やみの魔ま将しよう〟の身体から噴ふき上がる強大な瘴しよう気き！　それは風となって周囲の壁かべを砕くだき、破は砕さいしていく！　振しん動どう音おんとともに部屋が崩くずれ始める……！

エイジ：いや、待ってくれ父さん！　なら一緒に……！

シグ：……待て、エイジっ！　お前がここに残っても父親を苦しめることが、わからないのか!!　……と、エイジの首根っこをひっつかんで部屋を出て行くっ！

エイジ：わかった……わかったよ……父さん！　でも、いつかまた一緒に暮らせるって信じている……！　と、とりあえず、意い識しきを失っているウェルチを抱だき起こして部屋を出……。

ＧＭ：「………………待て」エイジの背せ中なかに、ガイアがポツリと声をかけた。

一同：う？

エイジ：ま、まだなんか話すことがあるのか父さん！（笑）

ＧＭ：「誰だれがここから去っていいと、言った……？」

一同：……はいっ!?


ＧＭ：「……どこに行く、お前たち―――そのまま行かせはせんぞ」（一同大爆笑）

一同：ちょっと待て―――いっ!?（大爆笑）

シグ：（大爆笑しながら）……な、なにいっ!?　ガイアの黒い髪かみが……白く染そまっていくだと―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：……ガイアを中心に砂さ塵じんが舞まい上がり、もうもうと周囲の視し界かいを奪うばっていくが―――。

ベネット：なんだというのだ―――っ、この邪悪な気配は―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：……瞬しゆん間かん、巻まき起こる砂塵を吹ふき散らして、ガイアの指先から一いち条じようの光が撃うち放たれ、それがアムの肩かたを撃ち抜ぬいた……っ！

アム：はぐっ!?

エイジ：……父さん、なにをするんだっ!?

フェルシア：……ガイアっ!?

ＧＭ：「父さん？　ガイア……？　誰だ、それは？　予はそのような名では、ないぞ？」　砂塵の中に立ち上がる人ひと影かげ。キミらは、見る。闇の魔将がまとう黒い鎧が、しだいに光の白へと塗ぬり替かえられていく、その光景を！

一同：光の白っ!?

シグ：それってもしや……。

ＧＭ：「あらためて名のろう、人間たちよ。予の名は……ディアネッド。〝光の魔将〟ディアネッドだ」

一同：やっぱり―――っ!?


ＧＭ：「予が少し眠ねむっているうちに、ガイアがなにかしていたようだが……」

フェルシア：……〝闇の魔将〟ガイアと、〝光の魔将〟は同一人物!?

ベネット：いかん、それはおもいっきり強そうだ!?


ＧＭ：「……ほう、〝鍵かぎ〟と素そ体たいが……いくつかそろっているようだな」

エイジ：……おい、ディアネッドとやら！　お前今、アムになにをしたっ!?

アム：あぐぐぐぐぐ……！

ＧＭ：「……なにを、したか？　その娘むすめは魔将の素体として育てられたものだろう？　だから、撃ち込こんだのだよ？　予の、瘴気を―――」

一同：なに―――っ!?

シグ：アムを邪じや悪あく化かするつもりか!?

ＧＭ：……よく見れば、アムの肩を覆おおう布ぬのははじけ飛び、肌があらわになっているのだが……その白い肌に、なにか黒い痣あざのようなものができている。

エイジ：これが、奴やつの瘴気かっ!?

ＧＭ：「そうだ。その黒き痣は、七日ほどで全身を覆い包むだろう。そうなった時、その少女は我わが眷けん属ぞくとなろう」

アム：うえっ!?

シグ：アムが七日で邪悪化するってことか!!

エイジ：そんなこと、させるかっ!!　邪悪化は、それを行なった者を倒たおせば解かい除じよされるって、前にク・バルカンが言ってた！　お前を殺せば……！

ＧＭ：「―――殺す？　予を、か？　闇と光……神の残した鍵のふたつを取り込んだ予を、倒すことは不ふ可か能のう！　万が一、それを成し遂とげる可能性があったとして……優やさしいお前に父親を取り込んだ予を殺すことが、できるのかね？」

エイジ：うおっ!?　そーだったっ!?

シグ：えげつね――――――っ!?

ＧＭ：「……ふむ、いいだろう。ひとつ余よ興きようを思いついた。お前たちにも、小さなチャンスを与あたえよう。戦いは、フェアでなくてはいかんからな」

エイジ：……チャンス？

ＧＭ：「―――七日だ。その少女の邪悪化は、七日で完かん了りようする。そうなる前に、予と刃やいばを交える権けん利りをお前に、与えよう。万が一、予に打ち勝つことができたのなら、その少女は元に戻もどる。そして、取り込んだお前の父親も解かい放ほうしようではないか」

エイジ：……なに!?　魔ま族ぞくの言うことなんて、信じられるか!!

ＧＭ：「……かんちがいするな。お前に選せん択たく権けんは、ない。予の慈じ悲ひに、従したがうことしか許ゆるさぬ」

エイジ：うぐ……！

ＧＭ：「そして、この戦いへの参加料は、お前たちが持つすべての〝鍵〟……それに加えて、未いまだ行ゆく方えの知れぬ、七番目の〝鍵〟だ。それを持って予の元へと来い」

エイジ：……なにいっ!?

シグ：……だまされるな！　奴は〝鍵〟をすべて集めたいだけだ！

ＧＭ：「よけいなことは言わない方がよいぞ？　お前たちが〝鍵〟を持ってこなければ、予に戦いを挑いどむことは認みとめぬ。予は、どこかで七日ほど身を隠かくすだけのことよ」

シグ：……う。

ＧＭ：「エイジとやら。お前も、大事な仲間を、自分の手にかけたくはなかろう？　予はどっちでもいいのだ。仲間が五人いるうちに予に戦いを挑めば、勝利するチャンスがほんの少しでもあがるだろう？　これは、予の慈悲の心だ」

シグ：よくもまあ悪役セリフがポンポンと……！（笑）

エイジ：……わかった！　七日以内にすべての鍵をもって、お前に戦いを挑む!!　だから……待っていろ！

ＧＭ：「……いいだろう！　予は、ヴェンガルド渓けい谷こくの決戦跡あと地ちにて、待とう!!」……そう宣せん言げんして、光の魔将ディアネッドは高笑いと共に、その場から姿すがたを消した―――。




　そのしだいに消えゆく高笑いを聞きながら……エイジは誓ちかい、叫さけんだ。




「待っていろ―――必ずお前は僕たちが、倒す！　そしてアムも、父さんも……救い出す！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　エリンディル……この世界が滅ほろびの時を迎むかえるやもしれぬその日まで、あと七日―――。

　世界に救いももたらす〝鍵〟にまつわる……

　最後の戦いが、始まろうとしている。








「アリアンロッド」リプレイ

金色の鍵の勇者







みっしょん05「世界に救いをもたらすもの」
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今回予告!!






　地、水、火、風、光、闇やみ。

　六つの鍵かぎが世にもたらされる時、

　七つ目の鍵が金色の光と共に現あらわれる。




　七つの鍵は、世界に真の救いを与あたえるもの。

　エリンディルを救うために神々が作りしもの。




　少女の邪じや悪あく化かが始まる時、英えい雄ゆうは立ち上がる。




『アリアンロッド』リプレイ

　最終話「金色の鍵の英雄」




　今、最後の冒険の幕まくがあがる……。











PRE PLAY









◆Pre Play 01◆最後のレベルアップ!?




　時に西せい暦れき二〇〇四年十一月某ぼう日じつ。

　ついに「アリアンロッド」リプレイの最終回を収しゆう録ろくする日が訪おとずれた。

　第一巻の収録からほぼ一年。最初はルールブックもまだ発売されていなかったことを考えると、ついにここまで来たかと、まさに感無量である。

　ＧＭである私はまずは今回予告を読み上げ、プレイヤー全員の顔を見み渡わたしながら、おごそかに宣せん言げんする。




ＧＭ：ついにやってきました。これより「アリアンロッド」リプレイの最終回を始めます。

一同：お―――っ!!

ＧＭ：では、まずはキャラクターのレベルアップから。これが最終回となりますから、よく考えて成長させてください。

一同：お――――――っ!!




　一いつ斉せいにデータとにらめっこをしだすプレイヤーたち。ルールブックをひっくり返し、『上級ルールブック』と見み比くらべ、お互いにあーだこーだと言い合う。




エイジ：よし、フェイトを８に伸のばすぞ。

シグ：８？　そうか、クラスチェンジしていないのエイジだけだもんな。

エイジ：できれば、上級クラスのウォーロードになりたかったのですが……。

フェルシア：それはレベル足りない。

ベネット：拙者は感知を伸ばすと、行こう動どう値ちが上じよう昇しようするでゴザる。これで拙者がナンバーワン！

エイジ：なんの？

ベネット：……行動順（笑）。

シグ：雷らい鳴めいの弓ゆみのことを考えると最初に行動できるのは重要ではあるが……。

ベネット：これでヒエラルキーのトップに拙者が来るでゴザる。

フェルシア：でも、攻こう撃げきが当たらない。

ベネット：それが問題。

シグ：頼たのむから当ててくれ。

アム：えっとー、わたしはレンジャー部隊に入りました。

フェルシア：それって、レンジャーにクラスチェンジということ？

アム：エンゲージされるとピンチになることが多いので《クローズショット》を取ろうかと思いまして。

エイジ：アムがだんだんすごいことになっていくなー……。

シグ：レンジャーになったなら、《スレイヤー》だ、《スレイヤー》。パッシヴでダメージが上がるぞ。

アム：最後の敵てきはやっぱり魔ま族ぞくですよね。とすると《スレイヤー：魔族》？

フェルシア：《ガーディアン》取った方がいい？

シグ：そうしてくれるとかなり助かる。《カバーリング》でふたり分のダメージを受けても生き残る可か能のう性せいが高くなるからな。エンゲージしていなくても使えるし。




　さすがに最終回ということもあってか、気合いの入り方が違ちがう。

　実に頼たのもしい。……若じやつ干かん不安のある者もいるが（笑）。

　しばらくして。

　ようやくキャラクターたちの成長が終しゆう了りようした！




エイジの場合（レベル６）




エイジ：能のう力りよく値ちは器用、敏びん捷しよう、幸運を伸ばしました。これで回かい避ひ判はん定ていが１上がり、一回に使えるフェイトの数が４になります。

ベネット：おっ、それは大きいでゴザる。

エイジ：ただし、《バーサーク》するので回避はあまり関係ありませんが。

ＧＭ：……確たしかに。

フェルシア：回避のダイスがひとつ減へるからね。

エイジ：あとはフェイトも１点上昇させて８に伸ばしました。

ＧＭ：クラスチェンジしないで、フェイトを伸ばす作戦だな。

エイジ：スキルは《バーサーク》のレベルを上げて４レベルに。《レイジ》も２レベルにしました。これで《レイジ》が２回使えるようになります。

ＧＭ：ますます攻撃力が高くなっていくなー。

エイジ：すべてをそこに注ぎ込こんでいますから。で、目標はウォーロードです。

ＧＭ：だから、まだレベル足りないって。




アムの場合（レベル６）




アム：えっと、能力値は器用、敏捷、感知を上げました。で、アルケミストからレンジャーにクラスチェンジ。スキルは《ブルズアイ》を自動取得で、あとは《クローズショット》でエンゲージしている相手に銃じゆうが撃うてるようになりました。

シグ：それはいい。アムがエンゲージされるとどうしても一手遅おそくなるからな。

アム：で、《スレイヤー：魔族》を取りました。これで魔族に強い、はず。

シグ：うむ。最終ボスは魔族のはずっ!!

ＧＭ：回かい復ふく役やくをこなしつつ、攻撃力も強化という感じだな。

アム：ただし、アルケミストではなくなってしまったんで《ファーマーシー》が封ふう印いんされてしまいます。ですから、セッションの頭でフェイトを１点使って、封印を解かい除じよします。ということで、フェイトは６点からスタートです。

フェルシア：それは仕方ないでしょう。アムの持っているポーションは重要ですし。

アム：今日からバンバン撃って、バンバン回復させますよ。

エイジ：さらにアムが怖こわくなった……。




シグの場合（レベル６）




シグ：えー、上げた能力値は筋きん力りよく、器用、精せい神しん。スキルはアコライト《フェイス：アーケンラーヴ》を取りました。主にエイジのためだが。

ＧＭ：エイジのため？

シグ：エイジが《レイジ》を使う前に使用して、それを確かく実じつに命中させる、と。

ＧＭ：次の攻こう撃げきが自動命中になるからね。

シグ：もうひとつのスキルはモンクから《ソウルバスター》。主にエイジを《カバーリング》した時に使用する予定。

ベネット：なんか、エイジ用のものばかりのような気が……。

シグ：しょうがないじゃないかっ！　俺おれの攻撃が当たらない以上、エイジをかばって、エイジに攻撃してもらわないと。で、あとはミスリルクローク（シナリオ集『ファーストクエスト』に載のっている魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよくも上じよう昇しようする防具）が欲ほしいのですが。

ＧＭ：希望かよ。

シグ：ちなみにお金はない。

ＧＭ：……。




フェルシアの場合（レベル６）




フェルシア：能力値は敏捷、知力、幸運を上げました。スキルは《フレイムロード》を３レベルに上昇。これで《ファイアボルト》のダメージが基き本ほんで10Ｄ６になります。

ＧＭ：さすがに集中してスキルを上げていると侮あなどれないレベルになるな。

フェルシア：実じつ際さいにはこれに《マジックサークル》が上乗せされて、12Ｄ６になるのですが。

ＧＭ：うむむむ……。

フェルシア：あとは《ガーディアン》。主にエイジをかばうシグ用ですが。まぁ、それ以外にも使えるので汎はん用よう性せいは高いかと。

シグ：うむ。これでだいぶ俺が楽になる。一シナリオに一回とはいえ、ダメージをキャンセルできるのは大きい。

フェルシア：あとはせっかく幸運が高いので、それを活いかさない手はないと思い、フェイトを１点伸ばして６にしました。これも主に火力に注ぎ込みます。

ＧＭ：魔法は装そう備びの修しゆう正せいを受けないので、命中にフェイト使う必要ないからな。

フェルシア：手て加か減げんなしです。




ベネットの場合（レベル６）




ベネット：最後に拙者でゴザるね。能のう力りよく値ちは器用、敏びん捷しよう、感知を上昇！　これで拙者が最初に行動するでゴザる!!

フェルシア：そう言いながら、一発目は外す。

ベネット：もう、誰も追いつけなーい、とかいいながらそんな感じ。ん？　そんな感じ？

シグ：おひ。

ベネット：取ったスキルは《マーダースキル》。これでクリティカルが出ればダメージ増ふえますよ。クリティカルが出ればですが。

ＧＭ：出ればね。

シグ：クリティカルの前に、まずは命中させろ。

ベネット：もうひとつは《サプライザル》を１レベル上げて、４レベルに。これでダメージもパワーアップ！　あとは《ブロウアップ》で自じ爆ばくさえできれば、思い残すことはないでゴザる！

エイジ：けっきょくそれかよっ！







◆Pre Play 02◆冒ぼう険けんの準じゆん備びをしよう




　レベルアップが終わったら、次はギルドスキルと買い物である。

　これまた、プレイヤーたちはわいわいと相談しながら決めていく。




エイジ：やはり最終回ならば、《合体攻撃》か《連れん携けい攻撃》ではないかとっ！

フェルシア：雷らい鳴めいの弓ゆみで放心にできることを考えると、《連携攻撃》の方がいいと思う。

エイジ：じゃ、取得するスキルは《連携攻撃》で。今回使うのは《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《連携攻撃》でいい？

一同：おっけー。




　ギルドスキルが決まったところで、あとは各人で必要なポーションを買い、それを《ポーションピッチ》を取得しているアムに渡わたしていく。

　そして準備は完かん了りようした。




ＧＭ：それでは本ほん編ぺんいってみよ――――っ！











OPENING PHASE









◆Opening 01◆七つめの鍵かぎを求めて




　無事、カナンへと戻もどってきたエイジたち。

　だが、ク・バルカンは、エイジの表ひよう情じようを見るとため息をつきながら呟つぶやいた。




「―――ついに、知ってしまった、か」




ＧＭ：さて、とゆーわけでシーンはカナンの神しん殿でんの一室から始まります。この場にいるのは、キミたちの他ほかにはク・バルカン、ロクサール、シルヴァの三人だ。

シグ：（どこかあきらめた口調で）結局……カナンか。

ＧＭ：「なにか文もん句くでも？」シルヴァが、笑え顔がおでそう言った。

シグ：い、いや、なんとゆーか、こう……なんでもありません、はい。

エイジ：相変わらずふたりはウマがあいますね。

シグ：ぎりりっ。……って、それよりも、前のシナリオからどれくらい時間がたったんだ？

ＧＭ：風の魔ま将しようと戦ってから一日弱が経けい過かしたといったところだね。クラン＝ベルに設置されていた転送石でカナンに戻ってきたあと、アムの受けた痣あざについて調べていたと思ってくれ。今の時間は夕方よりも遅おそく、もう夜といった感じ。

エイジ：アムの様子は？

ＧＭ：もちろんアムもその場にいるわけだが……黒い痣のようなものは、昨日よりも明らかに大きくなっている。

エイジ：で、解かい呪じゆすることは……できるんでしょうか？　と、ク・バルカンさんに聞こう。

ＧＭ：ク・バルカンは沈ちん痛つうな面おも持もちで言う。「解かい呪じゆは……不ふ可か能のうじゃ」

シグ：いや、ちょっと待て。ウェルチの邪じや悪あく化かを解除したあのアイテムは使えないのか？




　アリアンロッドリプレイ２「闇やみ色いろの血の騎き士し」参照である。




ＧＭ：「……うむ。それも考えた。ひとつだけ、大きな問題があってのう……」

ベネット：というと？

ＧＭ：「邪悪化のために打ち込まれた瘴しよう気きの量、質しつ共にウェルチの時の比ではなくてな……」

ベネット：いいから結けつ論ろんから言うでゴザるっ！

ＧＭ：「例のアイテムを使うための準備に……二週間ほどかかる」

シグ：ぶっ！

フェルシア：……使えない。

エイジ：それじゃまにあわないじゃないかっ！

シグ：い、いつもいつもまにあわんのな、そのアイテム……。

一同：……。

ＧＭ：「うん」

シグ：うん、じゃねえっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「そこをなんとかするのが、お前たちの役目じゃ。まあ、それはおいとくとして……」

フェルシア：……おいとかれた。

ＧＭ：「そこの娘むすめが完全に邪悪化するまで、あと約六日。我われ々われのアイテムが使えない以上、方法はひとつしかない」

一同：と、いうと？

ＧＭ：「その邪悪化を施ほどこした魔族を、倒たおすことじゃ」

エイジ：それはわかりやすい。

アム：本当にそれで直るのね？

ＧＭ：「もちろん、倒すことができれば……という前ぜん提てい条じよう件けんがつくが、な」

シグ：そうか。奴やつは父親のガイアでもあるんだな。

エイジ：初めから……知っていたんですね？

ＧＭ：「すまぬ。そう、あの闇の騎士がガイアであることを、わしらは知っていた―――」

エイジ：なぜ父さんがそんなことに……。

ＧＭ：「……魔族たちが〝鍵かぎ〟の正体を知り、〝粛しゆく正せい計画〟を立てたことは察知していた。わしらはそれを防ふせぐために手しゆ段だんを講こうじたんじゃが……魔族の力はあまりに大きい。そこでガイアは、魔族たちが集めた鍵を取り戻すために、自ら進んで奴らの仲間になったんじゃ」

フェルシア：じゃあ、そこでク・バルカンに言います。だから……私は反対したのよ。

シグ：……知ってたのかよっ!!（笑）

ＧＭ：「すいませぬ、フェルシア様。わしらが甘あもうございました。まさかディアネッドが闇の魔将となったガイアを取り込こむとは……」

シグ：取り込んだ？

ＧＭ：「うむ。魔族……闇の魔将となりながらも、ガイアは人の心を持ち続けた。強きよう靱じんな精せい神しん力りよくで身から体だを蝕むしばむ瘴気を抑おさえ付けていたのじゃ」

ベネット：瘴気を抑え付けるなんて、さすが英えい雄ゆうでゴザるな。

ＧＭ：「……だが、人の心をいつまでも捨すてられぬガイアをうとましく思った光の魔将ディアネッドは、あろうことかガイアをその身に取り込んでしまったのじゃ。結果として―――ディアネッドに、より強大な力を与あたえてしまったのは、疑うたがいようもない、事実じゃな……」

エイジ：あの騎士は父さんでありながら、魔族ディアネッドでもあるということ？

ＧＭ：「うむ―――それでもいまだにガイアは人の意思を残しておる。ディアネッドの意い識しきが眠ねむりに入った時、ガイアの意識は現あらわれる。……ギガンドル戦のさい、〝水の鍵〟をキミたちに渡わたしたのはガイアの意思じゃろう……」

シグ：なるほど、奴の行動がいろいろ矛む盾じゆんしてる理由がわかったぞ。……？　じゃ、なんで他の〝鍵〟を最初から自分の身体に取り込まなかったんだ？

ＧＭ：「ディアネッドが〝光の鍵〟を自らの身体に取り込んだのが、比較的最近、ということじゃろう。ギガンドル、ヴェルデュール、ガイアはいわばディアネッドにとってのサンプルケース、ということじゃな」

エイジ：それで……父さんを助ける方法はあるんですか？

ＧＭ：「……残念ながら、まず助からぬと思った方がよいじゃろう。すでにディアネッドとガイアは完全に融ゆう合ごうしておる。あれを分ぶん離りするのは……。もちろん、ディアネッド自身が自らの意志で分離することができる可か能のう性せいは、否ひ定ていせぬが―――」

フェルシア：でも、アムを助けたければ、ガイアを自分の手で倒たおさなければならない―――。

エイジ：僕ぼくは父さんのようになりたくて、冒ぼう険けん者しやになったんだ。その僕が……父さんを殺さなければならないというのかっ！

フェルシア：……それしか方法は、ない。…………ああ、言い切ってしまった（笑）。

ＧＭ：まあ、事実上ガイアはすでに殺されたものとして考えていいだろう。

ベネット：一刀両りよう断だんでゴザる。

フェルシア：そして、これだけはおぼえておいて。あなたがガイア……いえ、光の騎き士しディアネッドを倒せば、あなたに今の世界の運命が委ゆだねられるわ、鍵の後こう継けい者しやとして―――あー、セリフが止まらない（一同大爆笑）。

シグ：まあ、鍵がすべて一ヶ所に集まるからな。必然的にそうなるだろう。

ＧＭ：「まちがっても、ディアネッドに敗北することは許ゆるされぬ。奴らに、すべての〝鍵〟を、わたすわけには……いかぬ！」

フェルシア：七つの鍵が集まれば、運命の精せい霊れい〝アリアンロッド〟が封ふう印いんから解とかれ、この魔族がはびこった今の世界に―――。

シグ：世界に〝救い〟をもたらす、か。ただ人類も魔族も、きれいさっぱりいなくなるがな。

アム：……ねえ、魔族に鍵をそろえさせるわけにはいかないっていうけどさ。どっちが〝鍵〟をそろえても〝粛正〟は起こっちゃうんじゃないの？

ＧＭ：「……いや、〝鍵〟を集めただけでは〝粛正〟は発動せぬはずじゃ。発動させるにはあるパスワードが必要になるはず。それを知っているのが、〝監視者〟たるフェルシア様だったのじゃが……」

フェルシア：……今、それを教えるわけにはいかない。

シグ：素直に知らないと言え。

フェルシア：……。ただこれだけは言える。魔族に〝鍵〟を利用されて、人だけが滅びるような〝粛正〟をおこさせるわけには、いかない。どうせならぱーっと人類ごと……。

一同：……おいっ!?（大爆笑）

フェルシア：……冗談です。

ＧＭ：「……正直に言えば、エイジくんに〝鍵〟を持たせたまま、戦いにおもむかせたくは、ない。が―――」ク・バルカンはちらり、アムに視し線せんを送る。

アム：……。

ＧＭ：「決心は、かわらぬな……おそらく」

エイジ：……はい！

シグ：で、その七つ目の鍵とやらは、いったいどこにあるんだ、じーさん？

ＧＭ：「……ふむ。その場所は……」

エイジ：その場所は？

ＧＭ：「その場所は、太たい古こよりこの世界最高の謎なぞ、秘ひ密みつと言われ……」

シグ：ほう……。

ＧＭ：「……だからわしも、知らんのじゃ」

ベネット：知らないんでゴザるか――――っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「……しかし」

アム：しかし？

ＧＭ：「フェルシア様ならば知っておられるはずじゃ」

フェルシア：え？　わ、わたし？　知ってるの？　……うう、なにか頭づ痛つうが……（笑）。

ベネット：はやく吐はくでゴザるっ！（笑）

エイジ：どこなんだ、フェルシアさん！（笑）

ＧＭ：「どこにあるのですか、フェルシア様」

フェルシア：（ルールブックを広げて）えーっと……七つの目の鍵のある場所は……ここ。

エイジ：どこ？

フェルシア：あなたのお父さんであるガイアが水の鍵を封印したウンディーネの神しん殿でんからさらに南方。ダニス山脈の北に広がる〝陰かげの森〟の奥おく深ふかく、いまだ人が足を踏ふみ入れたことのない神々の遺い跡せきよ。

一同：おーっ！

ＧＭ：じゃあ、そこということで。

シグ：考えてなかったんかいっ!!（笑）

ＧＭ：いや、フェルシアに語らせたほうが面おも白しろいと思っただけです（笑）。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆旅立ちの日




　翌よく日じつ早朝。

　まだ朝あさ靄もやの立ちこめる中、エイジたちはカナン神殿の前にいた。

　見送るのはク・バルカン、ロクサール、シルヴァの三人のみ。




ＧＭ：……では翌日。キミたちは陰の森へ向かって旅立つわけだが……出がけに、神しん妙みような表ひよう情じようのロクサールがエイジを呼よび止める。

エイジ：ん？　どうしたんですか、ロクサールさん？

ＧＭ：「ここだけの話だけど……アムくんの邪じや悪あく化かの進行が思ったよりも、早い」

エイジ：なに―――っ!!

ＧＭ：「本当に六日も、保もつかどうか……」

シグ：こ、怖こわいこと言うな。

アム：保つの？　そう言うことを言われると、すっごい不安なんですけど……。

ＧＭ：「……最悪の場合は、これを使いなさい」と言って、手のひらサイズのピラミッドの模も型けいのようなものを手渡す。

ベネット：また、ピラミッドでゴザるか？




　アリアンロッド・リプレイ２「闇やみ色いろの血の騎き士し」、みっしょん04を参照である。

　時間の流れを制せい御ぎよするマジックアイテムで、その話では時間の流れを加速し、完成に時間のかかる〝邪悪化解かい除じよのアイテム〟の完成を早めた。




ベネット：これを使えばアムも一発で邪悪化でゴザる。

一同：邪悪化を早めてどーするっ!?（笑）

ＧＭ：「安心してください。この間のものとは機き能のうが逆ぎやくなのです。こちらは時間を遅おくらせるためのものです」

エイジ：つまり、アムがどうしようもないというレベルになったら、これを使って邪悪化の進行を止めるということ？

フェルシア：……状じよう況きようを先さき延のばしするだけだけど。

シグ：いや、この際さい、時間も必要だからな。

エイジ：これの使用上の条じよう件けんとかあるんですか？

ＧＭ：「一度使うと……」

アム：もう、そのままずーっと止まったままとか？

ＧＭ：さすがにそんなことはないよ。「ただ、解除するために莫ばく大だいな魔ま力りよくと時間が必要となるでしょう」

シグ：結けつ構こう、本気でやばいときしか使えないってことだな。

ベネット：まさに最終手しゆ段だん！

ＧＭ：「なにぶん、まだ実験もしていないアイテムだからね」

シグ：しろよっ!!　実験くらいっ!!

ＧＭ：「……エイジくん、アムくんをよろしく頼たのみます。彼女を守ってあげてください」

エイジ：あいかわらずいい人ですね、ロクサールさんは。

ＧＭ：「……彼女はあれでもいい子なんだから」（一同爆笑）

アム：あ、あのう……ロクサールさん？（笑え顔がお）

エイジ：この人はアムのことを正せい確かくに把は握あくしているようで実は……（笑）。

アム：どーゆー意味よっ!!

エイジ：いや、えっとー。ロクサールさんが心配するのは分かるけど、きっとアムは大だい丈じよう夫ぶですよっ！　……なんの根こん拠きよもないけど（笑）。

ＧＭ：ロクサールは二秒ほど笑顔を浮うかべて。「そ、そうだね」

エイジ：いや、ほら。アムほど強い人は見たことがない！　きっとコイツなら絶ぜつ対たい魔族なんかに負けたりなんかしない！　と……。

アム：あ、あんた本気で心配してるんでしょーね？（笑顔）

ＧＭ：「たしかにアムくんは強い。しかし、それは表面だけのこと。中身はあの歳としに見合う相そう応おうの女の子なんだよ。そこを、わかってあげてほしい」（一同爆ばく笑しよう）

アム：だからなんでみんなそこで笑う……。

ＧＭ：と、話がひと区切りしたところで、ク・バルカンは言う。「……フェルシア様。お願いいたしますぞ。かの遺い跡せきの場所を知っているのは、あなた様だけなのですから」

フェルシア：……というより、あなたが知らないことの方がびっくり。

ベネット：まったくでゴザる。

フェルシア：……いいわ。もちろん遺跡までの案内はするわ。で、エイジに向かって、覚かく悟ごはできている？　と聞きます。

エイジ：覚悟？　……なぜ？

フェルシア：……行けば、わかるわ。

エイジ：思わせぶりなコト言うなよっ!?

シグ：またテキトーなことを……。

フェルシア：ほら、記き憶おくを失っているし（笑）。

シグ：なんて都合のいい記憶だ。

ＧＭ：そんなことを言っている場合じゃないぞ。シグにも声を掛かけてくる人がいる。

シグ：や、奴やつか……。

ＧＭ：「と、いうわけで今回は神しん殿でんからの依い頼らいという形にしてあげてもいいわよ」シルヴァは、得意げに言った。「そうすれば、報ほう酬しゆうも出せるしね」

シグ：なにっ？　よし、ミスリルクロークをくれ！（一同大爆笑）

ＧＭ：「……アイテムをそのままあげるのはどうかと思うので、報酬を前まえ払ばらいという形にならしてあげてもいいわ」

シグ：それはそれでＯＫ。

ＧＭ：「そうね……ひとり四〇〇Ｇでどう？」

ベネット：五人あわせて二〇〇〇……ジェミニナイフ（シナリオ集『ファーストクエスト』に掲けい載さいされている攻こう撃げき力りよくの高い短たん剣けん）が買えるでゴザるっ！

シグ：お前は雷らい鳴めいの弓ゆみを使ってればいいんだっ！（笑）




　こののち、シルヴァとの交渉合戦の末、報酬はひとり一〇〇〇Ｇで落ち着いた。

　そして……。




シグ：みんな!!　その金を俺に貸してくれっ!!（笑）




　ポーション類以外、ほしい装備のなかった仲間たちから借金をしまくったシグは、ミスリルクロークを購入したのだった。




ＧＭ：……これで借金、いくつになった？（笑）

シグ：ふふふ、借金合計はなんと約六〇〇〇!!　俺、一生みんなに頭あがらんっ!!

ＧＭ：借金アコ……（笑）。シルヴァは言った。「まちがってもあんた、死ねないわね」

シグ：まあ、なんというか……俺のことはみんな、「イヌ」と呼んでください。

ベネット：それは拙者に対する挑戦でゴザるか、このイヌめ。

シグ：やかましいっ!!（笑）お前に言われるとなんだか悲しいわっ!!（笑）
















◆Middle 02◆陰かげの森にて




　陰の森。

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々によって、昼でもまるで夜のように薄うす暗ぐらい禁きん断だんの森。

　その森の奧おくに、太たい古この聖せい殿でんはあった。




ＧＭ：では、森の中からシーンを始めよう。

ベネット：うー、真っ暗で先が見えんでごわす……。

一同：口調が変わってる！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……まあ、いいや。そんな真っ暗な森の中を、フェルシアを先頭に一行は遺い跡せきまでの最短ルートで進んでいく。そして……。

ベネット：五秒で迷まい子ごになる。

一同：やかましいっ!?

ＧＭ：……というわけで、夕方遅おそい時じ刻こく、キミたちはかの遺跡の前へとたどり着いた。陰いん鬱うつな森の中にそびえるその遺跡は、他ほかに見たことのないような、丸みを帯びたデザインをしており、どこか神こう々ごうしさすら感じさせる。

フェルシア：……なつかしい、わね―――。

シグ：またてきとーなことを！（笑）

ＧＭ：……。では、気を取り直して。今、キミたちの目の前に遺跡がそびえ立っていた。ちなみに扉とびらは厳げん重じゆうに閉とじられている。押おしても引いても、ビクともしない。

ベネット：なるほど……トラップ感知っ！（一同爆笑）

シグ：そうか、ベネットってシーフだったっけ。

ベネット：そのとおり！　トラップ探たん知ちするためにスタスタと扉へと移い動どうするでゴザる。

アム：あ、感知はあたしの方が専せん門もん。

ベネット：先生、お願いしやす！　と言いながらアムを前に出す（笑）。

アム：（ダイスを振ふる）……えーと、20。

ＧＭ：特にトラップは仕し掛かけられていないようだ。

アム：罠わなはない……気がする（笑）。

シグ：しかしどーやってあけるんだ、これ？

ベネット：開かないならば、このあっしの命で―――っ!?（一同爆笑）

シグ：だから、なんでそう自爆したがるんだっ!?

ベネット：これが拙せつ者しやの生き様でゴザる。




　死に様である。




ＧＭ：たしかに頑がん丈じようでぜんぜん開くことができないんだけど……。

フェルシア：私がこう、杖つえをかざすと……。

ＧＭ：〝ごごごごご……〟うむ、フェルシアの動作に呼こ応おうしてか、重じゆう厚こうな音を立てて扉はゆっくりと開いていく。中を見み渡わたせば、そこは静せい寂じやくと冷気で満たされた空間だ。つるんと磨みがき上げられた広い部屋の中に、石柱が等とう間かん隔かくで奧まで立ち並ならんでいる。

ベネット：そして部屋の中央にはゼラチナスウォールがいて……。

ＧＭ：いねえよっ!!（笑）




　アリアンロッドリプレイ「銀の輪の封ふう印いん」参照である。




フェルシア：では、私が手を振ると、手前の柱から順番に、奧に向かって灯あかりがついていきます。

エイジ：お、おお……？

ＧＭ：明るくなったその部屋の奥を見渡せば、そこに立っている三体の石せき像ぞう。中央は女め神がみを模した像のようだね。

フェルシア：そして、左側は青い像で、右側が赤い像です。

ＧＭ：で、ではそんな石像で。

フェルシア：い、いいんですか？

ＧＭ：いいんです。あなたの知っている場所なので！（笑）

フェルシア：うっ……ヘタなこと言えない。これで、もし私がこの像をダイヤゴーレムだ、なんて言ったら……。

シグ：死ぬ、それは死ぬ……って、菊きく池ちさんなにをしてるんです。

ＧＭ：いや、ダイヤゴーレムのデータをちょっと……。

フェルシア：ダイヤゴーレムだなんて言ってません。

ＧＭ：……ちっ！




ダイヤゴーレム

「アリアンロッドＲＰＧ上級ルールブック」に掲けい載さいされている、20レベルエネミー。

　魔ま法ほうへの耐たい性せいはないものの、高い攻こう撃げき能のう力りよく、防ぼう御ぎよ力りよく、【ＨＰ】を備そなえている。

　こんなものが二体も出て本気を出せば、６レベルのＰＣはあっというまに消し炭である。




フェルシア：とりあえず、像のところに行きましょう。

ＧＭ：ＯＫ。キミたちが女神像の近くまで進むと……「―――お待ちなさい」直ちよく接せつ、心の中に声が響き渡る！

シグ：むおっ!?

エイジ：待てと言われても待つわけにはいかないんだ、こっちは！　誰だ!!

ＧＭ：「―――お前たちは何者か？　用よう件けんを述のべよ」

ベネット：あっしらベネットと愉ゆ快かいな仲間達を……。

ＧＭ：〝ピ―――ッ！〟（←ビームを撃うったらしい）

ベネット：ごビぇビャヒャアアアアぁっ!?（←命中したらしい）……灰はいになりました（一同爆ばく笑しよう）。

シグ：だから勝手に死ぬなってっ！（笑）

エイジ：僕ぼくたちは、英えい雄ゆうガイアの息むす子こであるエイジとその……。

ベネット：愉ゆ快かいな仲間達！（←生き返ったらしい）（一同爆笑）。

エイジ：ちがうちがうっ!!（笑）ギルド〝のっとぎるてぃ〟だ！

ＧＭ：「……いかなる理由を持ってこの神しん殿でんに来たか？　ここは選ばれし者しか踏ふみ込めない聖せい域いきである」

シグ：じゃあ、ジロリとフェルシアを見て……説明よろしく（笑）。

フェルシア：えっと…………そう。これは、あなたたちの試練……いわばテストなのです（一同大爆笑）。

シグ：え、え？　テスト？　テストってなにー？（笑）

エイジ：そういうことは先に言っておいてくれ、とは言うまい（笑）。フェルシア、これがテストなんだね？（笑）

ＧＭ：テストなのか。そうかそうか。では、フェルシアに向かって「―――では、仰おおせのままに」。

シグ：おいおい……従したがっているぞ（一同爆笑）。

フェルシア：では、私は一歩退さがってですね……。

シグ：退がるのか!?（一同爆笑）

フェルシア：……安心して。さすがに援えん護ごくらいは、する。

ベネット：ゴーレム相手にフェルシア様がいないと死ねるでゴザる。

シグ：防御力高いからな、ゴーレムは。魔法には弱いが。

ＧＭ：「英雄ガイアの息子、エイジよ。いかなる用か？」

エイジ：最後の〝鍵かぎ〟を……取りに来た！

ＧＭ：「汝なんじにその資し格かくがあるというのか？」

エイジ：それは、お前たちが試ためすんだろう？

ＧＭ：「……話は早い」（一同爆笑）〝ぎしっ……ギギシ―――〟像が軋きしんだ音を立て始めた。それはまるで動き出すかのような……。

一同：動きだしてるんだっ!!（笑）

エイジ：……う、やる気満々だ。

ＧＭ：「汝にその資格があるかどうか……」

フェルシア：我わが拳けんをもって……（笑）。

ＧＭ：なんか正々堂々、ずいぶん男らしいゴーレムだな。拳の戦いなら……。

フェルシア：で、ビームを撃うつ（一同大爆笑）。

一同：またそれかよ―――っ!?（爆笑）

ベネット：拙せつ者しやはその声を聞いた瞬しゆん間かん、ひィいぃいっ！　といってバックダッシュで逃にげる。

ＧＭ：逃げるベネットの眼がん前ぜんで、〝ドーン……！〟部屋の扉とびらが閉しまった。

ベネット：ヒッ、ヒぃいいいっ!?　あっしはただ巻まき込こまれただけでゴザる―――っ！

シグ：お前ここまで来てそんなこと言うのか!?（笑）

ＧＭ：「では、最後の〝鍵〟を渡わたすにあたり、その資格があるかどうか試させてもらおう」

エイジ：じゃあ、その試練には僕たちは打ち勝つ！　そして、アムを助けるために〝鍵〟を手に入れる！　…………ってことで、いいよね？　みんな？（一同爆笑）

シグ：どうしてそこでビッシリと決まらないのだ、少年？（笑）

アム：まあ、この方がエイジっぽいけどね……（笑）。

シグ：ひさしぶりにまともになったと思ったのに！（笑）……と言いながら、ガシャガシャとみんなから借金した武ぶ装そうを整える!!（笑）

ＧＭ：では戦せん闘とうだ!!　ゆけ、愛知県／虚こ空くうくんが送ってくれたコランダムゴーレムよっ!!

一同：読者投とう稿こうエネミーか―――っ!!







◆Middle 03◆鍵かぎの試練




　青と赤。動き出す二体のゴーレムが。

　だが、それよりも早くエイジたちは戦闘態勢を調えていた。




エイジ：ギルドスキルの《陣じん形けい》を使う!!
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《陣形》を使い、エイジとシグがひとつのエンゲージに、その他は全員がばらばらに分かれた配置に移い動どうするＰＣたち。

　今までの戦闘の経けい験けんから、おそらくゴーレムの方が行こう動どう値ちは早く、またひとつのエンゲージ全体に攻こう撃げきを行なうことを警けい戒かいしての位置取りだ。

　エイジとシグは、ゴーレムとエンゲージはしなかった。




ＧＭ：ちなみにこの二体のゴーレムは赤と青……色がちがうだけで能のう力りよくはまったく同じだ。名前は赤い方がルビーゴレーム、青い方がサファイアゴーレムと呼よばれる。

フェルシア：ルビーもサファイアも、色がちがうだけで同じものだからね。

ＧＭ：うむ、コランダムという鉱こう物ぶつだ。
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シグ：では、セットアッププロセスに《プロヴォック》を使うぞ。対象はサファイアゴーレム。（ダイスを振って）……えーと、11。

ＧＭ：抵てい抗こうするぞ……（ダイスを振る）10。お、惜おしい！　失敗！

シグ：あ、危あぶない、危ない。ゴーレムに馬ば鹿かにされるところだった（笑）。

ＧＭ：ゴーレムの行動値は15。まず、《プロヴォック》されたサファイアゴーレムが、ふわりと浮うかび上がり……〝気をつけ〟のポーズをとったまま、頭からシグめがけて突つっ込んでくる！　で、シグとエイジのエンゲージに入った瞬しゆん間かん、腕うでを振り回す！　腕から宝ほう石せきの塊かたまりのようなものがバラバラと飛び散り……シグとエイジを《範はん囲い攻撃》で攻撃っ！

シグ：とりあえず回かい避ひ、回避！

ＧＭ：命中値は高いぞ！　12＋３Ｄ６……（ダイスを振る）しょぼい、19。

シグ：しょぼくても、それは避よけられん！（ダイスを振る）……失敗。

エイジ：こっちも失敗。

ＧＭ：……飛び散った無数の青い宝石の塊がエイジとシグの身から体だに次々と撃ち込まれるっ！　（ダイスを振る）……41点っ!!

エイジ：えーと、物理防ぼう御ぎよ力りよくの11を引くから、そのまま受けると30ダメージか！

シグ：では《プロテクション》をエイジに！　（ダイスを振る）ダメージを18点軽けい減げん!!

エイジ：で、こっちの防御力で11点止めるから……ダメージは12点か。

シグ：で、俺おれが受けるのは23点！　では、シールドで攻撃を受けたと。……よしっ！　これで一体をこっちに引きつけた。

ＧＭ：そして、ルビーゴーレムはキラリ、目が赤く輝かがやいて……。

シグ：もう一体もこっちの方に来てくれるとうれしいなー……。

ＧＭ：では、目がギラリと光って、攻撃はランダムに決める！（ダイスを振る）……エイジに攻撃だ。

エイジ：来た……！

ＧＭ：ルビービ――――――ム!!（ダイスを振る）……21。

エイジ：これが試練ということか！（ダイスを振る）ダメだ！　避けられない!!

ＧＭ：〝ミィィ―――ィィン〟！　赤い光がエイジの胸むねを貫つらぬ……！

シグ：《カバーリング》!!　エイジをかばう！

ＧＭ：ち！　やっぱりエイジを攻撃させてはくれんか！

シグ：これが俺たちの役やく割わり分ぶん担たん！　英語で言うとロールプレイだよ、ゴーレム君!!

ＧＭ：ダメージは15＋６Ｄ６の〈光〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージだ！（ダイスを振る）うおおおっ、出目はけっこーいい！　……38点!!

シグ：《プロテクション》！（ダイスを振る）よし、ダイス目でかいっ！

一同：おおっ!?

ＧＭ：飛んできた赤い光は《プロテクション》のバリアを貫かん通つうし、シグに直撃する……が！　光は、はじかれるようにそこで何本もの細い輝き線せんとなって四散する！

ベネット：うお、これはダメージ０になるか!?

シグ：（計算して）……うーん、０にはさすがにならん。

ＧＭ：ダメージいくつ入った？

シグ：１点！（一同大だい爆ばく笑しよう）

一同：シグ、硬て―――ぇ！（爆笑）

シグ：みんな、借金させてくれてありがとうっ！（一同爆笑）

ＧＭ：く……ビームが直撃した部分だけ焼けこげるが……その下にミスリルクロークのなめらかな光こう沢たくがキラリと光る（一同爆笑）。

シグ：ミ、ミスリルクローク最高！（笑）さあみんな！　新たに覚えた《連れん携けい攻撃》を見せるのだ！（笑）




《連携攻撃》とは、ギルドメンバーが同じ敵てきに続けて攻撃すると、あとになるほど攻撃力が上がっていくというギルドスキルだ。

　相手に与あたえるダメージが、一回の命中ごとに１Ｄ６点ずつ増ふえていくのである。

　ただし、途と中ちゆうで誰だれかひとりでも攻撃を外すと、その時点で連係は途切れ、《連携攻撃》の効こう果かもそこで止まる。




ベネット：連携いくでゴザる―――っ！（一同爆笑）サファイアゴレームに雷らい鳴めいの弓ゆみで《ディスアピア》《サプライザル》《コンシールアタック》！　……命中は23！

ＧＭ：23か！（ダイスを振る）やば、当たったっ！

シグ：よし、これでゴーレムは［放心］した!!

ＧＭ：ぐは、ラウンドの終わりまで、判はん定ていにダイス-1コか！

ベネット：じゃあ、ダメージがまず《サプライザル》で４Ｄ６追加。基き本ほんが２Ｄ６！（ダイスを振る）……出目はひでーもんだ!!　１が三つってあり得ないでゴザーるっ!?　……合計で28点？　ありえねー！（笑）

ＧＭ：〝ピシィ！〟木が裂さけるような甲かん高だかい音と共に！　ちょっとヒビが入ったくらい？

シグ：ま、まあいい！　お前はダメージよりも敵を［放心］させることが重要だ！［放心］してないと俺の攻こう撃げきは当たりもしないからな！

ＧＭ：ああ、シグの攻撃がはずれて《連携攻撃》をとぎれさせたくないのか。

フェルシア：《連携攻撃》第二弾だん！　同じ敵に魔ま法ほう。いつものとおり……《コンセントレイション》《マジックサークル》《フレイムロード》《ファイアーボルト》。（ダイスを振ふる）……19で命中。

ＧＭ：ダイス１コじゃよけらないっつーの。ダイスを振るまでもない！（笑）

フェルシア：で、えーと。12Ｄ６がベースで《連携攻撃》でさらに１Ｄ６追加っ！（ダイスを振る）43てーん（笑）。

ＧＭ：ゴーレムは魔法に弱いからな。ダメージ合計がこれで51点！　……女め神がみ像ぞうは不満げに言った。「フェルシア様、あなたが戦せん闘とうに参加されるのはどうかと思います」（一同大爆笑）

フェルシア：……私も、そう思う。

アム：で、ここであたし！《フェイント》を使って攻撃！（ダイスを二回振る）……大きいのは17！《連携攻撃》でダメージが＋２Ｄ６されて（ダイスを振る）……31点！

ＧＭ：20点軽けい減げんして、11ダメージ。これでダメージの合計は62点か！

シグ：敵が［放心］してるし……当たるような気がするので俺も攻撃に参加していいかな、少年？

エイジ：シグさん、いっちゃってください！

シグ：うっははーい!!（一同爆笑）えーと、《スマッシュ》とか使っちゃうぞー（笑）。（ダイスを振る）えーっと、14。

ＧＭ：［放心］しているのでぜったいに、よけられません（笑）。

シグ：よかった！　えーと、四人目だから３Ｄ６を足して。こんなにダメージダイスが振れるなんてー！《連携攻撃》うれしー！（笑）

ベネット：連携、すごくいい！（笑）

シグ：えーと、29点。《スマッシュ》分６点足して35。

ＧＭ：35？　15ダメージか！　これで78点！　まだ倒れんぞ!!

エイジ：じゃあ僕ぼくも心おきなく《バーサーク》！（一同爆笑）　マイナーアクションで《バーサーク》、メジャーアクションで《バッシュ》！　命中は……（ダイスを振る）。

ＧＭ：（出目を見て）お、これはかわせそう……か？

エイジ：……15！

ＧＭ：ぶ！　だからよけられん、と！（一同爆笑）

シグ：はははは、少年は俺とはちがって命中の固こ定てい値ちが高いんだよ、ゴーレム君（笑）。

フェルシア：……で、五人全員が攻撃をあてたからダメージは＋４Ｄ６。

ＧＭ：おお、攻撃力ぜんぜんちがーう!?（笑）

フェルシア：……《連携攻撃》つよい！（笑）

エイジ：《トゥーハンドアタック》の《バッシュ》で……８Ｄ６。（ダイスを振る）うおー、出目が走った（笑）。52点!!

ＧＭ：防御力で20点差し引いて……32ダメージ。合計[image: 110]点だとーっ！　たった１ラウンドで……。

エイジ：でもまだ生きてる!?《連携攻撃》がなかったら……倒すの大変だったな……。

シグ：《連携攻撃》でかなりダメージ稼かせいでるからな。

ＧＭ：では、最後……クリンナッププロセスにゴーレムは〝ギギギギ……ギシイッ！〟と、自らを縛しばる雷らい光こうをはじいた！　ほどけた雷光は細かく砕くだけて四散する！

シグ：［放心］が解とけた!?［放心］を解くのにここまで派は手でに演出したヤツは初めて見た！

ベネット：やるな！　……こいつ、やるかも（笑）。

ＧＭ：「……それほどでもない」（笑）

一同：しゃべった―――！（爆笑）

ＧＭ：喋った方が楽しいじゃないか。「（太い声で）……ごーれーむ」（一同爆笑）




　ここで戦闘は次のラウンドへと移うつる。




[image: ]




　シグはコランダムゴーレムが他のゴーレムと同じようにビームは一回しか撃うつことができないと推すい測そくし、ルビーゴーレムにも《プロヴォック》をかける。

　ルビーゴーレムはシグとエイジのエンゲージに突つっ込こんで、《範はん囲い攻こう撃げき》により攻撃を敢かん行こう！　だが、シグの《カバーリング》と《プロテクション》に防ふせがれ、致ち命めい的なダメージを与あたえることができない。




ＧＭ：く―――っ！　ならばサファイアゴーレムは、ビームを撃つぞっ！　ターゲットはダイスでランダムに……（ダイスを振る）……対象は……アムっ！

アム：えっ？　こっちっ!?

ＧＭ：「……邪じや悪あく反はん応のう感知！　サファイアビ―――ム!!」（ダイスを振る）

アム：（ダイスを振る）よけられなーいっ！

ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）……48点！

シグ：もちろん《プロテクション》！　16点軽けい減げん！

アム：それで残り【ＨＰ】は16点。

シグ：【ＨＰ】ぴったりのダメージだったのかっ！（笑）

エイジ：これで敵の行動は終わりだな。このラウンドでとりあえず一体を倒すぞっ！




　ここでフェルシアがエイジに《ファイアウェポン》をかけ、その攻撃を魔法ダメージに変へん更こうする。

　また、ダメージを受けたアムは《エリクサー》《シンセサイゼーション》を使ってＨＰポーションの効こう果かを高め、自分を回かい復ふくした。

　シグもまた自分自身に《ヒール》をかける。

　そして、ベネットの雷らい鳴めいの弓ゆみによって放心状じよう態たいにされたサファイアゴーレムは、エイジに攻撃を避けることができずに、ダメージを受けて戦闘不ふ能のうになる。

　が……。




ＧＭ：ぐうううっ、【ＨＰ】をぜんぶ削けずり取られた―――っ!!

一同：うっしゃ―――っ!!

ＧＭ：サファイアゴーレムが戦闘不能になると同時に、目がキラリと光るっ！

シグ：……ま、まさかっ！

ベネット：じ、自じ爆ばくでやんす―――っ！

ＧＭ：ふっふふふ、サファイアゴーレムは轟ごう音おんと共に砕くだけ散るっ！

エイジ：ちょ、ちょっとフェルシアさん、ちゃんと教えておいてくださいよ！（笑）

フェルシア：……ごめん、忘わすれてた（一同爆笑）。……っていうか、プレイヤーは知らないわけですが（笑）。

ＧＭ：では【幸運】判はん定ていをどうぞ！　目もく標ひよう値ち12以上だ。巻まき込まれるのは、エイジ、シグ……あ、ルビーゴーレム！（笑）




　サファイアゴーレムの自爆に、ただひとりを除のぞいて判定に次々成功、爆発に巻き込まれるのを回かい避ひする。

　爆発に唯ゆい一いつ巻き込まれたのは……ルビーゴーレムだった。




ＧＭ：……そうなる気はしてたんだっ！（笑）しかし、５＋３Ｄ６ごとき……（ダイスを振る）……ダメージなど受けんわっ！




　爆風の中から深しん紅くのゴレームが傷きずひとつ受けずに姿すがたを現あらわす。

　だが、ルビーゴーレムはこののち、二度の《連れん携けい攻撃》によって、サファイアゴーレムのあとを追うことになった。

　もちろん、サファイアゴーレムも自爆することは忘れなかった。

　その結果―――。




エイジ：うおーっ！　【幸運】判定に失敗した―――っ!!（笑）

シグ：詰つめが甘あまいな、少年（笑）。

エイジ：なんで、僕だけ……。

ＧＭ：ではここで、女め神がみ像ぞうがふたたび声を掛かけてきます。ただし、今度は先さき程ほどのものとはずいぶん……。

ベネット：そんなことよりもドロップ品でやんすーっ！

ＧＭ：女神ぞ……。

シグ：おお、そうだ！　女神像がどうこうする前に、ドロップ品だ！　ドロップ品!!

ＧＭ：めが……。

エイジ：フンフンフン♪　《目め利ききき》がないっ、《目利き》がないっ♪

シグ：なんだ、そのおもしろい歌はっ!?（笑）

ＧＭ：……。




　ちなみにドロップ品は、どちらのゴーレムも宝石（一五〇〇Ｇ）だったことを記しておく。







◆Middle 04◆金色の鍵かぎ




「……もうよろしいですか？」

　あきれたような、じれたような声で女神像がそう言った。




ＧＭ：「と、ともかく、あなた方に鍵を手にする資し格かくがあると認めましょう」

アム：ともかく、というのが引っかかる（笑）。

ベネット：じつに会話のラフな神像でゴザる。

シグ：では、最後の鍵とやらを出してもらおうか。

ＧＭ：「……いいえ。最後の鍵は、すでに貴方たちの手の中にあります」

エイジ：どういうこと……？

ＧＭ：「神々により選ばれた一族。最後の〝鍵〟は、その末まつ裔えいの者に常つねに託たくされ続けるもの。これより、その封ふう印いんを解かい除じよしてあげましょう」

一同：へ？

フェルシア：……そう。最後の鍵は、はじめからエイジの中に、ある。そういうことよ。………………たった今、思い出したのだけど（一同大爆笑）。

ベネット：忘わすれすぎでゴザ―――るっ!?（笑）

エイジ：アムを助け、奴やつらを倒たおすために封印を解とくことが必要なら、やってくれ。……ちと怖こわい気もするが（笑）。

シグ：いいのか？　なにが起こるかわからんのだぞ？

ＧＭ：では、フェルシアに向かって……「よろしいのですね？」と確かく認にんします。

フェルシア：無口だから、コクリと頷うなずくだけで。

エイジ：僕は、フェルシアさんを信じます。

シグ：お前がそう言うなら、それでいい。

ＧＭ：では、女神像は口元に笑えみを浮うかべて……（一同大だい爆ばく笑しよう）。

一同：こわっ!?

エイジ：善ぜん人にんのロールプレイするんじゃなかったのかっ！（笑）




　めちゃくちゃ善人にふるまったつもりである。




ＧＭ：では、エイジが〝鍵〟の解放を受じゆ諾だくすると同時に。ふいに、女神像から暖あたたかいオーラが放たれ始め―――。

エイジ：……ああ、暖かい。癒いやされる気がする。

ベネット：ぎゃ―――っ!?　光にあてられて苦しんで転げ回る拙せつ者しや。

シグ：なんでお前が苦しむんだっ！（笑）

ベネット：い、いや、すっかり忘わすれてたけど、ライフパスが《邪じや神しんの祝しゆく福ふく》なので。




　ほんとにすっかり忘れてたぞ。




ＧＭ：では、のたうち回っているベネットを横目に―――エイジの全身が淡あわい金色の光に包まれ始める。

エイジ：こ、これはいったい……。

ＧＭ：「七つ目の鍵はあなたの血族に……親から子へと受け継がれるもの」

エイジ：血族？

ＧＭ：光は、エイジの胸むねから強く放たれている。その光の中、おもむろに形作られるのは……〝鍵〟。はじめは、鈍にぶい鉛なまりのような色をしていたものの……まるで周囲の金色を吸きゆう収しゆうしているかのように―――みるみるうちに、より強い黄こ金がね色いろへと変わっていく。「これが七つ目の〝鍵〟。世界の運命を左右する最後の〝鍵〟です」

エイジ：では、その鍵を握にぎりしめます。これで、僕たちはディアネッドに戦いを挑いどむ権けん利りを得た、ということだね。

ＧＭ：うん。で…キミが鍵を握りしめた瞬しゆん間かん。ふいに、鍵から、なにかイメージが頭の中に流れ込こんでいく。

エイジ：……おお!?

ＧＭ：それは、まさしく過か去こに三度発生した〝粛しゆく正せい〟の光景。嵐あらし吹ふき荒あれる世界、次に洪こう水ずいで流され水すい没ぼつする世界、最後に巨きよ大だいな地じ割われによって大地が崩ほう落らくしていく―――世界。人々は逃げまどい、しかしなすすべもなく嵐や洪水や地割れに呑み込まれていく。

エイジ：これは……。

ＧＭ：その様子を、遙か上空から見下ろしている、人ひと影かげ。光に包まれた七つの鍵をまとい、悲しげな表ひよう情じようをしている。

エイジ：……言葉は伝わってこないものの、ひとつだけわかります。こんなにたくさんの命が失われてしまうような粛正に疑ぎ問もんを感じる。これが本当に救いなんだろうか……？

シグ：ちょっと待て。過去三回の破は滅めつって、〝粛正〟のことだろう？　エイジの血ち筋すじって、そんな昔から続いているのか？　まさか……。

フェルシア：そう、エイジは半神半人の古代種族であるエルダの民たみの末まつ裔えいよ。もちろん長い間に血は薄うすまっているから、完全にエルダの民というわけではないけど……。

エイジ：そ、そーだったのかっ!?

フェルシア：それでいい？（と、ＧＭの顔を見る）（一同爆笑）

ＧＭ：じゃ、そういうことで（笑）。

アム：その様子ってみんな見えるのかな？

ＧＭ：見えた方が話が早いな。全員その幻げん影えいを見ているということでいいよ。

アム：じゃ、脇わきに立っているエイジの腕うでをぎゅっと握ります。

エイジ：では、そこで正気に戻もどります。はっ、アム？　今、僕ぼくはいったい……？

アム：い、今のは……？

エイジ：おそらくアムの思っているとおりだと思う。とにかく、最後の鍵かぎは手に入れた。君を助けて、父さんの選んだ道がどういう道だったのかもわかった。いつになくまじめな感じで。ボケないぞっ！

アム：エイジは為すべきことがわかったの？

エイジ：そうだね、本当はちょっと迷まよってるけど。自分の為すべきことはわかってるよ。

アム：それなら、それに向かって行こうか。と、お気楽に笑顔を作って。

ＧＭ：……でも、どこか無理してる感じで。

エイジ：アムの言葉に励はげまされるように。行こう、フェルシアさん、シグさんっ！

ベネット：ちょっと待つでゴザるっ!?　拙者も〝のっとぎるてぃ〟の仲間でゴザろう！

シグ：では、最後まで我われ々われと運命を共にしてもらうぞ。

ベネット：し、しまった―――っ!?　罠わなでゴザる―――っ!?（笑）







◆Middle 05◆シグへの依い頼らい




　金色の鍵は再ふたたび光となって、エイジの体内に消えた。

　だが、自分の身から体だの中に鍵があることを感じているエイジ。

　一行は、最後の戦いの準じゆん備びのため、ひとまずカナンの街に戻っていた。




ＧＭ：このシーンはカナンの神しん殿でんが舞ぶ台たいとなる。時間帯は深夜だ。明け方には、ディアネッドが指定した場所に出発ということになる。

エイジ：さあ、これが最後の戦いだっ！

シグ：俺おれの戦いは借金を返すまで終わらんがな。

ＧＭ：（笑）。おっと、シーンはそんなシグをシルヴァが呼よびだすところから始まるぞ。

シグ：げっ!!　こんどはナニを言われるんだ……。

ＧＭ：シルヴァが呼びだしたのは神殿の一室。シグがその部屋を入ると……。

シグ：入るぞ、シルヴァ。

ＧＭ：会議室とおぼしき場所。そこでキミを待ち受けていたのは、シルヴァ、ク・バルカン、ロクサール、そしてカナンの神官長だ。

シグ：…………う？　おえらいさんが雁がん首くびそろえて……なんだ、これは？

ＧＭ：最初に口を開いたのは、シルヴァだ。めずらしくまじめな顔で、シグに視し線せんを送って言う。「ちょっと……話があるのよ」

シグ：座すわってもいいか？

ＧＭ：「どうぞ、おかけになってください」

シグ：なんだか嫌いやな予感がするぞ。

ＧＭ：「ちょっと話づらいんだけど。……あなたに他の依頼を請うけ負って欲ほしいの」

シグ：……やはりそうきたか。なんとなく読めてはいたが……。

ＧＭ：「そう、よくある話ね。もうおわかりだと思うけど、全部の〝鍵〟がそろって敵てきに勝てれば問題はないわ。でも……負けた時はどうなるかはわかっているわよね」

シグ：……そうだな。

ＧＭ：「最悪の時は、悪いんだけど……」

シグ：……。

ＧＭ：「あなたに―――エイジ君の命を絶たってほしいの」

シグ：……。それをなぜ、俺に頼たのむ？

ＧＭ：「他の人に頼めると思う？　アムは論ろん外がい、フェルシアはそもそも〝粛しゆく正せい〟を進める側の存そん在ざいよ？　いざとなれば敵対する可か能のう性せいすらある」

シグ：ベネットは？

ＧＭ：シルヴァは、真しん剣けんな表ひよう情じようを崩くずさぬまま、言い切った。「ベネットはディアネッドに荷か担たんしてもおかしくないわ」（一同大だい爆ばく笑しよう）

ベネット：う、うそ―――っ!?（笑）

ＧＭ：「もちろん、エイジ君にはこんな話はできないし……」

シグ：あいつなら、みずから命を絶ってもおかしくないがな。

ＧＭ：「そんな不ふ確かく定ていなことを期待するわけにはいかないでしょ」

シグ：じゃあ、しばらく黙だまって……壊こわれた膝ひざをさすりながら言おう。ただひと言―――わかった、と。そもそも勝てば、問題はないんだ。

ＧＭ：「勝てば、ね」

シグ：最悪の事じ態たいのことは頭に入れておこう。……だが、それは起きない。……あいつにはもっと世界を見てもらわなにゃならん。もう俺にはできないことだから、な……と、膝をさすりながら言う。

ＧＭ：「……」

シグ：……。

ＧＭ：……？

シグ：（しみじみと）…………はじめて真ま面じ目めに〝膝〟の設せつ定ていを使った―――っ！（笑）




　せっかくシリアスな雰ふん囲い気きを作ったのに、自分でこわしてどーする。




ＧＭ：「……そうね。その見るべき世界が終わったりしないことを、祈いのるわ」彼女は皮肉げに言う。

シグ：……これは、正式な神殿からの依頼か？

ＧＭ：「そうよ」

シグ：ならば、報ほう酬しゆうも前金もいらん。そんなことは起きないからな。

ＧＭ：「私も、それを祈ってるわ」……と、そこで沈ちん黙もくを守っていた神官長がずいっと出てくる。

シグ：は、はじめまして（笑）。

ＧＭ：「はじめましてカナンの神官長です。……前回はいなくてすいませんでした」（爆笑）

シグ：…………なぜ今さら出てくるんです。そんなえらい奴やつ、もう出てこないものと思ってました（笑）。

ＧＭ：いや……シルヴァとク・バルカンだけだと、いかに大事な依い頼らいかということを信じてもらえないかと思って……（一同爆笑）。

シグ：……ロクサールさんがいれば信じる（笑）。で、神官長さん、他ほかに言うことは？

ＧＭ：「……あなたは勝つ、と申されますが、我われ々われは万が一のことを考えております。この世界の命運の……最後の鍵を握にぎるのはあなたかもしれない―――それを言いたかったのです」

シグ：……わかった、若わかい奴に、こういうことはできん。……と言っておきながら、内心では、俺がその時に生きているとは限かぎらないがな……と思う。

ＧＭ：……。

シグ：考えてなかったの、か？（笑）

ＧＭ：……だって、ほら堅かたいし（笑）

シグ：堅いから先に死ぬんだっ!!（爆笑）　まあ、いろいろと、納なつ得とくのいかないところはあるが……。話は終わりだな、と言って立ち上がろう。

ＧＭ：「ま、話はそんだけ。あとはよろしく」軽い口調でシルヴァが、表情をゆるめた。他の連中も……「よろしくお願いします」「頼むぅ～。今やお主が最後の頼みの綱つななのじゃ」などと……（笑）。

シグ：では、手をひらひらさせて、無言でここを立ち去ろう。

ＧＭ：で、シグが立ち去ろうとするその瞬しゆん間かん。

一同：お？

ＧＭ：ロクサールの視し線せんが何かに気づいたように戸口のほうに向けられる。

シグ：誰だれか、いたのか？

ＧＭ：……というところで、シーンは閉とじられる。







◆Middle 06◆アムの覚かく悟ご




　ロクサールの視線に気づいたアムは、とっさに扉とびらの陰かげに隠かくれた。

　アムの目の前を部屋から出てきたシグが通り過すぎる。




「エイジ君の命を絶ってほしいの」




　……シルヴァの声で、アムの心の中が満たされた。




アム：じゃあ、前のシーンをあたしは見てたってことで……ショックで神しん殿でん内ないをふらふらと歩いている。

ＧＭ：うん。では、ここからはアムのシーンに移うつる。キミは、戦いを明日に備そなえ、眠ねむれずににふらふらと出歩いていたら、たまたま扉の隙すき間まから会議を見てしまった……というわけで。

アム：こんなことエイジに言ってもいいのかどうか……。

ＧＭ：〝コツーンコツーン……〟闇やみの中にシグは消えていき、残ったアムは……。

アム：それを見送ります。んー、どうしよう……とにかくエイジの部屋に行こう。考えるのはそれから。

ＧＭ：考えてから行動するんじゃないのかっ！（笑）

アム：そんなの、あたしにはにあわないし！　では、エイジの部屋のドアを叩たたく。……反はん応のうがない。

ＧＭ：反応がないのか！（笑）

エイジ：グー、ガー（笑）。

アム：ドアの鍵かぎを撃うち抜ぬく（笑）。

ベネット：〝ズギュ―――ン!?〟

一同：……おいっ!!（笑）

アム：鍵かぎ穴あなのぶち抜かれた扉をきーっと開けて……。

ＧＭ：ちょっと待て、本当に撃ったのかよ!!（笑）

アム：というのはやりすぎなので、単にドアを蹴け破やぶったことにしましょう。

一同：十分やりすぎだよっ！（笑）

アム：そしてあたしはエイジの部屋の中へ入っていく。

エイジ：その轟ごう音おんにさすがに目を覚まして。て、敵てき襲しゆう!?　ディアネッドの奇き襲しゆう!?（笑）

アム：その半はん寝ねボケのエイジをとりあえず……ぽかりと叩く。

エイジ：おわっ！　なっ……!?

アム：―――おはよ。

エイジ：…………おはようございますアムさま。な、なにかご用でございましょうか？

アム：（……ちょっと考えて）あんまり、重い話になるのもなんだし……不自然だけど、いきなりちっちゃい頃ころの話とか切り出す。

ＧＭ：昔話!?

エイジ：（がらっと口調が変わって）……しかし思い出すよなあ……いや、いきなり思い出すわけですが（笑）。近所にあった廃はい屋おくに、ふたりで冒ぼう険けんだっていって乗り込んだことがあったじゃないか？

アム：あ～、あったあった。いきなり一部屋目でエイジが床ゆかをぶちぬいたんだっけ（笑）。よく思い出す。

ＧＭ：よく、いきなり出てくるなぁそんなセリフ（笑）。

エイジ：よけいなことは思い出すな―――！（笑）で、もっと大きなことを背せ負おっている立場になったけど――今でも、変わってないことがある。あの時、実はちょっぴり怖こわかったんだけど、不思議とアムがいてくれれば大だい丈じよう夫ぶって、どんなことが起きたって平気だって、そう、思ってたんだ。

アム：（ぼそっと）それはあたしもいっしょ。

ＧＭ：ここで、バックに静かなピアノの曲が流れ始める（笑）。

エイジ：アムだけに言っておきたいことがあるんだ。鍵を継けい承しようしたときに見てたもののことさ。鍵が集まると起こること、それは世界の粛しゆく正せい。この世界の穢けがれをすべて払はらってしまう。それが―――〝救きゆう済さい〟ってやつの正体だ。

アム：……。それを止めることはできるの？

エイジ：ホントのとこはよくわからない。でもやらなきゃいけないことがひとつ、いやふたつあるんだ。父さんのどんなことをしても破は滅めつを止めなきゃいけないって思った気持ちは、今なら少しわかる。魔ま族ぞくの支し配はいは当然避さけなきゃいけないけど、多くの人たちが死んじゃうような――〝救済〟ってヤツも防ふせがなきゃいけないんだ。その意い志しだけはひきつがなきゃいけないって思う。

ＧＭ：で、そこでアムの脳のう裏りにはさっきの会議室での会話が思いうかぶわけだ。「最悪の時、悪いんだけどエイジ君の命を絶たってほしいの……」

エイジ：そこで、かぶせよう（笑）。で、やらなきゃいけない、もうひとつのことっていうのは、（アムの方を見て）……………いや、いいんだ、と言わない。

ＧＭ：こ、細けぇなあ！（笑）

エイジ：あの時の冒険もうまく行ったように……アムが、シグさんが、フェルシアさんが、ベネットがいれば、大丈夫なんじゃないかな（一同爆ばく笑しよう）。

アム：そうだね、ここまで一いつ緒しよにやってきた仲間なんだし。まあ、あんまり深く考えるのもエイジらしくないし、今度もなんとかなるよ。

ＧＭ：そんなアムの頭の中に響ひびく。「命を絶って……、命を絶って……、命を絶って……」

シグ：わかった……、わかった……、わかった……（一同爆笑）。

アム：じゃ、それを振ふり払うように、首を左右にぶんぶんと首を振ります（笑）。

エイジ：どうしたの？

アム：なんでもないよっ！　じゃ、お休み！　明日は朝早いんだからねっ！　エイジの部屋を出て行きます。

エイジ：アムっ！

アム：ん、なに？

エイジ：お願いがあるんだ……。

アム：え、え？　……ちょっとうろたえます（笑）。

エイジ：あのー、扉とびら直していってほしいんだけど……（一同爆笑）

アム：……エ、エイジのバカ―――っ！

シグ：なにもこんなところでオチをつけなくても……（笑）。







◆Middle 06◆フェルシアとベネットと




　天空に浮うかぶ満月。

　その薄うす明あかるい光に浮かび上がる人ひと影かげが……ふたつ。




フェルシア：ということは、最後が私とベネットね。

ＧＭ：です（笑）。

ベネット：じゃあ……フェルシアの話を正せい座ざして聞くでゴザる。

フェルシア：なぜ、正座？　……説教とかしちゃいそう。

ベネット：あっしがなにか悪いことしたでゴザ……いっぱいしている気がする（一同爆笑）。

フェルシア：そうじゃなくてっ！　……私になにかあったら、エイジはあなたが守ってあげて。

ベネット：……死にフラグ立てにきた―――っ!?（笑）拙せつ者しやが先に立てようと思っていたのに!!（笑）

フェルシア：いや、ほら、エイジの側につくと神様裏うら切ぎることになるし。今のうちに予よ防ぼう線せんを張はっておこうと。

ベネット：そういうことなら……大丈夫、きっとフェルシア様ならばうまく立ち回ることができるでゴザるよ。

フェルシア：た、立ち回る？

ベネット：しばらく月を眺ながめて、満月か、いい月でゴザるなあ……（笑）。あの時もあんな月でゴザった。

フェルシア：ど、どの時？

ベネット：拙者は記き憶おくを失ってふらふらさまよっていたところで、拙者はあんたたちに会いやした。それ以前のことは覚えていません。覚えているのは、血まみれの死体と―――なんかスゴイこと言い始めてきた！　ええー、血まみれの死体の山と、異い形ぎようの怪かい物ぶつたちと闘たたかう自分……。

ＧＭ：気がつけば、死体の真ん中でひとりぽつりと震ふるえ……その向こうにフェルシアが立っていた。

シグ：そして彼女はゆっくりと杖つえをキミに向ける。その先には炎ほのおが……（笑）。

ベネット：まあ、アレは熱かった（笑）。まあフェルシア様は覚えてらっしゃらないかもしれませんが、アレがきっかけでやんした。

フェルシア：……私はベネットになにをしたんでしょう？

ベネット：拙者も知りたいでゴザる。




　知らんぞ、そんなもん。




フェルシア：こんな人に頼たのまないといけない私って……。まあ、ベネットが別の意味で切り札を持っているのは確たしかだし。

ベネット：（スイッチを押おす仕草をして）これでやんすか？

フェルシア：使いどころ間ま違ちがわないでね（笑）。

ベネット：じゃあ、……拙者はただの犬っころ。ノラ犬のまんま終わることを祈いのってるでゴザるよ。……………………このスイッチを使わないことを!!（爆笑）

シグ：自爆スイッチ（笑）。

フェルシア：そうなるといいわね、といいつつ月を見上げて、終わります。

ＧＭ：終わりかっ!?（笑）

ベネット：適てき当とうなことをやって、シーンを終わろうと思っていたのに、こんな話を振ふられるなんて（笑）。

ＧＭ：じゃあ、そんなとこで（笑）。
















◆Middle 07◆ウェルチの願い




　―――翌よく朝あさ。

　バックパックにひとつずつ荷物を詰つめていくエイジ。

　少しずつ気分が高こう揚ようしていくのが、わかった。

　冒ぼう険けん者しやになって、何度も繰くり返している〝儀ぎ式しき〟……。

　そして、エイジは信じ込もうとする。




　これが、最後の〝儀式〟にならないことを。




ＧＭ：翌日の早朝。みんなが各自、装そう備びを確かく認にんしてるとこだと思ってくれ。ＨＰポーションとか……。

ベネット：よーく考えたら、拙者、冒険者セットとか買ってなかったんすよね～（しみじみ）。『アリアンロッド』のキャラとして、これはどーかと思う！（爆笑）

シグ：持ってないのか！

ベネット：最初、ライトクロスボウにすべてを注ぎ込こんだから……。

ＧＭ：…………そうか。ま、そんなみんながおのおのの部屋で食事や身み支じ度たくをしている時、エイジの部屋の扉とびらをノックする者がいる。

エイジ：誰だれだろ？　……どうぞ、と扉を開けよう。

ＧＭ：そこには、身から体だのあちこちに包帯をぐるぐると巻まいたウェルチが立っている。

エイジ：ウェルチ、もう起きても大だい丈じよう夫ぶなの？

ＧＭ：「なんとか……」と、しばらく沈ちん黙もくして。

エイジ：ん？

ＧＭ：「行くな………………って言ってもムダですよね」

エイジ：ちょっと苦笑いして、そうだね、僕ぼくは行かなきゃいけないんだ。

ＧＭ：ん……？　よく考えてみると、行かないでくれたほうが彼女には都合がいいんだな。〝粛しゆく正せい〟も起こらないし、エイジも死なない。まあ、アムは邪じや悪あく化かするけど……あら？　なおさら好都合じゃん（一同爆笑）。

ベネット：お、おそろしい女（爆笑）。

ＧＭ：まあ、そんなことはちっとも思っていないが。

シグ：……とことん、善ぜん人にんのロールプレイに難なんのある人ですね。菊池さん（笑）。

エイジ：どうあれ、決着はつけなきゃならない。そして、どうしても助けたい人がいるんだ。

ＧＭ：……その言葉を聞き終わる前に。「―――がんばってください。彼女を助けてあげて…………あなたなら、きっとそうすると思っていました」がんばって笑え顔がおを作ってキミを送り出そうとする。

エイジ：これからも〝のっとぎるてぃ〟は冒険を続けていくと思う。だから、これが終わったら、無事に戻もどってきたら……ウェルチも一いつ緒しよに冒険に行かないかい？

ＧＭ：「ありがとうございます。じゃ、エイジさんの帰りを、おいしい料理でも作って……帰ってくる日を待ってます」

ベネット：エイジに死にフラグを立てにキタ―――っ！（大爆笑）

エイジ：素す直なおにうなずこう。うん、キミの料理を楽しみにしとくよ。ここで、ちょっと父さんの身体を乗っ取った敵てきと闘たたかうことを思い出す。ちょっと無理に笑顔を作る感じで、大だい丈じよう夫ぶ、キミの待っている場所は守るさ。

ＧＭ：ウェルチは、一巻かんの時のことを思い浮うかべて……「今度は、必ず帰ってきてくださいね。アムさんと、いっしょに。…………行ってらっしゃい」と、エイジの背せを押した。

エイジ：振ふり向きながら手を振って、走り去ります。みんなの待つところに向かって。

ＧＭ：彼女はなにも言わずキミを見送ることしかできなかった。エイジは、出発準じゆん備びが終えて待っている四人のもとに……仲間の元に駆かけ寄よっていく。

エイジ：では、みんなヴェンガルド渓けい谷こくに行こう！　この冒険で、〝のっとぎるてぃ〟をもっと大きなギルドにするんだ！

シグ：……お前のメジャー指向はまだ、直っていなかったのか!?（爆ばく笑しよう）

エイジ：当然じゃないか！　みんなだって、これで世界が終わるなんて、これっぽっちも思っちゃいないでしょ？（笑）

シグ：ま……そりゃな（笑）。

フェルシア：無口にうなずきます（笑）。

ベネット：やれやれ、なんでここまで来ちまったんでゴザるかねぇ？（笑）

ＧＭ：まったくだ。防ぼう具ぐも着ずに（笑）。

ベネット：それは言わない約束でゴザる―――っ！

アム：では、あたしはエイジや、みんなを見み渡わたして……ただうなずく。

エイジ：では、みんなに向かって言おう！




「……行こうか!!」




　エイジが、宣言した。

　エイジたちはディアネッドの待つヴェンガルド峡谷へ向けて旅立つ。




　すべての決着を―――つけるために。











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆決戦




　ヴェンガルド峡きよう谷こく。

　かつて人類と魔ま族ぞくの激はげしい戦いがあったという古戦場。

　瘴しよう気きが立ち込める中、エイジたちはディアネッドの指定した遺い跡せきへと向かう。




ＧＭ：とゆーことで、シーンはヴェンガルド峡谷へと移うつる。過去の戦いの影えい響きようか、この場所はいまだ瘴気がしみついて腐ふ臭しゆうがただよう。ヴェンガルド峡谷はそんな場所だ。

エイジ：……こりゃそのものって感じだな。実にラスボスの根こん拠きよ地ちっぽい（笑）。

シグ：妖よう精せいも冷たい瘴気にあてられ、寒がってガタガタ震ふるえている。

ＧＭ：キミの頭の上では、三体が振しん動どうしているということで（笑）。……そしてキミたちは遺跡の中に足を踏ふみ入れる。だが、そこは天てん井じようもなく、たくさんの瓦が礫れきが埋うめ尽つくされていた。もちろん人ひと影かげもない。

エイジ：ディアネッド!!　約束通りすべての鍵かぎを持ってきたぞっ！

ＧＭ：と、叫んだ時。ふいに足あし下もとの石畳が崩くずれ、五人は瓦礫と共に地下に落ちる。

シグ：トラップかっ！

ＧＭ：いや、演えん出しゆつです。だからダメージもなしでＯＫ。

ベネット：どこまで落ちるでやんすか？

ＧＭ：いや、ほんの五階分くらい？

シグ：死ぬわっ！

ＧＭ：……しだいに土つち煙けむりが収おさまってくる中で、周囲の景色が見えてくる。

フェルシア：……ここは、どこ？

ＧＭ：そこは、地下のコロセウムだ。キミたちの回りには白はつ骨こつ化かしたたくさんの死体が……。

ベネット：ぎゃーっ！（笑）

ＧＭ：そして、キミたちの前には光を放ち、剣けんを持ったひとりの男が立っている。

エイジ：……ディアネッド！

ＧＭ：「―――ようこそ、我わが居きよ城じようへ。約束のものは持ってきたのだろうな？」

エイジ：約束のものはすべてそろえた。……だから、戦ってもらうぞ!!　ディアネッド!!

ＧＭ：「……ふふ、感じるぞ。すべての鍵がこの場にそろったことを」ディアネッドは満足そうに笑う。そして、地の鍵を取り出して言う。「残りふたつは予の体内にある。ほしくば……」

エイジ：……倒たおして奪うばい取れということかっ!!

ＧＭ：「もちろん、それはかなわぬこと。この数百年余あまり……この身から体だを傷きずつけたものは、ひとりもおらぬ」（一同爆笑）

エイジ：ならば、最初のひとりに僕がなるっ！

ＧＭ：「できるものならば、な」ディアネッドが気合いを入れると、身体中から目もくらまんばかりの光が噴ふき上がった。

シグ：構かまえたセレスチャルシールドがビリビリと震えだす……！

ＧＭ：天が泣き、地が叫さけび―――ディアネッドがマントを翻ひるがえしただけで周囲の大気が震える。

エイジ：長く生きていたからといって勝敗に関係するとは思うなよっ！

ＧＭ：「長く生きるというのは飽あきるということでな。予はもっと力が欲ほしい。飽くなき力が欲しいのだ」

エイジ：そんなことのために鍵かぎを欲ほつしたというのか。

ＧＭ：「もうわかっているはずだ。その鍵がすべて私の体内に入れば、この世界は終わる。魔の時代が来るのだ」

エイジ：魔の時代、そんなものは来させやしないさ。僕たちがお前を止めてみせる。

ＧＭ：「予の歩みを止められるものならば、止めてみるがいい。だが、心こころ優やさしい君にそれができるのかな？　父親の命をその手で摘つみ取るとこになるのだぞ」そう言って、彼はもう一本の剣けんを抜ぬき―――二刀流の構えを取る。

シグ：《ツインウェポン》（ふたつの武器を左右の手に持ち、攻撃力を上げるスキル）か！

エイジ：わかっていたさ。だけどそれ以上に、僕はお前を倒さなきゃいけない。

フェルシア：……この火の時代が終わったとしも、魔の時代なんかこないわ。

ＧＭ：「……くる。予はその時代を作ってみせる。今までの者と同じとは思わぬ方がいい！」　といってディアネッドが一歩踏み出すと……〝ゴッ……〟という音とともに床ゆかが震え、踏みしめた箇か所しよが足の形に陥かん没ぼつする。

シグ：じゃあ、その震動に足を踏ん張って耐たえる、頭の上では妖よう精せいたちが、角から振ふり落とされまいと踏ん張ばっている！

エイジ：お前を倒して魔まの時代の到とう来らいを防ふせぐ。それが、父さんから受け継ついだ願いだ！

ＧＭ：「お前の父はここに在ある。その思いごとお前の命をも飲み込こみ、予の力の一部としてくれよう―――」

エイジ：どこまでも卑ひ怯きような手を使うんだな。だけど……僕はお前に負けたりしない。

ＧＭ：「お前の想いがどれほどのものか、見せてもらおう……人間！」

フェルシア：……エイジ、いいの？　彼を倒せば、ガイアの命も……。

エイジ：ギリっと唇くちびるを嚙かんで。ちょいと唇が切れて、血がにじんだりして。……わかってるさ、父さんは僕にとって大事なものなんだ。大事だからこそ今ここで迷まよったりはできない。

フェルシア：その言葉、信じるから。……決して迷わないで。……来るわっ！

ＧＭ：では、ディアネッドが一歩、一歩と踏み出す。すると、その鎧の隙間から瘴しよう気きが噴ふき出す。と、その瘴気の影えい響きようか、周囲の白骨死体がむくむくと立ち上がるぞっ！
















フェルシア：やっぱりー!!

ＧＭ：それだけじゃないぞ。アムが悲鳴を上げる。

アム：あたしっ!?

ＧＭ：身体に打ち込まれていた瘴気――黒い痣あざがぶわっと身体中に広がっていく。

エイジ：アムっ！

ＧＭ：「ほう、予の瘴気を浴びたことによって邪じや悪あく化かが進行したようだな」……とゆーことで、７ラウンド目のクリンナッププロセスにアムは完全に邪悪化するぞ。

エイジ：つまり７ラウンドまでにディアネッドを倒たおせということか!!

ＧＭ：「もともと火の魔ま将しようとなるはずだったその少女が、火の時代に終わりをもたらすことになるとは……おもしろい」

エイジ：絶ぜつ対たいに邪悪化なんてさせるものかっ！

ＧＭ：「ほう、たいした自信だな。では、その自信を打ち砕くだき、貴き様さまらを魔の時代を迎むかえるための人柱とさせてもらうわっ！」







◆Climax 02◆光の騎き士し




　光の騎士ディアネッドの怒ど号ごうと共に。

　動き出した白はつ骨こつたちが剣けんを振ふり上げて、フェルシアとベネットに襲おそいかかる！
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ＧＭ：ディアネッドの両りよう脇わきには、彼を守るようにポールアックスを持った白の騎士ルミナスブリンガーと黒の騎士ダークブリンガーがいる。動き出した死体は全部モブで、長剣を持ったスケルトンソルジャーが２グループ、鎧よろいを着込んだスケルトンナイトが２グループね。
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シグ：こりゃまた、ずいぶんとぎょーさん出てきたな。

ＧＭ：では、第一ラウンド。ディアネッドがセットアッププロセスに《集しゆう団だん統とう率そつ》を使用。配下のモブたちを行動させるぞ。

シグ：やはり！　これでは《陣じん形けい》が使えんっ!!

ベネット：なんで？

フェルシア：《陣形》はあくまでも移い動どうするだけだから、エンゲージされると意味がないの。エイジ：ということは、まずはこのモブを倒さないとダメということ？

ＧＭ：そのとおり。まずは弱い方、長剣を持ったスケルトンソルジャーからだ。そして、ターゲットは……（ダイスを振る）フェルシアとベネットだ。
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シグ：装そう甲こうの弱いところにふたつとも来やがってっ！

ＧＭ：ふっふふふ、偶ぐう然ぜん、偶然。命中は６＋２Ｄ６ね……（ダイスを振る）13!!

フェルシア：私の【ＨＰ】では当たれば、ひとたまりもないわっ！（一同爆ばく笑しよう）

シグ：いいから、かわせっ！

フェルシア：うー、８以上。フェイト１点使います。３Ｄ６で８いじょー……（ダイスを振る）出た～。

ベネット：こっちは楽勝でゴザるっ！　ジャンプしてそのまま剣の上に乗ります。

一同：……。

ベネット：で、ニヤリと笑って剣から降おります（一同爆笑）。

ＧＭ：終わるなよ、そこでっ！

ベネット：だって、ほら、拙者は弓ゆみですし（笑）。

ＧＭ：次、スケルトンナイト。ターゲットはフェルシアとアム。
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ベネット：どうやら拙者が見せた軽かる業わざに恐おそれをなしたようでゴザるなっ！（笑）

シグ：このＧＭはどうして一番狙ねらわれるとイヤなところにいくかなー。いざとなったら《カバーリング》ということで!!

ＧＭ：では、マイナーアクションで移い動どう、メジャーアクションで《バッシュ》で攻撃する！

フェルシア：はっはは～、《バッシュ》なんか使わないでも、ひとたまりもない（笑）。

ＧＭ：命中は９＋３Ｄ６で……（ダイスを振る）20!!

フェルシア：20？　さすがにそれはクリティカルしないと無理……（ダイスを振る）失敗。

シグ：《カバーリング》を使います。

フェルシア：危あぶないっ！　と言いつつシグをすっと私の前に（笑）。

ＧＭ：ダメージは23＋６Ｄ６で41点!!

シグ：自分に《プロテクション》！　15点引いて、８点ダメージ。だりゃ～～～～っ、つ、次こいやーっ!?

ＧＭ：もう一体はアムを攻撃!!　え～っと同じく《バッシュ》使って、命中は19。

アム：19……６ゾロのみで回かい避ひ！（ダイスを振って）……だめ!!

シグ：……アムを《カバーリング》！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは43点!!

シグ：《プロテクション》……43点、ぴったり弾はじいたっ！

ＧＭ：ぐは!!　10体の騎士の攻撃をシグは弾くっ!!　それを見たディアネッドがほうと感かん嘆たんのため息をもらした。「さすがは数々の魔ま将しようたちを倒たおしただけのことはあるな」

シグ：ミスリルクロークとセレスチャルシールドは伊だ達てじゃないんだよっ！（笑）

ＧＭ：ということで、《集団統率》の行動は終わり。そしてディアネッドの行動。

エイジ：さあ……こいっ！

ＧＭ：では、ディアネッドは《ホーリーウェポン》を使用！　これを《マジックブラスト》で拡大して、すべてのモブの攻撃力を増加させるっ!!

シグ：どんどん、やっかいになるな……！

ＧＭ：で、ディアネッドの横のルミナスブリンガーとダークブリンガーは両方とも待機!!

ベネット：では反撃でゴザるっ！　フェイトを３点使って、《バーストブレイク》！

ＧＭ：命中判はん定ていは……自動成功か！

ベネット：しかも【ＨＰ】ダメージでやんす。（ダイスを振ふる）……41点のダメージっ！

ＧＭ：さすがにそれは耐たえきれん。スケルトンソルジャーが２グループとも粉々になる。

フェルシア：あとはスケルトンナイト。では、エイジに《ファイアボルト》。

ＧＭ：ボルト？

アム：ボルト？

フェルシア：？　……あ、ちがう。《ファイアウェポン》です（笑）。

アム：じゃ、次はあたしっ！　覚えた《クローズショット》が役に立ったー。エンゲージしているスケルトンナイトに攻こう撃げきっ！




　アムの攻撃は見事に命中。《バーストブレイク》で傷きずついたスケルトンナイトに追い打ちをかける。さらにエイジが同じスケルトンナイトを攻撃することによって《連れん携けい攻撃》が発動。《ファイアウェポン》で魔法ダメージに変わった攻撃を受け、スケルトンナイトは１ラウンドにして沈しずんだ。

　なお、このラウンドにシグはＭＰポーションを飲み、【ＭＰ】を回復した。




シグ：はっははは、まだまだいけるぞっ！

ＧＭ：なんと、１ラウンドにしてモブの大半が全ぜん滅めつか。しかし、まだブリンガーがいる。ターゲットは……（ダイスを振る）フェルシアとベネット!!




　だが、フェルシアへの攻撃はシグが《カバーリング》。続くベネットへの攻撃は……。




ベネット：３Ｄ６して７以上で回避、楽勝でゴザる。（ダイスを振る）……６？（一同爆笑）うひー、フェイトを使って判定をやりなおす!!（ダイスを振って）……７!!　ぴ、ぴったりっ！　ひ、ひぃー。拙者の目の前で斧おのが大地に突つき挿ささってる―――っ！




　そして第二ラウンド。
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　セットアッププロセスで、残っているスケルトンナイトが《グランディア》を使用して、ダメージを上げる。さらにディアネッドが自分の行動で、スケルトンナイトとブリンガーに対して《ウォークライ》をかける。そして、スケルトンナイトがパーティの回復役であるアムを攻撃！　見事にこの攻撃が命中した！

シグ：フェイトを使うくらいなら、俺がかばう！《カバーリング》だ。

ＧＭ：さあ、【ＭＰ】をどんどん使いたまえ。

シグ：使う。もう嫌いやというほど、使ってるよっ！

ＧＭ：ではダメージ。ベースが23。《グランディア》と《ウォークライ》を足して44からスタート、さらに《バッシュ》で６Ｄ６。

ベネット：すげー、こええ―――っ（笑）。

ＧＭ：コイツの【ＨＰ】を先に言っておこう。実はあと12点しかないんだ。これがコイツの人生（？）で最後の攻撃となるだろう（笑）。

　しかし、この攻撃もシグの《プロテクション》の前では、たいしたダメージを与あたえることができなかった。

　残るブリンガー二体はエイジに対して攻撃。エイジは《レイジ》（減へった【ＨＰ】の分だけダメージを加算するスキル）を使うことを考え、一体の攻撃をそのまま受ける。もう一体の攻撃はシグの《プロテクション》でダメージを軽けい減げんした。




シグ：おしっ！

フェルシア：せっかくエンゲージしてもらっているので、ここはエイジに《ブランディッシュ》でまとめて攻撃してもらって、残った人が残った敵てきを各かつ個こに撃げき破はしていきましょう。

シグ：それが一番効こう率りつがいいかも。

ベネット：では、待機でゴザる！

フェルシア：同じく。

エイジ：では、行きますっ！　マイナーアクションで《レイジ》、メジャーアクションで《ブランディッシュ》を使うっ!!

シグ：ここで外すんじゃないぞっ！

エイジ：ならば、フェイト１点使って確かく実じつに当てましょう。傲ごう慢まんな敵ボスのセリフに激げつ高こうしまして、その怒いかりのままに《レイジ》を打ち込こみます。……（ダイスを振ふる）よし、クリティカルっ!!

一同：おお―――っ！

ＧＭ：一いち応おう、回かい避ひを振ろう……だめ、全員命中。

エイジ：ダメージは68からスタートで、クリティカルと《トゥーハンドアタック》を合わせて＋５Ｄ６……（ダイスを振る）85点の魔ま法ほうダメージ！




　エイジの攻撃は炎ほのおの竜たつ巻まきとなって、敵を巻まき込むように襲おそいかかる。

　燃もえ尽つくされ、あっという間に灰はいと化すブリンガーやスケルトンナイトたち。




エイジ：そこで「さすが鍵かぎの継けい承しよう者しや」と言って欲ほしいんですが……！

ＧＭ：え？　ああ、えっと。「……さすがは、鍵の継承者か」

エイジ：（シリアスな声で）そんなことは関係ないっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……おいっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）俺が威い厳げんのあるボスでなかったら「それはないだろう！」って思い切りつっこんでるところだぞ！（笑）

シグ：しょ、少年。……成長したな。いろんな意味で（笑）。

フェルシア：エイジが敵を手玉に取っているわ（笑）。




　このあと、シグと待機していたアムがそれぞれ《ヒール》、《シンセサイゼーション》＋《マグニフィケーション》を使用し、【ＨＰ】、【ＭＰ】の両方を一気に回かい復ふくする。




フェルシア：次は私ね。じゃあ、いつものコンボで……（ダイスを振る）命中は22。

ＧＭ：それはクリティカルのみ。８＋２Ｄ６……（ダイスを振る）……よけられんわ!!

フェルシア：では、ダメージは……48点。

ＧＭ：12点消して……36ダメージ。「その程てい度どの攻こう撃げきで、私をここから動かすことはできぬ」

シグ：だが、傷きずはつけたぞー！

ベネット：では、その炎の向こうから。《ディスアピア》《サプライザル》《コンシールアタック》で攻撃するでゴザる!!

シグ：さあ、クリティカルするんだ。《マーダースキル》取ったんだろ！

ベネット：ええ、取りましたとも。……（ダイスを振る）……お！

フェルシア：出た―――っ！

ベネット：クリティカル！　クリティカル！　クリティカル！

ＧＭ：ぐ!!　……（ダイスを振る）回かい避ひは失敗。

ベネット：やった！　もう、大だい宣せん言げんしながらダメージダイスを出しますよ。基き本ほんで二個！　《サプライザル》で四個！　さらにクリティカルで二個！《マーダースキル》で一個！《連れん携けい攻撃》で一個！　さらにフェイト１点を使って《ブルズアイ》の封ふう印いんを解といて＋六個！

ＧＭ：うわ、最強攻撃か！

ベネット：……（ダイスを振る）おお、出目もいい！

フェルシア：いままでの運の悪さがうそのように（笑）。

ベネット：……ダメージは69点！

ＧＭ：15点引いて……54ダメージか！　ほら、当たったんだから演えん出しゆつしなきゃ！

ベネット：……ええと、じゃあ拙者の目が金色に変わって、同時に空が暗雲に包まれる。

ＧＭ：じゃあ光の騎き士しは、一いつ瞬しゆん空を見ると、フキダシの中に「!!」を入れて振り返り……。

ベネット：貴き様さまの時代は誰だれも望んでない。……我われ々われ妖魔ですら。

ＧＭ：轟ごう音おんとともに、雷かみなりを巻き込みながら、渦うずを巻きつつ、この空間自体をねじ曲げつつ、矢は進む。「お、おおっ!?」とうめくディアネッドの胸むねを貫つらぬく。そして、砂すな煙けむりが巻き上がり……。

ベネット：やった、倒たおしたぞ！　うっひょ～～～～っ!?（笑）

ＧＭ：砂煙が晴れるとそこにいるのは、騎き士しのシルエット。彼がぐっと力を入れると、彼を拘束していた雷がバチン！　とはじけ飛ぶ。

ベネット：馬ば鹿かな、あの一撃で無傷だと―――っ!?

ＧＭ：「無傷ではない」

フェルシア：（ほほのあたりに）このへんにちょびっと（笑）。

ＧＭ：「だが、予の《パーフェクトボディ》を傷つけるとは……」（笑）

シグ：なんか急に安っぽくなったぞ。

ＧＭ：《パーフェクトボディ》（バッドステータスを打ち消すスキル）を使うよ、ってことね（笑）。雷らい鳴めいの弓ゆみによる［放心］を打ち消したぞ。

ベネット：……そ、そんな。拙せつ者しやの最大攻撃が……。人生最大の活かつ躍やくが!?（笑）

シグ：馬鹿野や郎ろう！　がっかりするのはまだ早いだろうが！（笑）

フェルシア：それにまだ敵てきはいる。

エイジ：よし、ここからが本番だっ！




　第三ラウンドのセットアッププロセス。

　ついにディアネッドを残すだけとなったエイジたちは、《陣じん形けい》を使用してエイジとシグはディアネッドとエンゲージ。

　そして、いつものようにアム、フェルシア、ベネットは散開するが―――。
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ＧＭ：「がっかりすることを教えてやろう。……予は実力の半分も出し切っていないぞ」

シグ：そりゃそうだよなあ。接せつ近きん戦せん型なのに、近づいてもいないからなあ。

ＧＭ：というか、《ホーリーウェポン》＆《マジックブラスト》しかしてない（笑）。

エイジ：よく考えてみれば……

ＧＭ：で、こっちのセットアッププロセスはなにもなしです。では、こちらの行動から。

シグ：さあ、来い！

ＧＭ：そっちから接近してくれたから、全力でいけるんだな？　「ではここからが本当の戦いだ。予をがっかりさせないでくれ。最初に言っておこう。この剣けんを受けて、生き残れたものはいない」といって、白と黒の剣を二本ジャキーンと。

シグ：さあ、どんな技を見せてくれるのか…。

ＧＭ：マイナーアクションで《ブレイクスラッシュ》、メジャーアクションで《ブランディッシュ》だっ！




　すでに《バーサーク》しているエイジが避よけられるはずもなく、シグも【ＭＰ】の温おん存ぞんを考え、《カバーリング》を見送る。ギルドスキルの《蘇そ生せい》がまだ残っているのと、エイジの《レイジ》があるという理由もあるからだ。




ＧＭ：「エイジ、お前の右に避ける癖くせ、直せと言っただろう」と、ガイアの声で言った。

エイジ：くそ、父さんの声で語るな！

シグ：俺たちはまだ立っているぞ。生き残った者はいないんじゃなかったのか!?

ＧＭ：「では、まず壁かべ役やくのお前からつぶさせてもらおうか。……エイジ、お前はそこで見ていろ。仲間が倒れていく様を」

エイジ：あんたは僕ぼくの仲間の強さをわかっちゃいない。やれるもんなら……やってみろっ!!




　続いてベネットとフェルシアがディアネッドに攻こう撃げき、アムが《ポーションピッチ》を使ってシグを回かい復ふくする。

　そして、エイジ……。




エイジ：《インヴィジブルアタック》＋《バッシュ》で攻撃っ!!

ＧＭ：「ほう、父に手をあげるか？」

エイジ：……!!　くそー！　またそんなことをー！　……（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ちは18。

ＧＭ：18？　低くない？

エイジ：《インヴィジブルアタック》まで使ったのに（笑）。剣先に迷まよいがある。やはり父は討うてぬか！

シグ：どうした少年!?

ＧＭ：「その迷いがお前の弱点だ」（ダイスを振る）ぶっ、こっちの回かい避ひは16。

エイジ：ぎりぎりだが、あたりか。連れん携けい３発目だから、＋２Ｄ。……う！　低い！

フェルシア：剣先に迷いが（笑）。

エイジ：かなり迷いが。……33点。

ＧＭ：てことは、21ダメージか!!「その程てい度どか、エイジ」父の声で言った。「痛いたくもかゆくもないわっ！」




　そして、ディアネッドに対して有ゆう効こうな手しゆ段だんが見いだせないまま、第四ラウンドに突とつ入にゆう。
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　どちらにしろシグに防ふせがれるのであればと、攻撃の対象をシグへと変えるディアネッド。




ＧＭ：よし！　いくぞっ!!　マイナーアクションで《ブレイクスラッシュ》、メジャーアクションで《クロススラッシュ》。

フェルシア：《ガーディアン》とかの使いどころ？

シグ：かもしれませんね。

ＧＭ：「よし、見ていろエイジ。まずはお前の仲間である、この邪じや魔まな、邪魔な」……俺おれはいつもこいつを相手に戦っている気分になる（笑）。「この盾たて役やくをつぶしてやろうっ!!」

フェルシア：彼の後ろには、いままで倒たおれていった魔ま将しようの影かげが（笑）

ＧＭ：これが命中すれば40＋３Ｄ６。それが二回、しかもダメージを軽けい減げんできないぞっ!!

シグ：（計算を開始して）……ＧＭが６Ｄ６で18点以上出すと俺が死ぬ。《蘇生》を使えば絶ぜつ対たい生き残れる。

アム：６Ｄで18……。微び妙みようなところね。期き待たい値ち以下だし、18は上回る可か能のう性せいが高い。

シグ：後は俺がなんとか避けられるかだけど……《蘇生》を使うことになりそうだな。

ＧＭ：よし、じゃあいくぞ。《ブレイクスラッシュ》＆《クロススラッシュ》。……（ダイスを振る）命中は一発目が25！

シグ：うお！　フェイトで増ふやしても避けられん！　６ゾロを狙ねらう！　……ダメ！

ＧＭ：「おしいな！」（ダイスを振る）56点ダメージ！

シグ：ええと、残り24点。……次の攻撃が１ゾロでも死ぬ。

ＧＭ：ディアネッドは、まず右手に持った剣けんを縦たてに振り、間かん髪ぱつを入れず左手の剣で横に薙なぐ。……（ダイスを振る）クリティカルはしない……しかし、25。

シグ：えいっ！（ダイスを振る）くぁ～！　だめだ！　６ゾロはでねえ！

ＧＭ：ダメージは51点!!

シグ：防御力を引いても33点ダメージなので、このままだと死にます。

フェルシア：……《蘇生》を使うしか……ない？

エイジ：やらないと勝てないから。使おう！

ＧＭ：では、《クロススラッシュ》を撃うった瞬しゆん間かんに、なぜかシグの背はい後ごに岩があり、それが十字にズバンと切れる。で、ターゲットが死んだかどうかも確かく認にんせずに、「まずはひとり」と、エイジの方に向き直る。「この剣を逃のがれたものはひとりもいない」

シグ：では、「逃れることはできなくても、耐えることはできるさ」。……ちっくしょー、さっきの俺の《ヒール》の出目がもう少しよければ!!

ＧＭ：すると、ちょっとショックだったのか。首を回して、目をカッと見開き、「この一いち撃げきを受けきったのか……！　許ゆるせん！」ゴゴゴゴゴゴ……。

シグ：人間ごときに馬ば鹿かにされて、気が立っているのかい？

ＧＭ：すると、ややあって怒いかりが収おさまり――。「いかんいかん、少し頭に血が上りすぎていたようだ」その間わずか三秒。「冷静になった予は強いぞ」

シグ：ち……。

ベネット：では、拙者の攻こう撃げきでゴザる。《ディスアピア》《サプライザル》《コンシールアタック》。【ＭＰ】がちょっとやばめなんですが……（ダイスを振る）命中は20。

ＧＭ：（ダイスを振る）回かい避ひは失敗。遠間から撃った矢がディアネッドに吸い込まれる！

ベネット：ダメージは37でやんす！

フェルシア：次は私の番。（ダイスを振ふる）……う!!

ＧＭ：（出目を見て）お、避よけるかも。

フェルシア：フェイト使って振り直し。（ダイスを振る）21。

ＧＭ：ちっ！（ダイスを振る）回避失敗。

フェルシア：というわけで《連れん携けい攻撃》があるのでダイスは13個こ。（ダイスを振る）……36！

アム：んー、普ふ通つうに攻撃しようかな。あっ！　ディアネッドって魔族ですよね？

ＧＭ：そのとおり、魔族だっ！

シグ：《スレイヤー：魔族》が役に立つ時が来たっ！（笑）




《スレイヤー》

《スレイヤー：魔族》などのように、エネミーの分類を指定して取得するスキル。

　指定したエネミーに対してダメージが上じよう昇しようする。




エイジ：アムが俄が然ぜん活いき活きしてきた（笑）。

アム：魔族狩がりのレンジャー部隊で訓練を受けてたのよ。

ＧＭ：そんな部隊、聞いたコトねえぞ！（笑）




　アムは《フェイント》を使用して見事攻撃が命中。《連携攻撃》も手伝って、ディアネッドに30点のダメージを叩たたき出す。

　そして、シグは自分に《ヒール》を使用するが、ダイス目が悪く、19点しか回かい復ふくしない。




フェルシア：《プロテクション》に特化したシグとしては、《ヒール》はダメなの？

ベネット：《プロテクション》しか練習してこなかったんでゴザるな、きっと。

シグ：じゃあ頭の上の妖よう精せいに、「もっと魔力を出せ！」とか言ってみよう（笑）。

ＧＭ：ボワーン。

エイジ：なんか出てるー!?（笑）

ＧＭ：「あなたならできますよ、シグさん」

シグ：適てき当とうなこと言うな！（笑）




　続くエイジの攻撃も命中。《連携攻撃》もありダメージは42点。少しずつではあるがディアネッドの【ＨＰ】を削けずっていく。




シグ：セットアップ！　ああ、五ラウンド目だ！　アムの顔くらいまで、黒いものが、黒いものが（笑）。
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フェルシア：あれ？　そういえば、ロクサールから受け取ったアイテムは？

ベネット：ああ、ピラミッド。すっかり忘わすれてた！

シグ：あれは、７ラウンド目に使うアイテムじゃないですかね？

フェルシア：だね。

ＧＭ：「さあ、もういい加か減げんに沈しずみたまえ。お前は邪じや魔まなのだよっ！」シグに攻撃。

エイジ：そこはかとなく、ＧＭの本音が（笑）。

ＧＭ：えーい、うるさいっ！《ブレイクスラッシュ》＋《バッシュ》、しかも《ハイボルテージ》付きだっ!!

シグ：《ハイボルテージ》かっ!!




《ハイボルテージ》

《バッシュ》と共に使用し、ダメージを上昇させるスキル。

《バッシュ》を取得した者のみが使用できる《バッシュ》の上位スキルである。




ＧＭ：「さぁ、予の前に膝ひざを屈くつするがよいっ!!」（ダイスを振る）命中は21。

シグ：それは避けられない……!!

ＧＭ：ダメージは55＋８Ｄ６だっ!!　……（ダイスを振る）ダメージは79点っ!!

シグ：よし、耐たえたっ!!　ここは《ソウルバスター》を使わせてもらう！　18点引いて、61点をディアネッドにっ!!

ＧＭ：え？　ダメージが戻もどってきたっ!?

シグ：うい！　そして、俺の【ＨＰ】は13点よ！（笑）

ＧＭ：《ソウルバスター》のことはすっかり忘わすれていた！（笑）これくらいじゃ死にはしないけど……。

シグ：俺が膝を屈するとすれば、それは膝の故こ障しようのためだけだっ！（一同爆笑）




　しかし、雷らい鳴めいの弓ゆみによる［放心］が《パーフェクトボディ》によって消されてしまうことによって、《連れん携けい攻こう撃げき》がうまく機き能のうしない。

　そこでアムとシグが回かい復ふく役やくに回り、それぞれ【ＨＰ】をほぼ全ぜん快かいさせる。




ＧＭ：ＧＭでありながら、攻撃しても攻撃しても回復するイヤな敵てきと戦っている感じがするのはなぜだ（笑）。




　そして、ついに第六ラウンド。
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　次のラウンドの最後にはアムが完全に邪悪化する。

　覚かく悟ごを決めるエイジ。

　だが、ディアネッドも、何度でも立ちふさがるシグにいらだちを感じていた。




ＧＭ：「……数百年ぶりに。楽しい戦いであった。だがいささか飽あきてきたよ。そろそろ、この戦いを終わらせようじゃないか」

シグ：同感だな。よし、ここが勝負どころだな。エイジっ！

エイジ：セットアッププロセスで《限げん界かい突とつ破ぱ》を使いますっ！




《限界突破》

　一シナリオで一回だけ使用できるギルドスキル。

　そのラウンドのすべての判はん定てい、ダメージが上じよう昇しようする、まさに起死回生のスキルである。




シグ：さあ、少年。覚かく悟ごはできたか？

エイジ：まだ僕ぼくには、どうしたらいいのかよく分からない。でも、アムを救うためにも、父さんをあそこから解かい放ほうするためにも、奴やつを……ディアネッドを倒たおす。いや、倒さなければいけないんだっ!!　みんな、力を貸して欲ほしい！

シグ：もちろんだ、少年

フェルシア：黙だまって頷うなずきます。

アム：当たり前じゃない！

ベネット：ふう、とため息をついて、ニヤリと笑うでゴザる。




　エイジの問いかけにアムが、シグが、フェルシアが、ベネットがそれぞれの想おもいを込こめて返事をする。

　だが、その想いを無にするかのような嘲ちよう笑しようがディアネッドからこぼれる。




ＧＭ：「力を貸かしてほしいだと？　笑わせるな！　自分ひとりで何もできない奴ほど、仲間だとか、協力だとかほざくものだ。お為ためごかしは反へ吐どが出る！　ならば、全員まとめて葬ほうむり去ってやるわっ！」

シグ：まさか……？

ＧＭ：このままではシグを落とすどころか、誰だれも倒すことができないので目標変へん更こう!!　シーンに登場している任にん意いのキャラクター全員にダメージを与あたえる特とく殊しゆ能力を使用するぞ。

ベネット：やばいっ！　来るっ!!

ＧＭ：二本の剣けんを地面に突つき刺さし、ディアネッドは叫さけぶぞ。「……カラミティトルネード!!」　もちろん《ブレイクスラッシュ》付きで!!

ベネット：や、奴が突き刺した剣から、衝しよう撃げき波はが広がっていく―――っ！　あぶっ!!（←死んだらしい）

シグ：だから、勝手にやられるなって!!（笑）

ＧＭ：では、命中判はん定てい……（ダイスを振ふる）28だっ！

ベネット：《限界突破》で＋６されるから、３Ｄ６で15以上なら避よけられるでやんす……（ダイスを振る）14っ!?　がくり……ま、またこんなところでダイスが……。

アム：フェイトを３点使って……（ダイスを振る）こっちも14。ダメ、避けられない！

フェルシア：私もフェイトを３点使います……失敗。

シグ：ちなみに俺おれは６ゾロだけ……（ダイスを振る）５と６！　お、おしい！　回かい避ひ失敗。エイジは？　って聞くだけムダか（笑）。

エイジ：一個こしか振れないから……（ダイスを振る）あ？　ファンブル（笑）。

ＧＭ：では、ダメージを行くぞ。40＋３Ｄ６。……（ダイスを振る）ダイス目は12！　ということは52点！

アム：１点残った―――っ！

ベネット：ちなみにあっしの【ＨＰ】は51でゴザる。そして、防ぼう具ぐを着ていないので戦せん闘とう不能に!?（笑）

フェルシア：じゃあ、私とベネットが撃げき沈ちん？　どっちに《ガーディアン》を使おう……よし、ミドルのあのシーンもあったことだし、ベネットに《ガーディアン》を使います。《インタラプト》も残っているし、自じ爆ばくも見たいし。

ベネット：やっぱり、あれは死にフラグだったでゴザるっ！（笑）

フェルシア：とゆーことで、巨大なファーヴニルの幻げん影えいが現あらわれて、ベネットに襲おそいかかろうとした衝しよう撃げき波はが打ち消されます。そして、その幻影が消えたあとには、黒くろ猫ねこがコロリンと。……ということで、私は戦闘不能です。

シグ：さすがにひとりも避けられないのは誤ご算さんだった。むう、このシグの目を持ってしても見み破やぶれぬとは！

ＧＭ：では、衝撃波が消え去ったあと、全身が満まん身しん創そう痍いで、フェルシアだけ倒たおれているのを見て「おや、一番都合のいい奴やつが倒れたようだ」と呟つぶやく。「だが、喜ぶがいい。予にこの技わざを使わせたおまえたちの戦いは、評ひよう価かに値あたいする」

ベネット：仕方ないでゴザる。フェルシア様の死をムダにしないためにも、ここはあっしがぁ―――っと言って、ディアネッドに向けてダッシュするでゴザる。マイナーアクションで移い動どう。だんだんと前ぜん傾けい姿し勢せいになって姿すがたが狼おおかみになり、そして身体中からだじゆうが炎ほのおに包まれるっ！　そしてメジャーアクションで《ブロウアップ》！　では、ダメージ……（ダイスを振る）。

フェルシア：……待って。《ブロウアップ》は魔ま術じゆつ判定が必要。

ベネット：なんですって！　……ほ、ほんとだ―――っ!?　自動成功だと思っていたでゴザる―――っ！　もうフェイトは残っていないでゴザる―――っ！　＋６点に希望を託たくして……（ダイスを振る）16なんですが……。

ＧＭ：では、回避判定……（ダイスを振る）あっ……回避成功。

ベネット：ということは？

シグ：……ベネット無む駄だ死じに―――っ!?（一同大爆笑）

ベネット：ディアネッドの脇わきを通り抜ぬけて、そのままコロセウムの壁かべに激げき突とつ、自爆!?　ちゅっど―――ん!!　そ、そんな馬ば鹿かな……でゴザる。がくっ。

シグ：なにをしているんだおまえはっ!?

ＧＭ：こ、ここで失敗するとは……!?




　フェルシアとベネットが戦闘不能になり、危き機き感を募つのらせるエイジたち。

　だが、ベネットの決死の覚かく悟ごの想おもいが通じてか、アムの攻こう撃げきは命中。《ブルズアイ》を使用し、ディアネッドの【ＨＰ】を37点減へらすことに成功。

　しかし、続くシグの攻撃はクリティカルで回避成功。

　エイジが《ボルテクスアタック》を使用して大ダメージを与えようとするも、《インヴァルネラブル》を使用され、ディアネッドにダメージを与えることはできなかった。




エイジ：な、なぜだ！　手て応ごたえがないっ!!

シグ：げ、限げん界かいを超こえた攻撃だったはずっ！　なぜなら、《限界突破》を使ってるからな！

ＧＭ：「それがキミたちの限界か。十分に楽しませてもらった。だが、キミたちの力もここまでのようだね」




　そして、ついに運命の第７ラウンドが訪おとれる。
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ＧＭ：では、ディアネッドはガイアの声でエイジを説得するぞ。「さぁ、エイジ。お前は十分に戦った。もういいだろう。彼女と一いつ緒しよにお前もこっちにこい」

エイジ：僕はまだあきらめない！　最後の、最後の瞬しゆん間かんまで希望を捨すてるものかっ！

ＧＭ：「ならば仕方ない。彼女共々、お前を飲み込んで吸きゆう収しゆうしてやるわっ！」

エイジ：では、アムの方を向いて、アム、僕は絶ぜつ対たいに奴を倒す！　だから、キミも邪じや悪あく化かなんかに負けるなっ！

アム：わかってる。このまま邪悪化してやるもんですか、と言って銃じゆうを構かまえ直します。

ＧＭ：「では、予の前から消えろっ！」と言って攻撃!!

シグ：（ぼそりと）……こい（一同爆笑）。

ＧＭ：いや、攻撃対象はエイジなんだってば。結局シグにダメージがいくとは思うけど（笑）。

シグ：おうっ！　もちろん《カバーリング》させてもらう（笑）。

ＧＭ：では、《ブレイクスラッシュ》＋《バッシュ》＋《ハイボルテージ》でエイジに攻撃……（ダイスを振ふる）クリティカルはしない。達たつ成せい値ちは25！

シグ：あぶなーいっ！　エイジを《カバーリング》。

ＧＭ：二ふた振りの剣けんがエイジを斬きり刻きざもうとした時、飛び込んでくる巨きよ大だいな人ひと影かげは……っ！

シグ：どりゃーっと、シールドを支ささえるように腕うでを十字に組みながらディアネッドの攻撃を受ける!!　俺の肉体が最後の盾たてだ――――っ！

ＧＭ：55＋８Ｄ６のダメージ……（ダイスを振る）ダメージは72点だ。

シグ：あとは頼たのんだぞ、エイジ。がくっ。なぜか、俺の頭の上の妖よう精せいもどさっと（笑）。

ＧＭ：……これでシグも沈ちん没ぼつ。目の前でどんどん倒れていく仲間たち。

エイジ：シ、シグさんっ！　シグさんまで……。アム、次でディアネッドを倒すぞっ！　倒れていったシグさんたちの為ためにも、ここで僕らがあきらめちゃいけないんだっ!!

アム：あたしが突とつ破ぱ口こうを開くわ。だから、エイジはあたしが攻撃したところを狙ねらって！　と、《連れん携けい攻撃》の演えん出しゆつを（笑）。

エイジ：分かった。よし、行くぞっ！

アム：フェイトを使って確かく実じつに命中させる……（ダイスを振る）13と19。命中は19！

ＧＭ：（ダイスを振る）避よけられない。

アム：ここでフェイトを使ってダメージを上げて……ひ、低い、18点。

フェルシア：ダイスを五個こ振って８？　い、１が三つもある（笑）。

ＧＭ：では、通ったダメージは３点だけ（笑）。「もやはキミたちに力は残されていないようだ。キミたちはよくやった。賞しよう賛さんに値あたいする。だが、ここまでだ」

エイジ：それでも十分だっ！　アムが攻撃したところを狙って《連携攻撃》！

ＧＭ：アムの与あたえた３点の傷きずを狙って攻撃するんだね？　よし、こいっ！（笑）

エイジ：だが、そこには確たしかな傷きずが残っている。フェイトを命中に２点使用。《レイジ》＋《バッシュ》。７＋５Ｄ６……（ダイスを振る）よしっ！　クリティカルしたっ！

ＧＭ：な、なにっ！　こちらの回かい避ひは……（ダイスを振る）無理っ！

エイジ：ここに僕の最後の力をすべて注ぎ込む。フェイトを４点使って、59＋11Ｄ６……（ダイスを振る）40！　合計で99点のダメージだっ！

ＧＭ：エイジのその一撃が光の騎き士しの胸むねを貫つらぬいた。その瞬しゆん間かん、彼の身から体だを覆おおっていた鎧よろいが一気に砕くだけ散る。

シグ：や、やった……か!?

ＧＭ：ディアネッドは目を見開き、声にならない声で呟つぶやく。「ば、馬ば鹿かな……」

エイジ：た、倒たおしたのか？

ＧＭ：そして、そのままうしろにどうっと倒れる。その様子を呆ぼう然ぜんと見ているエイジに、ディアネッドが声をかける。「……エイジ、それでいい」

エイジ：と、父さん？　父さんなのか？

ＧＭ：「お前は役目を果たしてくれた」

エイジ：父さん、ほんとにこれでよかったのか？

ＧＭ：「お前はまちがってはいない。俺が誤あやまって進んだ道をお前が直してくれた。お前はなにも案ずることはない」

エイジ：と、父さん……。

ＧＭ：そして、ガイアは笑え顔がおを浮うかべ、そのまま動かなくなった。

エイジ：父さん。僕はもっとあなたと話をしたかった。あなたがくぐり抜ぬけてきた冒ぼう険けんとか、そういったことを語り合いたかったんだ。でも、これからは父さんができなかったことを僕が引き継いでいく。冒険者として、いろんな人を助けていくよ。だけど、だけど……。




　エイジの父を呼よぶ声が辺りに響ひびき渡わたる。

　だが、その声に応こたえるべきガイアは……。




　もはや、声を発することは、できなかった。







◆Climax 03◆金色の鍵かぎの英えい雄ゆう




　静せい寂じやくが、場を支し配はいした。

　剣けんを大地に突つき立てて身体を預あずけ、エイジが肩かたで大きく息をする。

　エイジに肩を借り、かろうじて立つアム。

　魔ま力りよくを使い果たし、苦く痛つうに顔をゆがめるフェルシアがゆらり立ち上がり、周囲を見回した。

　倒れたままのベネットが、耳とシッポをぴくぴく動かし……生きていることを仲間に伝える。

　フェルシアの視し線せんに、親指を突き出し笑顔を作るシグ―――。




　戦いは、終わった。




　そのはずだった。




エイジ：……た、倒した。倒した―――っ！　みんなはっ!?

ＧＭ：周囲を見回し、エイジは確かく認にんする。すると……。

ベネット：シーンが変わったので戦せん闘とう不ふ能のうな状じよう態たいからは回かい復ふくしてるでゴザる？

ＧＭ：うい、してるね（笑）。全員、満まん身しん創そう痍いでありながらも、かろうじて生きている。

アム：【ＨＰ】、１……。

エイジ：……ふう、とため息をついて……あ、ディアネッドの意識はっ!?

ＧＭ：光の鍵の騎士……ディアネッドは、その場に仰あお向むけになったまま天を仰ぎ、倒れている。彼は、敬けい意いを込こめて、つぶやくように言った。「―――見事だ、人間よ」

シグ：いい奴やつになったっ!?

ＧＭ：「ふたつの鍵を取り込み力を増ました、予を、打ち倒せる〝人〟がいようとはな……」　エイジたちにも、わかった。この魔族の生命力が、尽つきようとしていることに。

エイジ：……。

ＧＭ：そして、アム。キミは自分の身から体だに起こった変化に気づく。身体じゅうに広がっていた瘴しよう気きの侵しん蝕しよくはそこで止まり、肌はだの黒ずんだ部分は、すうっ……と元の色へと戻もどった。

アム：あ……。

ＧＭ：「十と余よ年ねんをかけた、この〝鍵〟にまつわる計画はここに潰ついえる、か。だがわかっているのか、エイジよ。予が倒れたとて、神が残した〝粛しゆく正せい装そう置ち〟がなくなるわけではないのだ。どうせこの世界が滅ほろびるというのならば、同胞だけでも生き残らせようとした、予の考えはまちがっておるのか？」

アム：う……。

エイジ：まちがってる。お前はこの世界を滅ぼす力が発動することを仕方がないものと、あきらめた。だからそれを利用しようとした。だけど、僕ぼくはちがう。

ＧＭ：「……どうちがう？」

エイジ：僕なら、滅びが必要だと裁さい定ていされないように……世界そのものをよりよくする！

ＧＭ：「……若わかいな」（なぜか一同大だい爆ばく笑しよう）「いいだろう……お前を勝者と認みとめよう。お前の作る世界とやら、見てみたいものだ。それももう、かなわぬが、な」ディアネッドは瞳ひとみを閉とじ、落ち着き払はらった声で言葉を紡つむいだ。

アム：な、なんかホントにいい人に……（笑）。

シグ：……こいつはこいつで、自分たちの生せい存ぞんを懸かけて生きていたってことか。

エイジ：ディアネッド。お前たちの考えを僕は受け入れることはできない。でも、これだけは言える。お前が信念を貫つらぬこうとしたように、僕は必ずこの世界をよりよいものに、していく。

ＧＭ：「……フフ、それは無理というものだ。なぜなら―――」

エイジ：いいや、必ず僕はやり遂とげる。僕はみんなと一いつ緒しよに……。




　エイジの言葉を聞き終える間もなく、ディアネッドは言葉を紡いだ。




「……なぜなら世界は数分後に、滅ぶからだ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：なに――――――っ!?

ＧＭ：言うや否いなや!!　ディアネッドは右みぎ腕うでを自分の胸むねに突き入れ……身体の中から、それを引き抜ぬいたっ!!

一同：……っ!?

ＧＭ：ディアネッドは、苦く悶もんの表ひよう情じようの中に狂きよう気きの笑みを浮かべ、天に向けて差し出した握にぎり拳こぶしを、ゆっくりと開いていく！　それは―――。

エイジ：〝鍵〟かっ!!

ＧＭ：そのとおりだ！　開いた拳の中から現あらわれたのは、〝闇やみ〟……そして〝光〟の〝鍵〟!!　「………………っ!!」ディアネッドが、人間にはとても発音不能な言葉らしきものを口にすると同時に、ふたつの鍵……そして、懐ふところにしまいこんでいた〝地の鍵〟が光を放ちながらエイジの元に飛来！

エイジ：ま、待てディアネッド！

ＧＭ：「……残念だよ、エイジ君。キミが創つくると言った素す晴ばらしい世界とやらを見ることができなくて！」

一同：やっぱり悪い奴やつじゃねえか―――っ!?（笑）

ＧＭ：……同時に、エイジたちの持つ〝火〟〝水〟〝風〟の〝鍵かぎ〟もバックパックから飛び出し、そろった六つの鍵は神こう々ごうしい光を放ち、エイジをとりまくようにゆっくり回り始め……。

フェルシア：（静かな声で）……時が、きたわ―――（なぜか一同大爆笑）。

シグ：お前はどっちの味方なんだっ!?（笑）

ＧＭ：エイジが胸に灼しやく熱ねつ感を感じると同時に、そこから飛び出したのは金色の光！　光はしだいに収しゆう束そくし……エイジの眼がん前ぜんで〝鍵〟のカタチをなした。

シグ：七番目の鍵か!!

ＧＭ：鍵の顕けん在ざい化かと共に、足元から金色の光が噴ふき上がり、天を貫つらぬく柱となる。柱は雲を割わり、その裂さけ目からこぼれ始めた白銀の光が、金色と混まじり合いながら世界の空を染そめていく。光は、やがてキミらの頭上で女神のカタチをとり始め……。

ベネット：なにが起こってるでゴザるか―――っ!?

ＧＭ：集つどった六つの鍵は、光と共に天へとのぼり―――キミたちのはるか高くではじけ、世界中に散っていく！　大地に落ちた鍵は、この大陸に巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんを形成した!!

シグ：な、なんかたいへんなコトにっ!?

フェルシア：あの銀の輝かがやき―――アリアン…ロッド……？

ＧＭ：フェルシアのつぶやきと共に、この世界を包み込むような、威い厳げんと優やさしさを兼かね備そなえたような声が響ひびく。




『我われは、銀の輪の女め神がみの意い志しを代行するもの―――』




シグ：出たな、世界破は滅かい装そう置ち!!

エイジ：ディアネッド！　お前たち、これを研究してたんだろっ!?　止める方法はないのかっ!!

ＧＭ：「……そうだ、その顔だ。お前の勝利は口く惜やしいが、少し溜りゆう飲いんがさがったわ―――」

エイジ：人の話を聞け―――っ!?　あれが発動したら魔族も滅ほろびるんだぞっ!?

ＧＭ：「予が死したあとの同どう胞ほうの運命になど、興きよう味みは……な…い。予に代わってこの世界を滅ぼすのは君…だ……エイ…ジく…………ん」そう告げて、ディアネッドは笑みを浮かべたままこと切れた。

一同：死んだ――――――っ!?




『……金色の鍵を秘ひめる者よ。時は、きました。

　貴方あなたの意志のままに、この世界に滅びを与あたえます』




エイジ：どこが僕の意志だっ!?
















『……異いな事を。経けい過かはどうあれ、貴方は自らの意志をもって七つの鍵を集め、我を呼よび出した』




エイジ：いや、それはそうだけど……理由があったんだ！

ＧＭ：だから、経過はどうあれ、と言っている。ちなみに先に言っておこう。ここで戦せん闘とうは発生しないが、すでに粛しゆく正せいを止めるための、いくつかの方法が用意され、また会話の流れ・選せん択たくによって三つほどのエンディングに分ぶん岐きします。

一同：分岐っ!?

アム：伏ふく線せんがはってある……？

ＧＭ：うん、このクライマックスシーンでの会話の中にも、注意してほしい。

フェルシア：……その破滅装置に語りかけます。粛正を中止することは、できないのですか？




『貴女あなたを〝監かん視し者しや〟フェルシアと判はん断だんします。〝監視者〟よ、この力は世界が粛正を必要した時に現あらわれるものであると知っているはず。最後の鍵の出しゆつ現げんこそ、その証あかし』




シグ：……フェルシア、お前もこの粛正システムの一部なんじゃないのか!?

フェルシア：……そう、すべてを思い出した（一同爆ばく笑しよう）。運命に導みちびかれ〝鍵かぎ〟を集める者が現あらわれた時、その補ほ佐さを命じられ、この地上に降おりた者。

一同：そーなのかっ!?

ＧＭ：そーゆーことだ。

シグ：……あ。そ、そうか選せん択たく肢しのひとつは……あれか！

アム：な、なに？

シグ：シルヴァたちの依い頼らいだよ！〝粛正〟に関しても研究してたあいつらが言ったんだ。いざとなったら、エイジを殺せって!!　つまり、粛正を起こすためにはエイジが必要ってこった。

ＧＭ：お。

シグ：で、では……俺おれは持っていたメイスをぐっと握にぎりしめ……エイジをにらみつけて……。

アム：……シグっ!?




『弱き人間よ。たしかに粛正を行なうためには、我われ々われが選んだ人間の決けつ断だんが必要不ふ可か欠けつ。その人間が無と帰せば、粛正は止まりましょう―――。

　ですが、貴方あなたにそれをできないことは理り解かいしている。その弱さが〝人〟の限げん界かい』




シグ：…………。ガランとメイスを投げ捨すてて言う。ああ、そのとおりだっ！　俺にエイジを殺すことが、できるわけねえだろうっ!!　だが、これだけは言える！　人間を……なめるな！　エイジ、すべての選択はお前にまかせる！




『さあ、〝監視者〟フェルシアよ。粛正を行ない、元ある世界へと還かえりましょう―――』




フェルシア：…………いいえ。〝アリアンロッド〟の意い志しよ。私は〝監視者〟として、この世界に粛正を与あたえるべきではないと、考えます。

一同：おおっ!?

フェルシア：〝監視者〟の名において命じます。粛正の発動を、中止なさい。

一同：おお―――っ!?




『その意志には、従したがえないことは貴女がもっとも理解しているはず―――そうではありませんか？』




フェルシア：そう……そうだったわね。

一同：却きやつ下かされたっ!?




『さあ、金色の鍵を持つ持つ者よ。すべては、貴方の意志のもとに、すべては終わり、始まります。あなたが必要とする七対ついの人間をお選びください』




エイジ：……七対の人を選ぶ？

ＧＭ：そう。これまで、三度起こった〝粛しゆく正せい〟は、そのたびに世界を滅ほろぼしたが、人類を完全に消しよう滅めつさせたわけじゃない。生き残る者がいたからこそ、キミたちの世界はここに存そん在ざいしている。

エイジ：それって、次の世界に生き延のびる男女七人ずつを選べってことか!?

ＧＭ：そのとおりだ！

フェルシア：完全な死か、十四人だけでも生き残るか―――。




『さあ、選択の時です―――ご決けつ断だんを』




エイジ：う、うう……。

アム：他の選択肢……選択肢……ああああああっ!?

エイジ：どうしたアムっ!?

アム：たぶんあれだ、あれ！　例の時間を固定するピラミッド!!　賢けん者じやからもらったやつ!!

一同：あ―――なるほどっ!!

シグ：そ、そうか！　これを使えば、時間の進行を止められるっ!!　つまり、粛正は起こらないっ!?

ベネット：それだ――――――っ!?

シグ：これが伏ふく線せんか！　最初からアムの邪じや悪あく化かをどうにかするアイテムじゃなかったんだ！

ＧＭ：うひひ。

シグ：よし、エイジ！　ピラミッドを……使え、使っちまえっ！

エイジ：よし……！　アリアンロッドの意志よ……僕たちは、滅びはのぞまない！　だから……！　ＧＭ、ピラミッドを使うぞ！

ＧＭ：わかった。では、その前に確かく認にんしておこう。そのピラミッドを、誰だれに対して使用する？

フェルシア：……え？

エイジ：そりゃもちろん、この〝アリアンロッドの意志〟とやらに……。

ＧＭ：……ならば言っておこう。〝アリアンロッドの意志〟自体は粛正システムの一部ではあるが、この世界を滅ぼす爆ばく弾だんそのものではない。

一同：……え？




『さあ、選択の時です―――ご決断を』




ＧＭ：そしてその爆弾そのものは、この世界と融とけ合って存在している。いわば、この世界そのものが、爆弾だ。爆弾って表現は正しくないな。……世界そのものに、世界自身を滅亡させるシステムは組み込こまれている。

シグ：つまり……。

フェルシア：アイテムを使えば、この世界そのものの時を止めてしまう……ことになる？

ＧＭ：そうだね。そのアイテムに、世界そのものを止めるほどの力が備そなわっているかどうかは、使ってみないとわからないが、ね。

ベネット：ちょっと待つゴザる！　それじゃ、このアイテムはなんのために出てき……。

ＧＭ：キミたちがアイテムの対象とすべきものは、もうひとつあるだろう。爆弾そのものは、世界に埋うめ込まれているとしても、その起爆装そう置ち……トリガーは、別べつ個こに存在している。

一同：……。

アム：……まさか、その起爆装置って、エイジっ!?

エイジ：僕ぼくに対して使えってことか……？

アム：いや、ちょっと待って!!　そのピラミッド、使用するといつ解かい除じよされるかわからないって……そう言ってた！　そんなものエイジに使ったら……。

一同：あ！

エイジ：へたすると、みんなが生きているうちに解除されないかもしれない……。

一同：……。




『さあ、選択の時です―――ご決断を』




シグ：ど、どうする……？

エイジ：……。でも、粛正が起こるまでの時間は稼かせげるね。

アム：エイジっ!?

フェルシア：たしかに、そう。でも、粛正をいつまで抑おさえておけるかはわからない。アイテムの効こう果かが切れれば、そこで粛正は起こり、このエリンディルは滅ぶ。

シグ：た、頼たよりねえな。へたすると結果はかわらねえ。それにどっちにしろ、ここでエイジとおさらばじゃねえか。

エイジ：……（なにか考えている）……。

フェルシア：選せん択たく肢しは、〝生き残る十四人を選んで粛しゆく正せいを起こす〟〝エイジを殺す〟〝エイジをアイテムで封ふう印いんする〟……？

エイジ：わかったよ……僕は―――。

シグ：待て、エイジ。はやまった選択をするな！　ここでお前が命を投げ出したり、世界を滅ほろぼすような選択をさせるわけにはいかねえ！

アム：そ、そーだよ！　それに……それで、エイジにはまだお金を返してもらってないし!!

エイジ：……大だい丈じよう夫ぶだ、アム。僕はそんなことは、選ばない。僕は、僕を含ふくめたすべての人のための選択をする！　アリアンロッドの意い志しに、語りかけます。




『さあ、選択の時です―――ご決けつ断だんを』




エイジ：わかった、選択しよう！　お前はさっき、粛正を行なうためには、僕の決断がいるって言った。そうだな!?




『―――そのとおり。粛正は、貴方あなたが望まぬかぎり、起こすことはできません。粛正を起こすか否いなか、決めるのは……銀の輪の女め神がみが人間の代表として選んだ、貴方自身』




エイジ：ならば……。




『ただしシステムが発動した以上、貴方の粛正の鍵としての機き能のうは失われず、世界があり続ける限かぎり、その運命から解かい放ほうされることはありません』




アム：世界があり続けるかぎり……？

シグ：それって……。

エイジ：かまわない！　僕は……誰も傷きずつけないことを……選ぶ！




『―――了りよう承しようしました。しかし、貴方は必ずやこの世界を滅ぼすことを選ぶでしょう。それが、世界のこれまでの歴史です』




シグ：今までの粛正も、そうだったってことか……？

ＧＭ：その問いに、システムはなにも応こたえない。

エイジ：では、言おう。僕は、人間に対してそんな絶ぜつ望ぼうは持たない。僕たち自身の力で……人間の力で、この世界を……。




「―――変えていく」




　エイジが、まざりあう金と銀の光に満たされた空を見上げながら、そう決意した。

　その言葉をかわきりに、光はしだいにその輝かがやきを失っていく。

　同時に、この大地に穿うがたれた巨大な魔ま方ほう陣じんも。

　エイジから噴ふき上がる光も、しだいにその光度を落とし―――。




アム：……エイジっ!?




　直前まで在あったはずの、なにか大いなる意志が消えていくのが、わかった。

　ただひとり、消えゆく光の中に立つエイジは、決意した。

　かけがえのない仲間たちに、笑え顔がおで言葉を紡つむぐ。




「これでさようならだね―――みんな」




　そして光は、消えた。











ENDING PHASE









◆Ending 01◆そして―――




　こうして。

　英えい雄ゆうガイアに端たんを発した〝鍵かぎ〟をめぐる物語は、ここに幕まくを降おろす。

　だがそれは、新たな物語の幕開けでもあった。




ＧＭ：というわけで！　これにて、一年弱……六回にわたって続けられたキャンペーンは、ここに幕を降ろします！　みなさま、おつかれさまでしたー！

一同：おつかれさまー！




　ここで、エンディングについてわいわいと相談し始める五人のプレイヤーたち。

　あーでもない、こーでもないと実に楽しげである。

　んでややあって―――。







◆Ending 02◆アムの決意




　最後の決戦を終えて。

　カナンの街に戻もどった一行は夜を徹てつして、シルヴァと飲み明かし―――翌よく朝あさ、一路クラン＝ベルを目指して旅立った。




ＧＭ：では、エンディングの最初のシーンに入ります！　舞ぶ台たいは、クラン＝ベルの街の外がい壁へきの前だ。正面に、街へと入る巨きよ大だいな門が見える。その崩くずれかけた門の向こうに、街の様子が見て取れるよ。

アム：どんな感じ？

ＧＭ：未いまだ先日の戦いの傷は癒いえてはいないね。外壁の上にも、修しゆう復ふく作業している人ひと影かげがちらほら見える。

シグ：とりあえず……門から街に入ろう。

フェルシア：……そうね。

ＧＭ：うい（笑）。キミたちは、門をくぐって街に足を踏ふみ入れた。街の人は最初、誰も気にとめていなかった様子だが……いちばん近くに立っていた老人が、ふとキミたちに目を止めた。

ベネット：どきどき……って、そもそもあっしは犯はん罪ざい者しやじゃないでやんす!?

シグ：なんで口調、戻ってんだ。

ＧＭ：「お、おお……おお……おおおっ!?」目を見開き、足がふらつき、倒たおれそうになるおじいさん。

一同：うおっ!?（一同爆ばく笑しよう）

シグ：じ、じーさんどーしたっ!?

ＧＭ：「お、おぬしら……もしや、もしや……〝のっとぎるてぃ〟の方々じゃ……」

アム：いきなりバレてる！（笑）

ベネット：拙者は無実でゴザ―――るっ!?

一同：おいっ!?（大爆笑）

ＧＭ：その老人の声に、周囲にいた人々はいっせいに立ち止まり……視し線せんがキミたちに集まる。

一同：ぐお!?

ＧＭ：「おい、あれが例の……」「ああ、あの顔はまちがいねえ……」「うん、張はり紙にあった顔だ……」「ひそひそひそひそ……」（一同爆笑）

シグ：張り紙ってなに!?（笑）

アム：あ、あたしら、おたずねものだったからね……はは。

ＧＭ：数秒の沈ちん黙もく、そしてざわめきのあと―――〝わああああああああああああっ!!〟場は、大だい歓かん声せいに包まれた！

一同：おおーっ!?

ＧＭ：そこらじゅうにいた人々が全員、作業を放ほうりだしてキミたちの元に駆かけ寄よってくる。「あ、あんたたちが、あの魔ま族ぞくどもをやっつけたんだってな！」「なんでも俺おれたちの街、昔から魔族が巣くってたんだって!?」「水の大だい精せい霊れいの事じ件けんも、魔族のせいだって……あれも、あんたらが解かい決けつしてくれたんだろっ!?」

シグ：なんでみんな知ってんだっ!!

ＧＭ：そんなシグのツッコミは、歓声の前に……人波にのまれてかき消える。「ガイア様も……魔族討とう伐ばつのために、戦っていたって……」「ああ、〝のっとぎるてぃ〟のギルドマスターは、ガイア様のご子息なんだろ!?」

ベネット：ハハハハハハ！〝のっとぎるてぃ〟にはあっしがついてるでやんすからねっ!?　あっしにかかれば魔族なんてちょちょいのちょ……。

フェルシア：……ベネット、調子に乗りすぎ。

ベネット：（いきなり土ど下げ座ざして）はは―――っ、これはこれはフェルシア様！　まっことフェルシア様の言うとおり本日もご機き嫌げんうるわしゅうっ!?　もはや切せつ腹ぷくしてお詫わびする以外に残された道はドシュッぐわあっ!?

シグ：勝手に死ぬなよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：だが、そんなベネットの様子に、集まったひとだかりからは笑い声が巻まき起こる。

シグ：い、いかんっ！　ウケてるっ!?（笑）

フェルシア：……というか、収しゆう拾しゆうがつかない……。

ＧＭ：―――と、そんな時だ。ふいに、キミたちにたかる人の波がふたつに分かれて、道ができる。そこに立っているのは、小さな人影だ。

一同：お？

アム：……ウェルチ？

ＧＭ：うい（笑）。ウェルチは、落ち着いた、優やさしい笑え顔がおを浮うかべて言った。「……みなさん、お帰りなさい」

シグ：……ああ、なるほど。ウェルチが、街の人たちに真相を明かしたのか。

ＧＭ：そーゆーこと。彼女は、この事件に直ちよく接せつ関かかわって、すべての真相をク・バルカンやシルヴァから聞いているからね。

アム：ウェルチ。

ＧＭ：「……はい？」

アム：……あ、ありがとね。

一同：うおっ!?

フェルシア：（わなわなと）ア、アムがウェルチにお礼を……。

アム：言ったら、ぷいっと横を向きます。

シグ：こんなことも、あるんだなあ……。

ベネット：さ、さすが最終回のエンディングでやんす……。

ＧＭ：では、そのアムに言葉に一いつ瞬しゆんきょとんとしたウェルチは、再ふたたび笑顔を浮かべて―――「はい（笑）」と応こたえた。

アム：その〝（笑）〟はなによ、そのカッコワライは!?

ＧＭ：「―――いえ、なんでも」くすくす笑いそうになるのをこらえながら。

アム：やっぱ嫌きらい、この子っ!?

ＧＭ：そんな時だ。人だかりの中から男がひとりが、きょろきょろしながらアムに語りかけた。「あのぅ、それで……〝のっとぎるてぃ〟のギルドマスターさんは……どちらに？」

一同：………………。

アム：では、少し悲しげな声を出して言います。ギルドマスターは……エイジは―――。




　アムは少しうつむいたまま、言った。




「……最さい後ごの戦いで、命を落としました―――」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　街中のクラン＝ベルの神しん殿でんの一室で。

　ウェルチが、ティカップに紅こう茶ちやを注ぎながら、言葉を紡つむいだ。




ＧＭ：「エイジさんがいないと……やっぱりさびしいですね」

シグ：そうだな……と、しみじみ。

フェルシア：……もう、会えないかもしれないわね。

一同：…………。

アム：じゃあ、しんみりしてる雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばそうと、机つくえをばんっ、と叩たたいて言います。……なーに言ってんのよ！　会えるわよ、絶ぜつ対たい！　今が〝粛しゆく正せい〟が起こりかねないって世界なら、あたしたちの力でそうじゃなくせばいいのよ！　そうしたら、エイジのしたことは無む駄だにならないわ！

フェルシア：……〝粛正〟の起こらない世界？　どうやって？

アム：フェルシア、あんた神様の一族ってわりには、ダメダメね。

フェルシア：……だ、ダメダメ。

アム：この世界から、争いをなくせばいーのよ。神様は、人と魔ま族ぞくが入り乱みだれて、争いの絶たえないこの世界がイヤなんでしょ？

フェルシア：……なるほど、その発想はなかったな。

シグ：大きく出たな。

アム：大人は、頭がカタイからイヤなのよ。あたしはこれからも戦う。そしていつか、平和になったこの世界にエイジの帰る場所を作るの。

シグ：……なるほど。すると、こんなとこでいつまでもくすぶってる場合じゃないか。アム、これからはお前が〝のっとぎるてぃ〟のギルドマスターをやれ。エイジもそれで喜ぶ。

アム：……ううん。それは、しない。

シグ：う？　お前以外に適てき当とうな奴やつは……。

アム：わかんない？〝のっとぎるてぃ〟のギルドマスターは、エイジ以外に―――いない。

フェルシア：……コクリと笑顔でうなずきます。

ＧＭ：「……ほんとにわからなかったのか」「だめだなあ、シグさんは」「ほんとほんと」　シグの頭の上の三さん妖よう精せいが、アムの意見に賛さん同どうした。

シグ：うるせーんだよ、お前たちはっ!?　もうエサやらねーぞ!!（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「よ、妖精にも人じん権けんを」（一同爆笑）

シグ：妖精に人権って……まあ、いいや。ではニヤリと笑って……さ、行こうか！

アム：おーう！

ベネット：あ、ちなみにあっしはすでにこの場にはいないでやんす。

一同：なにいっ!?（笑）

ベネット：ひとつの戦いが終わり、あっしはみんなの心に美しい想おもい出を残して、街を出たということで！

フェルシア：……美しい……想い出？

アム：ネタしか思い出せない……。

シグ：……（笑）。まあ、行こうぜ！

ＧＭ：笑顔と共に、部屋を出て行こうとするキミを、ウェルチが呼よび止める。「あ、アムさん……待って」

アム：……う？　まさかあんたもついてくるって……言うんじゃないでしょうね？

ＧＭ：「いえ、あたしは今、神官長代理として、この街を離はなれることはできないので……」

シグ：神官長代理か！

アム：じゃあ、なんなのよ？

ＧＭ：ウェルチは、なにかふんぎりをつけるような口調で、アムに向かって言った。「エイジさんを……いえ、兄のことはありがとうございました―――アムさん」

アム：え……知ってたの？

ＧＭ：ヴァンデルのことにせよ、エイジのことにせよ……事じ件けんの真相を知るには、ウェルチがそこを知らないでいることはできないからね。

アム：そっか……。

ＧＭ：ウェルチは落ち着いた笑顔で……最後に、言った。




「アムさん、これからのことは、きっと長い旅になるでしょう。だから……」







◆Ending 03◆再さい会かい？




「み、水……」




　広大な海が見み渡わたせる、その波打ち際ぎわで。

　今、ベネットの命は燃もえ尽つきようとしていた。




一同：なんでいきなり死にそうなんだっ!?（大爆笑）

ベネット：いや、みんなの心に美しい想い出を残したあっしは、ひとりで旅に出て、紆う余よ曲折ののち、最初と同じように遭そう難なんしてるでやんす。こんどは海。

フェルシア：だから美しい想い出じゃないって！（笑）

アム：ネタしか思い出せないって！（笑）

ベネット：そして今、ほんとにみんなの想い出になりそうでやんす。

一同：………………。

ベネット：海水に浸つかりながら仰あお向むけに空をみあげるでやんす。で、言う。

ＧＭ：なにを。

ベネット：……ああ、鳥はいいなあ……空を自由に飛べて―――（一同大爆笑）。

一同：わけわかんねーよっ!?（笑）

シグ：エイジがいなくて、ただでさえ人手が足りないってのにコイツは……。

ベネット：ではやり遂とげた漢おとこの笑顔で、ゆっくり目を閉とじてい……。

フェルシア：ぶにゅ。

ベネット：うげ―――っ!?　なぜ踏ふまれるっ!?

フェルシア：……なにをやってるの、ベネット。

ベネット：いや、最後にかっこいい感動的な演えん出しゆつを……。

一同：どこがかっこいいんだよっ!?（笑）

フェルシア：……わたしたちは、これからやることがある。あなたも、手伝って。……最初と同じように、ベネットを拾います（笑）。

ベネット：はは―――っ、フェルシア様のお言いつけとあらばこのベネット、どこまでもついていく所しよ存ぞんでありますっ!?（がらっと声を変えて）拙せつ者しやは、まだ死ねぬというのか―――。




「……行くわよ、ベネット」




　フェルシアが、どこか楽しげにそう言った。







◆Ending 04◆笑え顔がおと共に




「ほんとに……行くのかい？」




　ロクサールが、ひとり旅たび支じ度たくをするエイジに向かってそう言った。




ＧＭ：では、最後のエンディングシーンに入りまーす！　舞ぶ台たいは、カナンの街の北にあるプリースト・ロクサールの教会だ。エイジは最終決戦のあと、死し亡ぼうしたと偽いつわって、クラン＝ベルへと帰らず、ここにその身を隠かくしていた―――それでいいんだよね？

エイジ：ええ、それで！

ＧＭ：ロクサールは、キミを引き留とめようかとするように、言うよ。「旅に出なくても……ずっとここにいてくれてもいいんだよ、エイジくん」

エイジ：―――いいえ、いつまでもやっかいになるわけに、いきませんから。

ＧＭ：「しかし、キミもたいした決心をしたものだ。ウェルチくん……神しん殿でんまで動かして、人々をだますなんて……ね。街に帰れば、英えい雄ゆう扱あつかいだろうに」




　ひとつの冒ぼう険けんが、ここに終わって。




エイジ：でも、街に戻もどればこれからも多くの人とかかわってしまいます。そうすれば、いつか〝鍵かぎ〟と〝粛しゆく正せい〟の秘ひ密みつがバレないとも限かぎりませんから。

ＧＭ：「……この世界を滅ほろぼす〝粛正〟の鍵となる英雄、か。たしかに、キミの生存が魔ま族ぞくにばれれば、再ふたたびつけねらわれることになるだろう。今度はエイジをめぐって争いが起こりかねない。だから、人前から姿すがたを消すことを選んだ……実にキミらしいよ。もっとも……」




　〝英雄〟は、仲間たちと別れてひとり、旅立ちの決意をする。




ＧＭ：「もっとも、キミはこの世界が在る限り、生き続ける運命を背負わされてしまった。昔から永遠の命を求める者は多いが、そんなもの、〝呪い〟であるとしか思えない。仲間や家族が老い、死んでいく中で、キミだけが年を取ることもなく生き続けるのは、苦しいことだと私は思う。キミは、そんな選択肢をよく選べたね」

エイジ：……。

ＧＭ：「でも、仲間と別れる必要は……なかったんじゃないか？」

エイジ：いや……街にも帰れないこんな旅に、みんなを巻まき込こむわけにはいかないですよ。

ＧＭ：「そんな時に仲間を、人々を頼たよるのはけっしておかしなことじゃないと……私はそう思います。……たしかに、人間の中にも〝粛正〟を引き起こさないため、キミの命をねらう者が出るかもしれない」

エイジ：……。

ＧＭ：「〝人間に対してそんな絶ぜつ望ぼうは持たない。僕ぼくたち自身の力で……人間の力で、この世界を―――変えていく〟……そう言ったのは、キミだったろう？」

エイジ：だからこそ、です。僕は、仲間たちを……いいえ、このエリンディルで冒険続けるすべての人たちを、信じています。だから、アムたちには世界をよくするために冒険をしてもらいたいって……。




　人々の前から消え、〝英雄〟はその名を世界に残した。




ＧＭ：「―――そうか。たしかにキミの仲間なら、〝クラン＝ベルの四英雄〟ならば、この世界を変えることだって、できるかもしれない」

一同：……へ？

エイジ：クラン＝ベルの四英雄？

ＧＭ：うん。ほら、リプレイ一巻かん「銀の輪の封ふう印いん」のラストを思い出してくれ。最後に、〝彼らはのちにクラン＝ベルの四英雄と呼よばれることになる〟って書いてある。

エイジ：それに僕は入ってないですよね。

ＧＭ：そうだね、エイジはさらにその上の存そん在ざいとして人々から認にん識しきされたはずだ。

エイジ：よ、四英雄。すると……アム、フェルシア、シグ…………あとは……。

一同：ベネットか―――いっ!?（一同大爆笑）




　仲間たちの想おもいを胸むねに。




ＧＭ：ロクサールは、シリアスな顔で言った。「あれは私もどーかと思う」（一同爆ばく笑しよう）

エイジ：いいや……ベネットはちょっと誤ご解かいされがちだけど、大事な仲間だし、その資し格かくはありますよ。

ＧＭ：「キミがそう言うなら……そうなんだろうね」ロクサールは、苦く笑しようしながら言った。

エイジ：じゃあ、ロクサールさん……お元気で。僕は、行きます。

ＧＭ：「ああ、たまにはここにも立ち寄よってくださいね」




〝英雄〟の孤こ独どくの旅が今、始まる。




ＧＭ：（ナレーション風の口調で）―――そしてエイジの新しい旅は、ここに始まった。のちの記録によれば、エイジの名前が今後、歴史の表おもて舞ぶ台たいに登場することはなかったという。人々の心にその名を刻きざんだ〝英雄〟は―――。

エイジ：では、僕はどこかの山の頂ちよう上じようからひとり、この〝世界〟を見下ろします。仲間たちのことをひとりひとり思い出して……少し、くすっと笑って。（ちょっとシリアスな声で）みんな、僕は行くよ―――……さよなら。

ＧＭ：（ナレーション風の口調で）……笑え顔がおでそう告げて。エイジは―――。

アム：……で？　ひとりでどこに行こうってのよ？（←いきなり登場）

エイジ：うおっ!?　ア、アム……っ!?





　孤独の旅に赴おもむこうとした英雄の背せ中なかにかけられたのは、少女の声。




アム：追いつくのに、苦労しちゃったわよ。

一同：追いついたのかっ!?（笑）

ＧＭ：聞いてねえっ！（笑）

エイジ：え？　あれ？　アムはこの先、みんなといっしょに……。




　とまどう英えい雄ゆうが反はん論ろんをする前に、少女は矢や継つぎ早に言った。




アム：旅は道連れ、世は情なさけ……ってゆーじゃない。

エイジ：…………。

アム：い、いや……エイジをひとりで行かせてもよかったんだけどさ……。

エイジ：…………。

アム：ウェルチが、あたしに頭下げて頼たのむんだもん。兄をよろしく、って。

エイジ：…………。

アム：それに、すーっかり忘わすれてたけど……エイジは、儲もうけの九割わりをあたしに払はらうって約束してたし……。

エイジ：…………。




　だが、とまどいの心はすぐに―――。




アム：それに……えーと……。

エイジ：アム……。

アム：怒おこられそうになる子こ供どもみたいな表ひよう情じようをして、上うわ目め遣づかいで言います。……エイジ。あたしを―――連れていってほしいって、お願いしたら……だめ？




　おずおずとそう告げるアムに、〝英雄〟は、ほんの少しの沈ちん黙もくを作る。




エイジ：そんなアムに、僕は……。




　ふっ、とため息をついてエイジは笑顔で―――言った。




エイジ：……行こう、アムっ!!




　笑顔で手をさしのべたエイジの手をとって、アムは元気よく……応こたえた。




「……うんっ！」




　それは、孤こ独どくを選んで旅立つことを決めた〝英雄〟への、思いもよらないプレゼント。

　新たな冒ぼう険けんの幕まく開あけは、少女の笑顔と共に。




　……今、ふたりの旅が




　ここに始まった―――。








「アリアンロッド」リプレイ

金色の鍵の英雄
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超あとがき







　97レベルになりました。




　というか、97レベルももう半ばです。

　およそ一年前……本リプレイの第一巻にあたる「銀の輪の封印」を書いた頃、「次のレベルまでに必要な経験値は五三〇万点」という友人の言葉に恐れおののいたものですが……。

　今現在、目標であるレベル99になるまでに必要な経験値は、あと一億三〇〇〇万点です。




　母さん、世の中は厳しいです。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　と、『アリアンロッド』とは関係ない、某ネットワークＲＰＧの話は横ににおいといて。




「銀の輪の封印」から始まったこのキャンペーンは、「闇色の血の騎士」を経て、この「金色の鍵の英雄」で完結、とあいなりました！

　書き終わってふと思い返してみれば、これまで書いてきたさまざまなリプレイの中で、もっとも長いもののひとつとなっておりました。

　ここ最近で文庫にまとめられた本の中では、まちがなく最長でしょう。

　ここまで出版できたのも、まさに『アリアンロッド』を支えてくれた読者のみなさまのおかげです。

　なにせ「銀の輪の封印」が出版された時点では、まだルールブックも出版されておらず、リプレイのシリーズの続きが出せるかどうかは、まったくわからない状況でした。

　それゆえに、「銀の輪の封印」のエンディングは、一冊で終わってもいいような文章で構成されているわけです（笑）。

　ところが蓋を開けてみれば、六話で三巻分……三三六ページ×３。

　次は某社で刊行した、一冊で五話分（五四四ページ）とゆー記録を、この『アリアンロッド・リプレイ』で抜かすようがんばります。

　……いや、がんばらなくていいか。そこは。




　では、本書でも今回のセッションの裏話＆解説を行なってみましょう！










「金色の鍵の英雄」シナリオ＆セッション・考察＆裏話




　あ、言い忘れました。

　ここから先は本編のネタバレを含みますので、まだリプレイの方をお読みになっていない方はここから先には進まないでくださいませ。




みっしょん05

　この「金こん色じきの鍵かぎの英えい雄ゆう」に収録された二本は、前巻「闇やみ色いろの血の騎き士し」にくらべて、非常にシンプルな構成となっております。

　やりたかった内容はふたつ。

　ひとつは、残る三人の魔ま将しようが一斉に動きだし、ＰＣたちに転戦につぐ転戦をさせて戦闘を満喫すること。

　もうひとつは、これまで断片的に出してきた伏線をひとつに収束させることです。

　伏線―――すなわち、「銀の輪の封ふう印いん」で語られた〝人を魔族化するというヴァンデルの計画〟〝世界に救いをもたらす鍵〟〝ガイアの目的〟……そして「闇色の血の騎士」で語られた〝三賢者の邪悪化解除の方法〟〝闇の魔将の正体と意味〟……などなど。

　これまで出てきた内容のすべては、鍵にまつわる魔族の計画に収束するわけです。




　では、ちょっとセッションの細かいと部分の解説をしてみましょう。




・ブラッディマーダーとの戦闘

　本編では、文章のテンポを優先して戦闘の流れをスパっと割かつ愛あいしてますが、実はこの戦いＰＣたちにとって決して楽なものではありませんでした（笑）。

　なにせ敵は13レベルという、これまででもっともレベルの高いエネミーです。

　しかも、ブラッディマーダーは〝攻撃対象の防御力を０としてダメージ計算をする〟という能力を持っており、装甲をかためたシグが仲間の盾になる……というエイジたちの戦術が効かない相手ときております。

　時間内に倒せず、一匹を取り逃がしてしまったのもやむなし、というとこでしょう。

　ただ、その苦戦とは裏うら腹はらに、戦闘は爆笑ものでした。

　突撃したブラッディマーダー（弟）の最初の攻撃対象は、ダイスでランダムに決めた結果―――ベネットとなったからです。

　防具を着ていない彼女のこと、ふだんなら攻撃されれば叫んでさわぎまくるところですが、この時のベネットはひと味ちがう。

　彼女はニヤリとほくそ笑み、言い放ちました。




「お主の特殊能力、拙せつ者しやには効きかないでゴザる―――っ!!」




　……あたりまえです。

　攻撃対象の防御力を０とするブラッディマーダーの特殊能力が、もともと防御力０のベネットに効くはずがない（笑）。

　正確に言えば、特殊能力が〝効かない〟のではなく、〝意味がない〟んですが（笑）。

　この事実に気づいた時、全員大爆笑したけど……結果としてこれがＰＣたちを勝利に導いたのだからなにが幸いするか、わからないもんです。

　最後衛にいたベネットが、突撃してきたブラッディマーダー（弟）を引きつけたおかげで、他の四人は兄への攻撃を集中することが可能となったからです。結局、戦いのキーとなったのは、ベネットだったというオチでした（笑）。




・三人の魔将について

　シルヴァの魔将目撃報告で、「ひとりは光をまとい、ひとりは闇をまとい……」とありますが、〝光の魔将〟と〝闇の魔将〟は同一人物であるのはみっしょん05のエンディングを読めばわかるとおりです。光をまとった魔将が目撃された時はディアネッドが、闇をまとう魔将が目撃された時はガイアが、表に出ていたということです。

　いちおー念のために補足。




・クラン＝ベル奇き襲しゆうについて

　お次は、転送石を使ってクラン＝ベルを奇襲したイベントについて。

　実は、もともとのシナリオでは、ＰＣたちがクラン＝ベルに到着した時、街はすでに陥落しており、そこを警備していた魔族と戦闘し、それを打ち破ったのちに、ボスであるヴェルデュールが登場する―――という展開を予定していました。

　ところが、シグが転送石でクラン＝ベルに行く作戦はどうだと発案したため、ちょっと考えたのちに採用することにしたのです。

　シナリオに重大なマイナスの影響を与えないかぎり、プレイヤーの意見を採用するのはゲームを楽しく進行するためのコツです。




　もっともその結果、神官長の部屋でボスとばったり鉢合わせし、わざわざどんでん返しを使って地下の部屋まで逃げる、というマヌケなイベントが追加されたわけですが（笑）。




みっしょん06

　このシナリオは、みっしょん05にもましてシンプルです。

　魔族の計画が露見し、それを阻止すべく最終決戦に挑む……まさにこれだけです！

　では、細かい部分をつっこんでみましょう。




・聖殿の戦闘

　まずは、本編の方を再確認してください。

　ここで起こった戦闘は、あたかもフェルシアの「最後の鍵を得るためには、試練（戦闘）を受けないとならない」という内容のセリフがあったから発生したように見えますが……実は始めから戦闘をする予定でした（笑）。

　ただ注意がひとつ。フェルシアの発言が戦闘を引き起こした、というシチューションにした方がセッションが盛り上がる、と思ったから意見を採さい用ようしたのであって、〝プレイヤーの意見をなんでも取り上げている〟わけではありません。

　もし、ＧＭにとって都合悪いことを言い出していたなら、その意見は「……まあ、冗談はそこまでにしておいて（笑）」と、話題を変えてシナリオ通りに進めていたことでしょう。

　例えば、フェルシアがゴーレムに対して「戦闘をやめなさい」と命令した場合。「最後の鍵を求める者が現われたら、その実力を試すように命令したのは過去のあなた自身ですよ」と、フェルシアをいじりつつ戦闘に持ち込むつもりでした（笑）。

　……都合の悪い意見は、意見を述べたプレイヤーの気分を害さないように、話の流れをＧＭにとって都合のいい方向に誘導・コントロールすること。

　これが、私の極意です。




・粛正について

　みっしょん05……いや、「銀の輪の封印」から続くキャンペーン全体にかかわる〝粛正〟についての話です。

　これまで、三み度たび世界を滅ぼしてきた〝粛正〟は、『アリアンロッド』の世界観に用意された、もっとも大ネタのひとつと言えましょう。

　このキャンペーンを通して、〝火の粛正〟がどうなるかはエイジの手に握られました。

　が、もしあなたが〝粛正〟をテーマにしたシナリオを遊びたいと思ったら、必ずしも粛正の鍵となるエイジの存在をからめる必要はありません。

　なぜなら、たしかにエイジは〝粛正〟というシステムに組み込まれましたが〝粛正〟を引き起こす手段がひとつとは限らないからです。あなたなりの〝粛正〟にまつわる事件を……このキャンペーンで語られた以上の仕掛けを、ぜひとも演出してやってください！




・最終決戦に至るまでの仕掛け

　さて、最終決戦です。

　エイジたちはこの戦いに、世界の命運をかけて赴くわけですが―――リプレイを読んだ読者の方で、こう考えた方はいなかったでしょうか？




「あれ？　この戦いでエイジたちが負けたら世界は滅亡じゃないの？　負けたらどーするつもりだったんだ？」




　ここはキャンペーンのエンディングを左右する、大事な局面。戦闘で手を抜いてこれまで展開してきたストーリーを盛り下げたくはないし、かと言ってＰＣたちが敗北、世界が滅んでも困っちゃいます。

　そうならないためにも、シナリオの中に、実はふたつの伏線が仕込まれています。

　もうおわかりだと思いますが、ひとつは〝エイジを殺せ〟というシルヴァの依頼。もちろんこの選択肢をＰＣがとらないことを想定して組み込んだものです。

　本命はこちら、アムに渡した〝ピラミッド〟です。

　プレイヤーたちが気づいてくれたとおり、もともとこのアイテムは〝アムの邪悪化を止めるために出した〟わけではなく、そう見せかけて……実は戦闘に敗北した時に使用、エイジを封印することで世界の滅亡だけは回避するためのものでした。

　もっともその場合、エイジは封印されるし、アムも邪悪化して魔族になっちゃうし……物語に遺恨を残すことになっていまいます。

　その場合は、富士見書房の編集様に……「ごめんっ！　あと一巻やらせてっ！」と、エイジやアムの救出シナリオを展開するつもりだったのは、死ぬほどナイショです（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　……さて、そろそろ紙面が尽きそうですので、最後にひと言。




「アリアンロッド・リプレイ、次が出ます。たぶん夏ごろ」




　こちらは、これまでに出た三巻とちがい、一話完結の短編集的なもの―――エイジたちの冒険の番外編となる予定です。

　またのごひいきを、よろしくお願いいたします。





二〇〇五年一月某日　菊池たけし












アリアンロッド・リプレイ３




金色の鍵の英雄








菊池たけし／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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